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　　　プロローグ




　嫁よめ姑しゆうとめ争いという、古来より続く深しん刻こくな問題がある。

　文字通り、嫁と姑──結けつ婚こんした奥さんと、その旦だん那なさんの母親との間で反そりが合わず、仲なか違たがいから様さま々ざまな問題が生じる現げん象しようのことだ。

　さらにそれは嫁と姑の二人ふたりだけでなく、旦那さんの父親やその姉妹しまい──舅しゆうとや小こ姑じゆうととの間で発生することも珍めずらしくないという。なんとも恐ろしい話だ。

　そして、今、まさに。

　俺おれの目の前で、その争いが繰くり広げられていた。

「ああもう！　こんなに厚く皮切っちゃって、食べられるところが残ってないじゃない」

「うう……。すみません……」

　台所に立つ二人の少女。茶色い髪かみの少女が盛せい大だいに溜ため息いきを吐つくと、残ったもう片方、長い黒髪の少女はしゅんと肩を落とし、ぺこぺこ頭を下げる。

　二人は共同で夕食を作っている最中なのだが、同じようなやりとりが何度も繰り返され、作業は遅ち々ちとして進んでいなかった。そしてそれは今日きようだけに限った話ではなく、最近では食事の用意をする度たびに、すっかりお馴な染じみの光こう景けいとなっている。

　野菜の皮を剝むいては身がなくなり、魚を焼いては例外なく炭たん化かさせ、そのくせ肉は生焼けの状じよう態たいで食しよく卓たくに並べようとする。

　有あり体ていに言ってしまえば、黒髪の少女はかなりの料理下べ手ただった。

「無理して手伝わなくてもいいって言ってるでしょ。人には向き不向きがあるんだから」

　指し導どう役やくである茶色い髪の少女が怒るのではなく、諦あきらめろと暗ににじませながら告げる。そうしたほうがいいのは誰だれの目にも明らかだったが、

「──いいえ、」

　しかし長い黒髪の少女はまるで挫くじけることなく、きっぱりと首を横に振った。華きや奢しやな拳こぶしをぎゅっと握り締しめ、小鼻から勢いよく息を飛ばす。

「伊い吹ぶきさまのお食事を作るのは、妻つまである私の役目ですから！」

　絶対に譲ゆずれないとばかりに、高らかに宣せん言げん。

　まだまだ技術は未み熟じゆくだけれど、意気込みだけは誰にも負けない。その溢あふれんばかりの気き合あいアピールを受け、

「は？　何言ってんの？」

　けれど茶色い髪の少女は感心するのではなく、一気に態度を硬こう化かさせた。

「伊吹の面めん倒どうを見るのは、姉であるあたしの仕事って決まってるんだけど」

　声からは一いつ切さいの温かみが失われ、冷たく切り捨てる。目つきは鋭するどく尖とがり、睨にらみつけられたのが俺おれだったら即そく座ざに土ど下げ座ざするほどの迫はく力りよくだったが、黒くろ髪かみの少女は微み塵じんも動じなかった。

「何を仰おつしやっているんですか。旦だん那なさまのお世話をするのは妻つまの権利だと、古くから定められているじゃないですか」

　同じく睨にらみを返すのではなく、うふふと上品に笑う。

　優ゆう雅がで正反対の対応……のはずなのに、その圧力は茶色い髪の少女に一歩も引けを取らない。

「違うわ。『姉』よ」

「いいえ。『妻』です」

　茶色い髪の少女もにやりと口元を歪ゆがめ、二人ふたりは至し近きん距きよ離りで対たい峙じする。もう料理など完全にそっちのけとなっていた。

　姉だ妻だと互いに譲ゆずることなく、話は平行線を辿たどる。やがてその矛ほこ先さきは、争いの種たねである当の本人──世話を焼かれる対象へと向けられた。

「あんたはどう思うの!?　伊い吹ぶき!!」

「どうなんですか!?　伊吹さま!!」

　……つまり。

　おろおろとやりとりを見守っていた、俺に。

「えっと、一いつ緒しよに仲良くっていうのは……？」

　無茶な注文に、頰ほおを引き攣つらせながら提てい案あんしてみるも、

「やっぱりお姉ちゃんがいいわよね？」

「私ではご不満でしょうか……？」

　二人はまるで耳を貸すことなく、自分を選べとずいずい迫せまる。そうですか。やっぱり駄だ目めですか。

　分かりきっていたことだけど、そんな曖あい昧まいな答えでは二人は納なつ得とくしてくれない。とはいえどちらか片方の肩を持つわけにもいかず、俺にできるのは弱々しく微笑ほほえんだまま、彼女達の間で自己解決してくれることを願うことだけだった。

「はあ……」

　思わず重い溜ため息いきを吐ついてしまうのも、仕方のないことだろう。

　事情を知らない人が見たら、俺のことを情けない夫だとさぞかし思うかもしれない。だけど、ちょっと待って欲しい。

『姉』だ『妻』だと揉もめる、二人の少女。

　彼女達は己おのれの立場を盛さかんに主張しているけれど、そもそも俺の嫁よめでもなければ姉でもない。

　というか、生きている人間ですらないのだ。




　二人は共に、七しち人にんミサキと呼ばれる悪あく霊りようだった。
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　俺おれが七しち人にんミサキに取り憑つかれたのは、今からもう一ヶ月ほど前のことになる。

　七人ミサキというのは、その名の通り七人組で構こう成せいされた悪あく霊りよう集団だ。怪かい異い、妖よう怪かいといった区分もされる存在らしい。

　悪霊らしく、彼らは取り憑いた人間を呪のろい殺す。その殺された人間が、新たに七人ミサキの一員となる点が最大の特とく徴ちようだろう。

　一人ひとりメンバーが増えた代わりに、元からいた先頭の霊れいが成じよう仏ぶつできる。そうやって常に、彼らは七人であり続けるのだ。

　奇き石せき・珍ちん石せきの収しゆう集しゆうを趣しゆ味みとしている俺は、七人ミサキの依より代しろである石を偶ぐう然ぜん拾ってしまったことから、彼らに──

　……否いな。

　彼女達に、取り憑かれてしまった。

　俺の妻つまを自じ称しようする長い黒くろ髪かみの少女、郁いく。

　無む邪じや気きな天てん使しである路ろ花かちゃん。

　俺の姉を自称する、実際は大おお伯お母ばな初はつ希き。

　上品な変へん態たい。男嫌ぎらいの仁に衣い菜なさん。

　元気いっぱいでムードメーカーであるほのか。

　同好の士であり、いつも寝てばかりの紅べに。

　元霊れい感かん少女にして、現在は超ちよう低てい姿し勢せいな瞳とう子こさん。

　計七人。俺に取り憑いた七人ミサキは、全員が女の子だった。

　しかも皆、例外なく外見が整っているときている。まるでハーレムのような状じよう態たいだと思うかもしれないが、どんなに可愛かわいくても相手は悪霊なのだ。呪い殺されるのを避さけるため、俺は生前の未み練れんを晴らす代わりに命だけは助けてくれと必死で懇こん願がんした。

　幸いにも彼女達は悪霊のくせに性しよう悪わるではなく、約一名──初希以外は積せつ極きよく的てきに俺を殺そうとはしなかった。死に別れてしまった弟のため、『七人ミサキ』から解放されることを望む初希は頑かたくなに態度を変えようとしなかったが、俺が彼女の弟を探すことを条件にどうにか和わ解かい。その弟が俺のじーちゃんであることが判はん明めいしてからは、姉を自称し積極的に俺の世話を焼くようになっていた。

　当面の問題は解決し、悪霊に取り憑かれているとは思えないほど平和に数日が過ぎ。

「初希さんばっかりずるいです！」

　ある日のこと。いつものように初希の作った夕食を食べていると、唐とう突とつに郁が叫さけんだ。

「ずるいって、……何が？」

　意味が分からないのだろう。初希はきょとんとした顔で、ぱちくりと瞬まばたき。同じく口を半開きにした俺や、他の七人ミサキの面々の注目を集め、

「私も、伊い吹ぶきさまにご奉ほう仕ししたいです！」

　郁いくはやはりよく分からない、しかもあまり外がい聞ぶんのよくなさそうなことを大声で訴える。

「ぶはっ──！」

「おっ、おにいちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　完全に予想外の言葉に、俺おれは味み噌そ汁しるを喉のどに詰まらせてしまう。けほけほと咳せき込み苦しむが、心配してくれたのは路ろ花かちゃんだけだった。

「ご、ご奉ほう仕しって……。はっつーそんなことしてるの？」

「し、してないわよ！」

「いけませんわ初はつ希きさん！　どうせならわたくしにしてください！」

「だからしてないって言ってるでしょ！　話を聞きなさいよ！」

　郁の発言に食い付いたほのかや仁に衣い菜なさんへ、顔を真まっ赤かにしながら初希が怒ど鳴なる。

「あたし達は全員で伊吹に取り憑ついてるのよ？　ほとんどの時間をみんなで一いつ緒しよに過ごしてるんだから、ちょっと考えればご奉仕？　なんかしてないって分かるでしょ」

「ってことはみんな一緒じゃない時間……夜にしてるってことっすか？」

「そんなわけないでしょ！　昼も夜もないわよ！」

　肺はいの中の空気を全て吐はき出す勢いで叫さけび、初希は大きく方で息をする。荒く乱れてしまった呼こ吸きゆうを整えるのも後回しにして、じろりと俺を睨にらんだ。

「ほら伊吹！　黙だまってないであんたも否ひ定ていしなさいよ！」

「えっ？　う、うん、してないぞ」

　ご奉仕なんて本当にされた覚えはない。ようやく咳せきが治おさまった胸を撫なでながら、俺は頷うなずく。

　なのだけど耳まで赤くした初希と向かい合っていると、何だか照れてしまい、かあっと頰ほおが熱くなってきた。

　図はからずも、もじもじしながら見つめ合うことになり、

「……あやしい」

　紅べにのその呟つぶやきで、はっと我われに返る。

「あああ怪あやしくなんかないって！　なあ初希？」

「そそそそうよ！　おかしなこと言わないで！」

　噓うそは吐ついていないし、やましいことなんて一つもない。だけど変に動どう揺ようしてしまい、勝手に声は上うわ擦ずった。

　初希もそれは同じなようで、盛さかんに目を泳がせる。いつもは「お姉ちゃん」と呼ばないとへそを曲げるのだが、そのことに気付いてさえいない様よう子すだった。

　我ながら説得力に欠ける反応に、不ふ審しんの目は拭ぬぐい去られるどころかより深まってしまう。じとっとした視線が突つき刺さり、

「もし脅おどされているのなら、わたくし達が力になりますわ。安心して打ち明けてください」

「どうしてそうなるのよっ！　──ああもう！　郁っ！」

　温かく気き遣づかうように声をかけられ、初はつ希きは頭を抱かかえた。がしがしと髪かみの毛を搔かきむしり、元げん凶きようである郁いくへと矛ほこ先さきを向ける。

「あんたのせいでおかしな感じになっちゃったじゃない。ちゃんと説明しなさいよ！」

「説明と言われましても、そのままの意味なのですが……」

　けれど彼女は理解できないとばかりに、こてんと小こ首くびを傾かしげる。

「私も、伊い吹ぶきさまの身の回りのお世話がしたいんです」

「……お世話？」

「はい。お食事を作ったり、お洗せん濯たくをしたり。伊吹さまのお役に立ちたいんです」

「…………ああ、そういうことね」

　ようやく合が点てんがいき、初希は天てん井じようを見上げて脱力する。

　ちょっと前にも触ふれたけど、俺おれの大おお伯お母ばなのだと発覚して以来、初希は俺の世話を焼くようになった。

　弁べん当とうも含ふくめて朝昼晩の食事を全て作ってくれるし、掃そう除じや洗濯など、家事全ぜん般ぱんを俺の代わりに引き受けてくれているのだ。好き嫌きらいをするなとか制せい服ふくを脱ぎっぱなしにするなとか、気楽な一人ひとり暮らしを満まん喫きつしていた俺には少し口うるさく感じられるところもあったけど、面めん倒どうな雑ざつ務むから解放されて非常に助かっている。

　つまりは郁も、それを手伝いたいということなのだろう。他の五人も理解したようで、間の抜けた空気がリビングに流れる。

「だったら最初からそう言いなさいよ……」

「？　そのつもりだったのですけど」

「……まあいいわ。了りよう解かい」

　ふう、と溜ため息いきを一つ吐つき、初希は疲れたように頷うなずく。どこまで本気なのか分からないけど、俺の妻つまを自じ称しようする郁のことだ。彼女の中で家事と奉ほう仕しは同どう義ぎなのだろう。

「じゃあ、明日あしたから家事を分ぶん担たんしてやりましょうか」

「はい。よろしくお願いします」

　深々と頭を下げ、郁は嬉うれしそうに笑う。そんな彼女を見て、初希も優やさしく頰ほおを緩ゆるめた。

　そんなやりとりがあったのが、今から約十日ほど前のことだったんだけど……。

「満足に家事もこなせないようじゃ、お嫁よめさん失格なんじゃないの？」

「愛があればいつか必ず習しゆう得とくできます！　夫ふう婦ふの問題なんですから、初希さんは口出ししないで下さい！」

「は？　伊吹の健康に関わるんだから、黙だまってられるわけないでしょ」

「そ、それは分かりますけど……」

　現在。仲良く協力しようと話していたはずの二人ふたりは、バチバチと火花を飛ばしながら言い争いを繰くり広げている。

　……いったい、どうしてこうなってしまったんだろう。





＊






　翌よく日じつの昼休み。俺おれは仁に衣い菜なさんを引き連れ校こう舎しや裏うらへと向かった。

　じめじめとして日当たりが悪く、お世せ辞じにもいい環かん境きようとは言えない。くつろぐのには不向きな場所であり、俺以外には人っ子一人ひとり見当たらないが、それこそがここを食事場所として選んだ理由だった。

「相あい変かわらず、貴方あなたと同じく辛しん気き臭くさい場所ですわね」

　定位置となっているコンクリの床ゆかに腰を下ろすと、周りを見渡した仁衣菜さんが不満そうに眉まゆをしかめる。

「辛気臭くて悪かったですね。でも一いつ般ぱん的てきに霊れいは湿しつ気けの多い場所を好むって言いますし、仁衣菜さんにとっては居い心ごこ地ちがいいんじゃないですか？」

「そんなことはありませんわ。だって、ここには女の子がいませんもの」

「いやいやそれ湿気とは関係ないですから」

　霊として判はん断だん基き準じゆんがおかしい。反はん射しや的てきに否ひ定ていしてしまうが、

「湿気？　そんなものこそ関係ありませんわ。可愛かわいい女の子さえいれば、砂さ漠ばくだろうが湿しつ地ち帯たいだろうが、わたくしにとってはどこでも天国ですもの。女の子を観かん賞しようするためにこそ、苦痛に耐たえて貴方なんかに取り憑ついているんですわよ」

　豊かな金きん髪ぱつを搔かき上げ、仁衣菜さんは平へい然ぜんと言ってのける。

　だよな。よく考えればこの人はそういう人だった。

　彼女達七しち人にんミサキは当初、俺を監かん視しするために交代で取り憑いていた。だけど今ではそうではなく、ただ単に外を出歩くために取り憑いているので、己おのれの欲望に対して忠ちゆう実じつに行動しても問題ないというわけだ。

　……仁衣菜さんに関しては、最初からこんな感じだったけど。

「苦痛はさすがに言い過ぎじゃないですか？　ちょっと泣きたくなるんですけど」

「勝手にお泣きなさい。わたくしの知ったことではありませんわ」

　あんまりな言い草につい抗こう議ぎするも、あっさりと冷たく切り捨てられる。

「苦痛という表現が不満なのでしたら、不ふ快かいと言い換かえてもよろしいですわよ？」

「いやいや言い換えてる意味ありませんから、それ」

「文もん句くが多いですわね。では嫌けん悪お感かんではどうです」

「よけい酷ひどくなってるじゃないですか！　……もう苦痛でいいです」

　出会った当初から、仁衣菜さんは筋すじ金がね入りの男嫌ぎらいだ。初はつ希きと和わ解かいしたことで当面の危き機きは去ってくれたけど、そういうところまでは改かい善ぜんされていなかった。

　それどころか、初はつ希きの関心が俺おれを中心に向けられるようになったことで、むしろより態度がきつくなっているような気がする。

「俺が何をしたって言うんだ……」

　食欲がなくなり、意味もなく近くの雑ざつ草そうをむしっていると、

「なんだ、まだ食べていなかったのか」

　コンビニの袋ふくろを片手に、一人ひとりの少女がやってくる。

　真まっ赤かな髪かみをポニーテールに束たばねた霊れい能のう者しや、蓬ほう萊らい山さんクララだ。

「私が来るまで食べずに待っているとは、忠ちゆう誠せいを誓ちかう者として感心な心がけだな」

「誰だれがだよ。んなもん誓ってねえよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで否ひ定ていするが、彼女は言わなくても分かっているとばかりにうんうんと頷うなずく。慣れた仕し草ぐさでハンカチを敷しき、ストンと俺の隣となりにあぐらをかいて座った。女らしいと言うべきか男らしいと言うべきか、判はん断だんに迷まよう。

「そういうことにしておくか。よし、よく我が慢まんしたな。もう食べてもいいぞ」

「全ぜん然ぜん分かってねえじゃねーか！　犬みたいに扱あつかうのはやめろ！」

　声を荒げ、それこそ犬のようにぐるぐる唸うなる。けれどクララはそんな俺を完全にスルーし、早さつ速そくサンドイッチをぱくつき始める。虚むなしさと徒と労ろう感かんに襲おそわれ、俺も弁べん当とうへと手を伸ばした。

　当然のように横で昼ひる飯めしを食べるクララ。彼女がここに現れたのは偶ぐう然ぜんではなく、待ち合わせをしていたから。

　いくつかの事情から、俺はここしばらく、クララと一いつ緒しよに昼飯を食べることにしていた。

「──っと、忘れてた。……これ、今日きようの分です」

　弁当の蓋ふたを開けたところで、大切な用件を思い出す。少し姿し勢せいを正してペットボトルの紅こう茶ちやを差し出すと、クララはいつも通り、「うむ」と若じやつ干かん仰ぎよう々ぎようしく受け取った。

　一日一本、飲み物を奢おごる。

　クララと昼飯を食べるようになってから、毎日欠かさず続けている習しゆう慣かんだ。彼女が言っていたように、まるで忠誠を誓っているような感じもするけど、決してそうではない。

　これは、お詫わびの品しなだった。

　七しち人にんミサキに取り憑つかれた俺は、霊能者であるクララに助けを求めた。彼女はその願いに応こたえ、神さまの力まで借りて七人ミサキを祓はらう寸すん前ぜんまで追い込んでくれたのだが、俺は土ど壇たん場ばでそれを妨ぼう害がいしてしまった。自分から頼たのんでおきながら、クララの努力と苦労、そして彼女の気持ちを台無しにしたのだ。

　……改めて考えてみると、我われながらかなり酷ひどいことをしたな。

　事じ態たいが落ち着いてから俺は改めてクララに謝あやまり、お詫びを何かしらの形にしようとしたのだけれど、彼女は「役に立てなかったのだから気にするな」と言って受け取ろうとしなかった。しかしそれでは俺の気が収おさまらず、こうして少しずつ返しているのだ。

　お詫わびと、助けようとしてくれた感かん謝しやの意味を込めて。

　クララと一いつ緒しよに昼ひる飯めしを食う理由の、一つ目がこれだ。二つ目は彼女ではなく、俺おれに取り憑つく七しち人にんミサキのため。

　七人ミサキの姿すがたは普通の人には見えないので、学校にいる間は基本的に、彼女達を無む視しするような感じになってしまう。喋しやべっているところを端はたから見たら、俺はただの危ない人としか思えないからな。

　仕方がないこととはいえ、やはり心苦しい。だけどその点、クララならばそういう心配をする必要はなかった。気き兼がねなく七人ミサキの相手ができるし、また彼女自身、話に加わることが可か能のうだ。

　霊れい関係の話もできて、便べん利りなはずなんだけど……。

「やあ仁に衣い菜なさん、最近調ちよう子しはどうだい」

「え、ええ、普通ですわよ」

　お世せ辞じにも、その両者の会話は弾はずんでいなかった。
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　当然と言えば当然だろう。仁衣菜さんにとって、クララは自分を無む理り矢や理り祓はらおうとした相手なのだ。天てん敵てきとも呼べる存在であり、仲良く会話する方がむしろおかしいのかもしれない。

　クララへの対応がぎこちないのは仁衣菜さんだけでなく、七人ミサキの大半がそうだ。例外なのは憧あこがれの霊れい能のう者しやということで懐なついている瞳とう子こさんと、俺を助けようとしたことを評ひよう価かしている初はつ希きの二人ふたりくらいか。寝てばかりの紅べには、そのどちらでもない……のか？

　敵てき対たいしているとまでは言わないまでも。七しち人にんミサキのうち少なくとも四人は、好き好このんでクララと同席したいと思っていないだろう。なのに一いつ緒しよに飯めしを食っているのには、もちろん理由がある。

　俺おれとクララの繫つながりを、彼女達にアピールするためだ。

　現在誰だれも俺の命を狙ねらっていないとはいえ、七人ミサキが悪あく霊りよう集団であることに違いはない。何かのきっかけでまた狙われるようになる可か能のう性せいも、十分に考えられる。

　それを避さけるために、常に牽けん制せいしているのである。

　汚い、卑ひ怯きようだと言われるかもしれないが、俺だって命がかかっているのだ。生き延のびるための手段なのだから、どんなに情けない、小こ物ものっぽい行いでも、恥はじることなく堂どう々どうとやるつもりだ。

　……そのつもりでは、いるんだけど。

「はあ……」

　現げん状じようを再確認した俺は、つい、溜ため息いきを漏もらす。

　決意を新たにし、気き合あいを入れ直すような場面なんだろうが、とてもそんな気分にはなれなかった。こちらは悪霊対たい策さくに全力で取り組んでいるのに、彼女達ときたら自じ称しよう嫁よめ姑しゆうとめ争いを繰くり広げているのだ。真ま面じ目めに考えている自分が、なんだか馬ば鹿からしくなってくる。

「どうした。嫌きらいなものでも入っていたか」

　食べる手が止まりっぱなしなことに気付いたのか、クララが俺おれの弁べん当とうを覗のぞき込む。

「いや、そういうわけじゃ……」

「そうか。じゃあこの唐から揚あげは私が処しよ理りしてやろう」

「違うって言ってるだろ！　──ってああ！」

　慌あわてて箸はしで防ごうとするが、時とき既すでに遅し。クララは大きめの唐揚げをひょいっと摘つまむと、そのままぱくりとかぶりついた。

「ふむ。冷れい凍とう食品ではなくちゃんとした手作りか。なかなか美う味まいな」

　たったの二ふた口くちで食べ終え、指についた油をぺろりと舐なめる。

「こんな弁べん当とうに文もん句くがあるだなんて、贅ぜい沢たくが過ぎるんじゃないか？」

「文句があるなんて一言も言ってないだろ。つーか勝手に食うなよ」

　欲しいんだったら言えばやるのに。半分呆あきれながらじとりと睨にらむと、

「まったくケチ臭くさい男だな。分かった分かった、代わりに悩なやみでも聞いてやろうじゃないか」

　クララはやれやれと肩を竦すくめ、にやりと笑って俺を見やる。悩んでるって見当がついているんだったら、最初から普通に聞いてくれよ。

　とはいえ、やはりありがたいのは確かだ。こんな話、こいつくらいにしかできないからな。

「実は、郁いくと初希──七人ミサキのうち二人が、最近家で対立してるんだ」

「っ……」

　打ち明けた途と端たん、クララは鋭するどく目を細める。改めて口にしたことで、俺おれも事じ態たいの恐おそろしさに背せ筋すじがぞっとした。

　自分も手伝いがしたいと、郁いくが言い出した当初は平和だっだ。

　家事について、初はつ希きも親しん切せつ丁てい寧ねいに教えていた。その当時はむしろ、二人ふたりは仲良しだったと言っていい。

　それが段々おかしくなっていった原因は、たぶん郁のほうにある。

　生まれて初めてやるのではないかと思うくらい、郁は家事について無知だった。それは仕方がないことなのだけど、だというのに彼女は自分の力量以上に家事を担当したがったのだ。

　初希よりも多く……、一人ひとりで全てを担になおうとするかのように。

　俺の嫁よめを自じ称しようしているだけに、過か剰じように張り切ってしまったのだろうが、それが悪かった。初希が対たい抗こう心しんを燃もやしたことで、二人の仲は急きゆう激げきに悪化していった。

「どっちが俺の面めん倒どうを見るのか、お互い譲ゆずらず争ってるんだよ。今日きようの弁べん当とうにしてもそうだし、他にも──」

「………………」

　細こま々ごまとした家事や、どちらが俺を起こすのかとか。

　俺の相そう談だんがよほど深しん刻こくだったんだろう。具体的な話を終えても、クララはすぐに言葉を発しようとはしなかった。無言のまま、まず一ひと口くち紅こう茶ちやをすする。

「…………」

　続いてサンドイッチを一ひと囓かじり。もしゃもしゃとゆっくり咀そ嚼しやくし、飲み込む。そしてまたペットボトルへと手を伸ばし──

「っておい！　何で普通に飯めし食ってんだよ!?」

「何でって、そんなの昼休みだからに決まっているだろう。今は飯を食う時間だぞ？」

「そうだけど、そうじゃなくて！」

　俺の悩なやみに対するアドバイスをしてくれるんじゃなかったのかよ。

　困こん惑わくしながら子犬のような目で救いを求めると、クララは「馬ば鹿からしい」と一ひと言こと吐はき捨てる。

「爆ばく発はつしろとでも言って欲しいのか？　深しん刻こくそうな顔をしているから、何事かと思ったら……。リア充じゆう自じ慢まんとは、お前も偉えらくなったもんだな」

「は？　誰だれもそんなことしてないだろ」

「いいやしてるな。可愛かわいい女の子が二人、どちらがお前の世話をするかで揉もめているだって？　今のお前をリア充と呼ばないならば、この世にリア充は存在しないぞ。郁さんが暴走したのも、お前を愛するが故ゆえだろうに」

「それは……そう、かも、しれない、けど……」

　自慢なんかしているつもりはまるでなかったのだけれど。冷たい目と声で告げられ、何だか俺おれもそんな風に思えてきた。

「いや待て、それは相手が生きている人間だからこそ成立するんじゃないか？　俺の場合は、相手が二人ふたりとも悪あく霊りようなんだぞ？」

「死してなお愛されるなんて、男おとこ冥みよう利りに尽つきるじゃないか」

「いやいや、それも生前から愛されてこそなんじゃない……か…………？」

　反はん論ろんしてみるも、平へい然ぜんとした態たい度どを崩くずさないクララを前にしていると、どんどん自信がなくなっていく。

　あれ？　もしかして俺が間ま違ちがっているのか？

「クララさんの言う通りですわ」

　思考がぐらつきまくっているところへ、それまで黙だまっていた仁に衣い菜なさんが口を挟はさむ。

「郁いくさんも初はつ希きさんも、本来なら貴方あなた程度では話をすることも叶かなわないほどにレベルが違う方ですのよ？　それを迷めい惑わくがるだなんて、万ばん死しに値あたいしますわ」

「そ、そこまで言いますか？」

「全ぜん然ぜん言い足りないくらいですわ。代われるものなら代わりたいくらいですのに！」

　かなり憤ふん慨がいしているようで、彼女はイライラと歯は軋ぎしりする。はしたないですよ、それ。

　ちなみに代わりたいと言ってはいるものの、仁衣菜さんに限らず、彼女達七しち人にんミサキは誰だれも食事をしない。食べることはできるのだが、食欲そのものが特に存在しないらしい。

　……まあ、しかし。

　クララと仁衣菜さん。二人にそうまで言われると、俺も自分が間ま違ちがっているような気がしてきた。

　たとえ悪霊でも、郁と初希がかなり可愛かわいいのは事実だ。そんな彼女達が俺のために頑がん張ばってくれているのだから、感かん謝しやこそすれ思い悩なやむようなことではないだろう。

　うん。相手が霊れいだなんて、小さなことじゃないか。

　そうとも、最初から悩む必要なんかなかったんだ！

「ようやく分かったようですわね」

　俺が真しん理りに辿たどり着いたのを、表情の変化で察したのだろう。仁衣菜さんがツンと顎あごを反そらす。

「はい。俺はこの状じよう況きようを嘆なげくのではなく、むしろ誇ることにします」

「ええ。それが正解ですわ」

　胸を張った宣せん言げんに、深く頷うなずいて同意。顔を逸そらしたままこちらを見ようとはしないが、確かに彼女に認められた気がした。

「そこまで言うつもりはなかったんだが……」

　盛り上がる俺と仁衣菜さんから一歩引き、どこか冷さめた様よう子すでクララが呟つぶやく。

「とにかく、現時点で実じつ害がいはないんだろ？　だったら気にするだけ疲れるだけだぞ」

「ああ。分かったって」

　気にしないどころか、もうプラスに捉とらえることに成功したのだ。もう二度と思い悩なやんだりはしないだろう。よくよく考えてみたら、一いつ般ぱん的てきな嫁よめ姑しゆうとめ問題のほうが、よっぽど深しん刻こくだろうし。

　すっきり爽さわやかな気分で、俺おれはやっと弁べん当とうに手を付ける。

　近ちか頃ごろずっと俺を悩ませていた問題が解消され、快かい調ちように食は進む。午後からの授じゆ業ぎようも、それは順じゆん調ちように時間が流れた。

　晴れ晴れとした気分で、颯さつ爽そうと家へと帰り──。




　その日の内に、実じつ害がいが発生した。





＊






「お帰りなさいっ！　おにいちゃん、仁に衣い菜なちゃん！」

　すっかり幽ゆう霊れい屋や敷しきとして定着した愛いとしの我わが家や。特に寄り道することなく帰宅すると、路ろ花かちゃんがぶんぶんと大きく手を振って出で迎むかえてくれた。

「ただいま戻りましたわ。路花さん」

「ただいま路花ちゃん」

　初希が料理を作ってくれるようになってから、俺は放ほう課か後ご直ちよつ帰きすることが多くなった。外で夕食を済ませる必要がなくなったというのもあるし、家で俺の帰りを待っていてくれる相手がいるというのは、やっぱり嬉うれしいものだからな。

　とはいえ友達と遊びに行かなくなったわけではなく、帰る時間は毎日一定ではない。いつもなら玄げん関かんを開けてから迎えに来てくれるくらいなのに。

「わざわざ外で待っていてくれるなんて、今日きようは何かあったの？」

「うん！　みんなで頑がん張ばったんだよっ」

「……みんな？」

　みんなというのは七しち人にんミサキの面々のことだろう。だけど全員でやるような事こと柄がらの予定が、何かあっただろうか？

　首を傾かしげてしまうが、路花ちゃんはそれ以上説明することなく「ほらほら」と中へと誘いざなう。導みちびかれるままについていくと、いつもの溜たまり場であるリビングではなく、台所に他の五人は集合していた。

「あらお帰り、伊い吹ぶき」

「伊吹さま、お帰りなさいませ」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの郁いくが不ふ敵てきに笑い、セーラー服ふくにエプロン姿の初はつ希きはいやに真しん剣けんな面おも持もち。二人ふたりとも、妙みようにぴりぴりとした空気を漂わせている。

「おっかえりー」「お帰りなさいっす」「……お帰り」

　残りの三人は、楽しげだったりへこへこしてたり眠そうだったりと平常運転だったが、どことなくその度合いがいつもより大きく感じられた。

　何か、凄すごく嫌いやな予感がする。

「た、ただいま……。じゃあ、俺おれは部へ屋やに行くんで──」

「ダメだよ、おにいちゃん」

　くりりと回れ右して逃げようとするが、無む邪じや気きに微笑ほほえむ路ろ花かちゃんが立ち塞ふさがった。

「さあさあ座って座って！」

「……はい」

　彼女を無む視しして強引に立ち去ることなど俺にはできない。諦あきらめて示された席に着くと、食しよく卓たくにとんとんと手て際ぎわよく料理が並べられた。

　その数、全部で六つ。

「これは……？」

「第一回！　臼うす谷たに家けの台所を預かるのに一番相応ふさわしいのは誰だれだせんしゅけーんー！」

　夕食の時間にはまだ早いし、献こん立だてはかなり偏かたよっていた。首を傾かしげる俺に、ほのかが高らかに宣せん言げんする。

「選せん手しゆ……権けん……？」

「うん！」

「…………。いやそんなに元気よく返事をされても。説明になってないから」

　詳くわしい解かい説せつが欲しいのに、ほのかはもう役目は果たしたとばかりに胸を張る。埒らちが明あかないと思って周りを見渡すと、

「夕食をどっちが作るのか、今日も郁いくちゃんと初はつ希きちゃんが揉もめたんだ」

　天てん使しである路花ちゃんが、きちんと補ほ足そくしてくれた。

「毎日同じことでケンカしてるし、おにいちゃんに判はん定ていしてもらって、一回白黒はっきりつけようってことになったんだけど……」

「二人ふたりだけで決めるのはずるいって、ほのかさんが言い出したんっす」

「だってそうでしょ？　どうせならってことで、ボク達も全員参加することにしたんだ」

「……（こくり）」

　いつもは郁と初希の争いを眺ながめているだけの四人が、代わる代わる教えてくれる。

　つまり目の前に並ぶ料理は、俺に取り憑つき不ふ在ざいだった仁に衣い菜なさんを除く六人が、それぞれ一品ずつ作ったものというわけか。

「仁衣菜ちゃんを仲間外れにするみたいな感じになっちゃって、ゴメンね。よかったら今からでも参加する？」

「いいえ結けつ構こうですわ。どうせ男のために料理を作る気など最初からありませんし、気にしなくてもよろしいですわよ」

　申し訳わけなさそうな路ろ花かちゃんの提てい案あんに、仁に衣い菜なさんは静かに首を横に振る。この人の嗜し好こう的てきに、本当に機き嫌げんを損そこねたりはしていないだろう。面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らしたのは、俺おれに向けられているに違いない。

　ともあれ、現げん状じようは把は握あくできたわけだけど……。

「こういうのって、俺が帰ってきてから作り始めるもんじゃないのか？」

　料理対決なのに作り置きっていうのはどうなんだろう。何品かは冷さめ切っていて、湯ゆ気げすら出てないし。

「みんなで勝負だっ！　って盛り上がっちゃって。勢いでそのまま作っちゃったんだ」

「気が利かなくてすみませんっす」

「……いいですよ別に。謝あやまるようなことじゃありませんし」

　どうせウチの台所じゃ、全員一いつ斉せいに作るなんて物ぶつ理り的てきに無理なわけだしな。

　それに、たとえどれだけ冷えていようと、俺のために料理を作ってくれたのだ。しかも郁いくと初はつ希きだけでなく、計六人も。怒る理由なんて一つもないじゃないか。

　今日の午前中までの俺だったら、対決なんてしなくていいと気が重くなっていただろう。しかしクララと仁衣菜さんの言葉によって意い識しきを一いつ新しんした今の俺には、この状じよう況きようを喜んで受け入れるだけの精せい神しん的てき余よ裕ゆうがあった。

　いやーモテる男はつらいね！

「よーし！　じゃあ審しん査さを始めようじゃないか！」

　みんなが俺の判はん定ていを待っている。期き待たいに応こたえ、にこやかに、爽さわやかに開始を宣せん言げんすると、

「おにいちゃん……ちょっとだけ、気持ち悪いかも」

「いえ、ちょっとどろこではなく普通に気持ちが悪いですわよ」

「……変」

「悪いものでも食べたんすか……？」

　予想外なことに、極ごく一部からの反応は非常に悪かった。何な故ぜだ。

「おおっ！　いい気き合あいだねセンパイ！」

　唯ゆい一いつ、ほのかだけが真まっ当とうに俺を評ひよう価かしてくれた。だよな。俺は間ま違ちがってないよな。

　ちなみに郁と初希の二人は、ずっと無言のまま火花を散らしあっている。本気度合いが他の四人とは段違いで、さすがにちょっと怖い。

「よ、よーし。やるか」

　ほのかだけを心の支えにして、改めて、食しよく卓たくに並んだ料理に目を向ける。

　肉じゃがが三皿に、麻マー婆ボー豆どう腐ふ、鮭しやけのムニエル。それにカップラーメン。

「いやいやカップラーメンて！」

　料理の偏かたより具合もおかしいけど、特にこれは酷ひどいだろ。あまりの手抜きっぷりに、思わず口に出してしまうと、

「……それ、わたしの」

　犯人──紅べにが自じ己こ申しん告こくし、得とく意いげに小こ鼻ばなを膨ふくらませる。普段より多少大きく瞼まぶたを開き、ピースまでしてみせた。

「……偉えらい？」

「えっ…………、ああ、うん。ありがと」

　ま、まあ大事なのは気持ちだよな。贅ぜい沢たくを言わせてもらえば、お湯を入れるタイミングくらいは考えて欲しかったけど。

「ええっと、ど、どれから食べようかな」

　さすがに一発目からこれは厳きびしい。紅には悪いが、ひとまずスルーすることにする。麵めんとか完全に伸びきって、パンパンに膨ふくらんでるし。

　目を泳がせ、とりあえず一番近くにあった鮭しやけのムニエルを手元に寄せた。

「あ、それ私が作ったやつっす」

　作者である瞳とう子こさんが、おずおずと小さく手を挙げる。

「私の数少ないレパートリーの一つなんすよ」

「へえ、そうなんですか。俺も家庭科の調ちよう理り実じつ習しゆうで、これと同じの作ったことありますよ」

「……まあ、そういうことっす」

　共感を覚えて言ったのが余よ計けいだったのか、瞳子さんは自じ虐ぎやく的てきに笑って力なく手を下ろす。彼女も俺おれと同じく、そういった機き会かいでしか料理をしないタイプの人だったんだろう。

　若じやつ干かん気まずくなってしまい、誤ご魔ま化かすように試食に移ることにした。

「その、い、いただきます」

　まずは一口。初はつ希きと違ってバターの量をケチっていないおかげか、かなり香りは良かった。

　肝かん心じんの味のほうは、まあこんなもんだろうな、という感想だった。不ま味ずくはないが、褒ほめるほど美お味いしくもない。

　過去に俺が作ったのとほぼ同じであり、想そう像ぞう通りというか。

　凄すごく、普通だった。

「何て言うか、瞳子さんらしい味ですね」

「そ、そうっすか？」

　褒め言葉と受け取ったのだろう。瞳子さんは軽く赤面し、頭の後ろを搔かく。本人が喜んでくれていることだし、詳くわしい解説は必要あるまい。

　さて、次はどれにしようかと迷まよっていると、

「はいはい！　次はボクのを食べてみてよ！」

　元気よく立りつ候こう補ほして、ほのかが自分の皿をずいずい差し出す。彼女が作ったのは、真まっ赤かな麻マー婆ボー豆どう腐ふだった。

「……レトルト？」

「違うよ！　ぜんぶ自分で作ったんだから」

　ほのかが料理するイメージが湧わかず、つい疑ってしまうが、即そく座ざに否ひ定ていされる。……ぷんぷんと憤ふん慨がいする本人には悪いけど、レトルトじゃないと分かったことで、ちょっと不安になってしまった。

「いただきます。…………あれ？　美お味いしい？」

　軽く身み構がまえながら口へ運ぶと、意外なことに、その味はちゃんとしていた。

　見た目通りかなり辛からいが、ただ辛いだけでなく、きちんと旨うま味みも感じられる。豚ぶたの挽ひき肉にくと豆とう腐ふがお互いに味を引き立て、そこにネギのアクセントが加わる。普段初はつ希きが作ってくれる料理は薄うす味あじの和食が中心なので、育ち盛ざかりの身としては、濃こいめの味付けなのも嬉うれしい。

「うん、美う味まいよ。まじで」

「でしょでしょ！」

　白い歯を見せて笑い、ほのかはいつの間にか用意していた白しろ飯めしを差し出してくれる。これ以上ないベストな組み合わせに、気付けばあっという間に完食してしまった。

「ふう、ごちそうさま。……ごめん、てっきりほのかは料理できないもんだと思ってた」

「酷ひどいなー！　こう見えても、家ではよくお手伝いしてたんだよ！」

　怒ったように言いながらも、ほのかは実に上じよう機き嫌げんだった。相そう好ごうを崩くずしながら、てきぱきと空あいた食器を片かた付づける。

「これはもう、優ゆう勝しようはきまっちゃったかな？」

　鼻はな歌うた交じりに軽かる口くちを叩たたくと、

「そんなことはありません！」

　その冗じよう談だんに、一人ひとりだけ敏びん感かんに反応してしまった。

「伊い吹ぶきさま。どうぞ、次は私のをお召めし上がり下さい」

　しごく真ま面じ目めな顔で、郁いくが進み出る。肩に力が入りすぎているのが丸分かりで、もっと余よ裕ゆうを持てよと言いたくなるが、現実には当然そんなこと言えるはずがない。

　郁の審しん査さは、できれば一番最後にしたいと思っていたのだけれど……。

「お、おう」

　迫はく力りよくに圧おされ、素直に従うしかなかった。

　彼女が差し出したのは、当然ながら肉じゃが。残っているのは全部そうなので、初希と路ろ花かちゃんも同じものを作ったのだろう。

「どうして三人とも肉じゃがなんだ？」

「それは、初希さんが肉じゃがを作られたからです」

　ふと疑問を口にすると、誰だれよりも率そつ先せんして郁が答える。

「同じものを作ったほうが、より愛情の違いが感じられるはずですから。今日きようのは特にいっぱい込めてあります！」

「そ、そうですか」

　相変わらず、愛が重いよ。

「あたしの場合は、ただ単に得とく意いだからってだけ」

「料理するの初めてだったから、初はつ希きちゃんに教えてもらいながら作ったんだよー」

　それに比べて残る二人ふたりはあっさりとして、特に気き負おっている様子はない。全員が路ろ花かちゃんみたいにほのぼのしてればいいのに。

「……いただきます」

　あり得ない妄もう想そうをしても仕方がない。覚かく悟ごを決め、郁いくの試食に入る。

　彼女は愛情イコール調ちよう味み料りようの量だと勘かん違ちがいしているきらいがあり、日ひ頃ごろから味付けが過か剰じよう気味だ。

　今回もそれは例外ではなく、むしろ勝負だと気合が入っている分、いつもより酷ひどい状じよう態たいだった。ほのかのように濃こくてもバランスが取れているのならいいのだけれど、決してそうではなく、単たん純じゆんに入れすぎなのだ。砂さ糖とうと塩はお互いを打ち消し合わないのだと、いい加減に学んで欲しい。

　また愛情と調ちよう理り時間も比例すると思っているらしく、必要以上に煮に込こまれた結果、具ぐ材ざいは煮に崩くずれしてほとんど原げん型けいを留とどめていない。

　一言で言えば、かなり不ま味ずい。

「うっ……」

　しかし、無理しても食べられないほどに不味いわけではなく、頑がん張ばれば食べられないこともないレベルの不味さだった。せっかく作ってくれたのに、不味いなんて口が裂さけても言えるはずもなく、表情には出さぬよう精神力を総そう動どう員いんし、かつてじゃがいもだったらしきものをどうにか飲み込む。

　よし、よく堪こらえたぞ俺おれ！

　外見的な変化としては、だらだらと脂あぶら汗あせを流していることくらいだろう。平静を装うことに完かん璧ぺきに成功し、自分で自分を褒ほめ称たたえていると、

「お味のほうは、いかがでしたか……？」

　待ちきれないとばかりに、郁が感想を急せかした。

　自信があるからではなく、その逆だろう。眉まゆはハの字に下がり、祈いのるように胸の前で両手を握り締しめている。

「え、えっとだな……」

　率そつ直ちよくに感想を述べれば、彼女を傷つけてしまうのは目に見えている。どうやって誤ご魔ま化かすべきか、頭を悩なやませていると、

「郁ちゃんと初希ちゃんの審しん査さが目玉なんだから、二人の感想は一番最後がいいよね」

　すすっと流れるように近づいて来た路花ちゃんが、俺と郁の間に割って入る。さり気げない自然な動きで、郁いくと自分の肉じゃがを入れ替えた。

　俺おれにしか見えない角度で、可愛かわいらしくウインク。

「次は路ろ花かのを食べてくれる？」

「あ……、ああ！　うん」

　その目配せを受け、彼女が助け船を出してくれたのだと遅ればせながらに気付く。気き遣づかいを無む駄だにしないため、急いで話を合わせた。

「初めて作ったから、美お味いしくなかったら……ゴメンね？」

「大だい丈じよう夫ぶ。美味しくないなんて絶対にあり得ないから」

　その天てん使しっぷりだけで満点は堅かたい。美味しくないはずがないじゃないか。

「よし！　いただきます！」

　気力がみなぎり、張り切って食べる。

　初希の指示に従い忠実に作ったためだろう、実際にその味は、決して悪くない。というか普通に美味しかった。野菜の皮が剝むききれずに残っていたり、多少煮に崩くずれしていたりもするが、そんなのは愛あい嬌きようというもの。

　ぶっちゃけ、郁のより遙はるかに美味しい。

　路花ちゃんの初めての手料理という付ふ加か価か値ちも考こう慮りよすれば、天上の食べ物と評ひよう価かしても過か言ごんではあるまい。もし俺が路花ちゃんの父親だったら、弁べん当とうに入れて会社中で自じ慢まんして回ったに違いない。

　………………うん。

　……まあ、何があろうとそんなことは起こり得ないんだけど。

　路花ちゃんのお父さんに悪いな、と思った俺は、実際には悪いなんてレベルではないことに気付き、テンションが一気に下がった。どこかで生きているのかもしれない路花ちゃんのお父さんは、彼女の手料理を食べることもなく、まだ小さい娘むすめを亡なくしてしまったのだ。

　そしてその機き会かいは、一生訪れることはない。

　それなのに、俺なんかが食べていいものなんだろうか。一度気がついてしまった悩なやみは消えることなく膨ふくらむ一方で、勝手に箸はしは止まってしまった。

「おにい……ちゃん……？」

　急激な俺の変化に、路花ちゃんが戸と惑まどいの声を上げる。

「……ごめんなさい。そんなに美味しくなかったんだ」

「えっ…………？　い、いや違う！　全ぜん然ぜんそんなことないって！」

　悲しげに謝あやまられ、俺はようやく沈み込む思考から脱する。勘かん違ちがいさせてしまったことに気付いて、慌あわてて肉じゃがを搔かき込んだ。

「ごめんごめん、ちょっと考えごとをしてたんだ。味はすっごく美味しいから！」

「……ほんとに？」

「ああ！　ほら、美う味ますぎてもう全部食っちまったし！」

　空からになった皿を掲かかげ、ぶんぶん頷うなずく。必死の訴えがどうにか通じ、路ろ花かちゃんは目元に浮かんでいた涙なみだを拭ぬぐってくれた。

「だったらよかった……。もう！　ご飯はん食べながら考えごとなんてしちゃダメだよ？」

「ごめんって。二度としないよ」

　どう考えても不自然だっただろうに、彼女は触ふれることなく茶ちや化かしてくれる。その細こまやかな気き遣づかいを無む駄だにしないため、俺おれも考えるのは後回しにしようと決める。

「はいはい、じゃああたしの番ね」

　話が一段落したのを見み計はからい、今度は初はつ希きがコトリと皿を置いた。後ろに下がっていた郁いくがはっと緊きん張ちようする気配が伝わってくるが、初希に気き負おう様よう子すはなく、自然体のままやれやれと肩を竦すくめた。

「といっても、あたしはいつも通りに作っただけなんだけど。誰だれかさんと違って、普段から愛情たっぷりだからね」

「なっ……、初希さん！　それは──」

　あからさまな挑ちよう発はつに、すぐさま郁が反応した。抗こう議ぎのために初希へと駆かけ寄ろうとするが、

「ダメだよ？　初希ちゃん」

　それよりも早く、路花ちゃんが初希にぐぐっと顔を近づけ、「めっ！」と叱しかる。

「ケンカしないように、勝負して決めようってことになったんだから。約束はちゃんと守らないと」

「……分かったわよ」

　幼い子供に言い聞かせるような口く調ちようで窘たしなめられ、初希は早はや々ばやと降こう参さんした。

「今のは私が悪かったわ。ごめんなさい」

「……いいえ。分かっていただければ」

　素直に頭を下げると、郁も拘こだわることなくあっさりと許す。というか二人ふたりとも、路花ちゃんに完全に貫かん禄ろく負けしていた。

　……いや、正確には三人と言うべきか。

「今のは貴方あなたが割って入るべき場面でしょうに。情けないですわね」

「言われなくても分かってますよ！　反省してます！」

　思っていたことをずばりと指し摘てきされ、若じやつ干かん涙なみだ目めになってしまう。仁に衣い菜なさんの冷たい視線が突つき刺さり、身も心も痛かった。

　次、次は頑がん張ばりますから。

「はあ……。食べるか」

　思わず溜ため息いきを一つ吐ついてから、初希の肉じゃがに手を付ける。

　彼女が自分でも言っていたように、その味は普段と何も変わらなかった。ここ最近ですっかり食べ慣れた味だ。

　肉は牛。じゃがいも人にん参じん玉たま葱ねぎ、それに白しら滝たきインゲン。初はつ希きは俺おれの大おお伯お母ばに当たる血けつ縁えん者しやだけど、その味付けも食材の選び方も、俺の母親とは異なる。臼うす谷たに家けの味付け──いわゆるお袋ふくろの味というやつではないはずなのだが、どことなく懐なつかしい、ほっとする味だった。

　しみじみと、美お味いしい。

「さて──、そろそろ答えを聞かせてもらいましょうか」

　ゆっくりと、ことさら時間をかけて食べたとしても、やはり限界はある。皿さらが空からっぽになり、最後の一口まで飲み込んでしまうと、待ってましたと言わんばかりに間かん髪はつ入れず初希が口を開いた。

「誰だれの料理が、一番美味しかった？」

「伊い吹ぶきさま……」

「どうなの？　おにいちゃん」

「やっぱりボク？」

「私──じゃないのはわかってるっす。はい」

　……審しん査さする料理を全部食べ終わったら、やっぱりそうなるよな。

　少しでも先送りにしようと足あ搔がいてみたものの、遂ついにこの時が来てしまった。正確には、まだ紅べにのを食べていないのだけど……。

「……ぐぅ」

　冷えて伸びきったカップラーメンという産さん廃ぱいを作った当の本人は、勝負の真まっ最さい中ちゆうだというのに夢の中だった。いくら時間稼かせぎになるといっても、あんなものは俺も食べたくないので、これ幸いとそのまま寝かせておくことにする。

　しかしそうなると、嫌いやでも現実と向き合わないといけない。期待のこもった複数の視線を一身に集め、俺の胃いはキリキリと痛んだ。

　単たん純じゆんに順位を付けるのなら、答えはとうに出ている。

　一位は初希。生前幼い頃ころから料理を作っていただけに、腕は確かだ。二位がほのかで、間あいだが空あいて路ろ花かちゃんと瞳とう子こさんが同着三位。また大きく開いて五位が郁いくとなる。紅は着外。その差は歴れき然ぜんとしており、揺ゆるぎそうにない。

　だけど。

　そう簡かん単たんに結果を伝えられるのなら、最初からこんなに悩なやんでなどいやしない。

　自分でもたまに忘れそうになってしまうことがあるけど、彼女達の正体は七しち人にんミサキ──取り憑ついた相手を呪のろい殺すという恐おそろしい悪あく霊りようなのである。

　その七人ミサキに取り憑かれた俺が今生きているのは、他ならぬ郁のおかげだ。彼女が俺に一ひと目め惚ぼれして、殺さない、殺させないと宣せん言げんしてくれなければ、とっくに七人ミサキの仲間入りをしていたのだ。

　そんな大たい恩おんある郁いくに対して、料理が最下位などと誰だれが言えるだろう？

「無理だろ……」

　そのような恥はじ知らずな真ま似ねなど、絶対にできるわけがない。口が裂さけても言わないと、俺おれはここに誓ちかおう。

　……彼女に嫌きらわれてしまったら、俺の命が危ないという切せつ実じつな理由もあるしな。

「せっかくみんなが作ってくれたのに、俺なんかが順位をつけるなんておこがましいんじゃないかと……」

「そういうの、いいから」

　どうにかしてこの場を収おさめられないものか。場当たり的に聞こえのいい言葉を発してみるも、一ひと呼こ吸きゆうも置くことなく却きやつ下かされてしまう。

「いつもいつもそうやって伊い吹ぶきがはっきりしないから、勝負って形にしてまで白黒つけることになったのよ。ちゃんと答えを出すまで、今日きようは逃がさないからね」

　なあなあは許さないと、初はつ希きは眉まゆを吊つり上げる。退たい路ろを塞ふさがれ、胃い痛つうはさらに加速した。

　確かに、これは俺の自じ業ごう自じ得とくなのかもしれない。もっと早くに俺が何らかの手を打ってさえいれば、郁と初希との対立も、もっと穏おだやかな感じで済んでいたことだろう。

　ここは、覚かく悟ごを決めるべきだ。

「なあ、郁」

「……はい。伊吹さま」

　はっきりと告げよう。深しん呼こ吸きゆうして郁と向かい合い、

「えっと……、その、いや、何でもないです」

　もごもごと口ごもった結果、さっと目を逸そらしてしまう。決意は十秒も持たなかった。

　しっかりと正面から俺の視線を受け止めた郁は、俺なんかよりよっぽど覚かく悟ごを決めた顔をしていたのだ。僅わずかに瞳ひとみを潤うるませ、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめて。華きや奢しやな肩は細こまかく震ふるえ、かなり緊きん張ちようしているのが分かる。

　答えを知るのを怖がっているのに、決して逃げようとしない。

　そんな状じよう態たいの彼女に、不ま味ずいなんて伝えられるものか。

　そうとも、これは俺がヘタレたということではない。郁を気き遣づかい、誠せい意いでもって回かい避ひしたのだ。誠意には誠意で返すのが常じよう識しきだからな。うん。

「不味いって、はっきり言ったら」

「ぶはっ──！」

　せっかく自分を正当化させようとしていたというのに。空気を読むことなく、初希が全てをぶち壊こわす一ひと言ことを放つ。

「郁だって、本当は自分でも分かってるんじゃないの？」

「ちょっと初希ちゃん、」

「あたしだって黙だまって見てるつもりだったけど、このままじゃ話が進まないでしょ」

「それは……、……うん」

　またも路ろ花かちゃんが間に入ろうとするのを、初はつ希きが片手で制する。反はん論ろんせずに引き下がったということは、路花ちゃんも同じ意見なのだろう。

　こいつに任せても無む駄だだと共通認にん識しきされるなんて、なんて情けないんだ俺おれは。……それでも口を挟はさまず見守る体たい勢せいに移っているのだから、全くもって否ひ定ていできないけど。

　他の四人も止めようとはせず、初希は郁いくを責める。

「どう？　認める気になった？」

「何を仰おつしやりたいのか、意味が分かりません」

　自信溢あふれる声を受け、しかし郁は微み塵じんも揺ゆるがない。俺と向かい合っていたときとは異なり、肩の震ふるえは止まってしっかりと目も据すわっていた。

「負けるのが嫌いやだからといって、言いがかりをつけるのはお止やめ下さい」

「どうしてそうなるのよ」

　初希は疲れたように、溜ため息いきを一つ。

「あんただって舌がおかしいわけじゃないんだから、自分の料理が美お味いしくないってことくらい、とっくに承しよう知ちでしょうに。さっきだって、郁の負けって伊い吹ぶきが言おうとしてたことに気付いてたでしょ」

「そ、そんなことはありません！」

　核かく心しんを突ついた指し摘てきを、郁は声を荒げて反はん論ろんする。

「伊吹さまは先さき程ほど、私に愛を囁ささやかれようとしたのだと思います。きっと。けれどそういった行こう為いはこんな大おお勢ぜいの人の前ですることではありませんので、直前で自じ重ちようなさったのでしょう。おそらく」

「いやいやいや、さすがにそれはないわ」

　うん。それはない。

　無理のあり過ぎる解かい釈しやくに、俺も初希のつっこみについつい頷うなずいてしまった。

「だったら、本人に直ちよく接せつ確かめてみなさいよ」

「それは………………その、今は、初希さんと話し合っている最中ですから」

　真っ当な意見を受け、郁は目を泳がせる。一いつ瞬しゆんだけ俺へと視線を寄せたが、顔ごとすぐに背そむけた。

「い、いま本題にするべきなのは、料理勝負についてでしょう。話を逸そらさないで下さい」

「ええっ？　あんたがそれを言うの？」

　あんまりな言い草だったが、あまりにも突とつ飛ぴすぎて、初希は怒りを通り越し、呆あきれてしまったようだった。がくっと肩を落とし、あんぐりと口を開ける。

　郁は郁で、恥はずかしそうに顔を真まっ赤かに染そめているため、彼女もさすがに本心から言っているわけではなさそうだ。強がっているだけなのは明らかだが、もう引っ込みがつかなくなってしまったのだろう。

　しばし、部へ屋やに微び妙みような空気が流れ。

「りょ、料理が上う手まいとか下へ手ただとか、そんなことどうでもいいじゃないですか！」

　十数秒後。郁いくは今までのやりとりを、根こん底ていから全ぜん否ひ定ていした。

「問題なのは、伊い吹ぶきさまへの愛情です！　初はつ希きさんこそ、愛の深さで私に負けていると悟さとったから、味で勝負しようなどと言い出したのではありませんか？」

「……何ですって」

　とんでもない暴ぼう言げんに、初希の表情が一いつ変ぺんする。

　緩ゆるんでいた空気は霧む散さんし、部屋中に怒ど気きが満ちる。今度ばかりはスルーしようとはせず、歯を剝むき出しにして凶きよう暴ぼうに笑った。

「面おも白しろいこと言うじゃないの。あんた、意外と冗じよう談だん上手かったんだ」

「いいえ。冗談を言っているつもりはございません」

　初希も負けず、穏おだやかに微笑ほほえむ。女の子が笑顔で向き合っているというのに、ほのぼのとした気配は一いつ切さいなかった。息をするのも苦しく感じられるほど、空気がピンと張り詰めていく。

「だったらおかしな妄もう想そうに取り憑つかれちゃったのね。負けたことを認めたくないからって、可哀かわい想そうに」

「負けてなどおりません。愛の深さでも、…………料理の味でも」

「いやせめて味のほうは認めなさいよ。どんだけ往おう生じよう際ぎわが悪いの」

　一いつ瞬しゆん素すに戻り、初希が突つっ込む。そのまま争う気をなくしてくれないものかと願うが、その希望は叶かなわなかった。

　またすぐに表情を引き締しめ、鋭するどく郁を睨にらむ。

「言っておくけど、あたしはまだ、あんたを嫁よめとして認めたわけじゃないから」

「夫ふう婦ふの間に割り込むのは野や暮ぼというものですよ。義ね姉えさまこそ、そろそろ弟離ばなれをしてはいかがですか？」

　あ、これ完全に駄だ目めなパターンだ。

　妻つまと姉。当の本人をガン無む視しして自じ称しようしているそれらは、彼女達が俺おれに構う理由のよりどころだ。お互いにそれを否定したのだから、引けるわけがない。

　初めは郁が意地を張っただけだろうに、もう冗談では済まなくなってしまった。

「……」

「……」

　二人ふたりはもはや舌ぜつ戦せんすら繰くり広げることなく、無言で睨み合う。ポルターガイスト現げん象しようと呼ぶべきなのか、その視線には物ぶつ理り的てきな力まで伴っているらしく、ぶつかり合った余よ波はで食しよく卓たくの上の皿さらがガタガタ揺ゆれる。

　やがてその振しん動どうは食卓自体にも発生するようになり、周りの棚たなへも広がっていった。

　これは……本格的にやばいんじゃないか？

　部へ屋や中じゆうの物がガチャガチャと揺ゆれ、不ふ吉きつな音を立てる。否いやが応おうでも胸の不安は高まり、俺おれの歯も自然とガチガチと打ち鳴らされた。

　どうにかして止めなければと焦あせりが湧わいてくるが、ただの一いつ般ぱん人じんである俺には二人ふたりに干かん渉しようすることすら不ふ可か能のうだ。いまさら態たい度どをはっきりさせたところで、状じよう況きようが良くなるとは思えない。

　……案外あっさり納なつ得とくしてくれるかもしれないし、正確にはその可か能のう性せいもなくはないのだが、試す度ど胸きようが俺にはなかった。

　己おのれの情けなさに泣きたくなるが、自じ己こ嫌けん悪おなど後回しだ。次は頑がん張ばるという前ぜん言げんをあっさりと翻ひるがえし、周囲に助けを求める。

　最初に目を向けたのは、やはり路ろ花かちゃん。ぷっくりと丸い頰ほおを膨ふくらませ、案あんの定じよう、彼女は今の状況にご不満の様子だった。

　先さき程ほどのように仲ちゆう裁さいしてくれることを願うが、いつまでも成長しない二人に呆あきれてしまったのか、すぐに止めようとする気配はない。頼たのめば動いてくれるとは思うのだが、誰だれ一人ひとり声を出そうとしないこの状況の中、下へ手たに口を開くとそれだけで郁いくと初はつ希きを刺し激げきしてしまいそうで、それはそれで躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　となると、他に頼たよれそうなのは──。

　まず目に付いたのは、わくわくと目を輝かがやかせるほのか。一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きを楽しめる度ど胸きようは凄すごいと思うけど、もうちょっと空気を読めるようになろうか。

　瞳とう子こさんは部屋の隅すみで頭を抱かかえて座り込んでおり、仁に衣い菜なさんはちゃっかり路花ちゃんの背後へ避ひ難なんしている。必ひつ然ぜん的てきに残りは紅べにだけになるんだけど……。

「……ん」

　いくら彼女でもこの環かん境きようでは眠れないのか、紅はうっすらと瞼まぶたを上げていた。ゆっくりと周りを見渡し、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをしかめる。

　安あん眠みんするのに邪じや魔まだと言わんばかりに。

　もしかしたら、これは期待できるかもしれない。熱っぽく見つめていると、俺と目が合った紅は、任せろと力強く頷うなずき──

「……ふぁいっ！」

「って全ぜん然ぜん伝わってねえ！」

　俺の願いと正反対のことをやりやがった！

「郁……！」

「初希さん……！」

　怒ど気きを込めてお互いを呼び合う声にはっとして二人を窺うかがうが、もう完全に手遅れだった。

　郁も初希も、余よ計けいな口は一いつ切さい叩たたかず、その場から動こうとすらしていない。その代わりに紅の合あい図ずをきっかけに鍋なべや食器、調ちよう理り器具など部へ屋やのありとあらゆる物が宙に浮かび、互いの敵へと向かって鋭するどく飛ひ翔しようした。

　皿さらやコップが空中でぶつかり、派は手でに砕くだけ散る。郁いくや初はつ希きの体にはその破は片へんすら届いていないようだが、甲かん高だかい破は壊かい音おんも伴い、見ているだけで非常に心しん臓ぞうに悪い。

「ひいっ……！　あ、あの……、その辺でもう、仲良く…………」

　勇気を振り絞しぼり、蚊かの鳴くような声でとりなしてみるのだが、ただでさえ耳を塞ふさぎたくなるような喧けん噪そうの中で伝わるはずがない。それどころか時間が経たつに連れ、無言の争いはますます勢いを増していく。

「二人ふたりとも！　いい加減に──」

　さすがに放っておくことができなくなったのだろう、しばし啞あ然ぜんとしていた路ろ花かちゃんが遂ついに動いてくれる。ぷりぷりと肩を怒いからせ郁達へと近づこうとしたが、その矢先に今度はオーブンレンジまでもが宙を舞まった。

　蒸じよう気きの力で揚あげ物も作れる、うちの母親お気に入りの一品だ。まな板や食器と激げき突とつしたところで粉ふん砕さいされることはなく、それらをあっさりと蹴け散ちらしながら突つき進む。これはやばいのではと心配になるが、初希の肌はだに触ふれる直前に弾はじかれ、ほっと胸をなで下ろす。しかし気を抜くにはまだ早く、弾かれたレンジは床ゆかに落ちるのではなく、よりにもよって俺おれのほうへと一いつ直ちよく線せんに飛んできてしまった。

　その質量と原げん型けいを、ほぼ保ったままで。

「なっ──」

「危ないっ…………！」

　咄とつ嗟さに両腕で顔面をガードするが、そんなもの何の気休めにもならないだろう。最悪の想そう像ぞうが頭によぎるが、それよりも早く路花ちゃんが俺の前に立ちはだかってくれる。

「えいっ！」

　可愛かわいらしいかけ声と共に両手を突き出す。レンジの軌き道どうが急きゆう激げきに曲がり、俺の頭をかすめて通り過ぎていった。

　背後で派は手でな音が鳴り響ひびくが、今はそんなことどうでもいい。振り返った路花ちゃんと顔を見合わせ、危き機きが去ったのだと確認した途と端たん、俺は腰が抜けてへなへなと床へ崩くずれ落ちた。無傷で済んだ頭を、恩おん人じんへとぺこぺこ下げる。

「た、助かった……。路花ちゃんありがとう、本当にありがとうございます」

「ううん。おにいちゃんが無事でよかった」

　まだ心しん臓ぞうがばくばくいいっぱなしの俺を安心させるように、路花ちゃんはにっこりと微笑ほほえむ。俺の肉体だけでなく心も救ってくれた天てん使しは、すぐに唇くちびるを尖とがらせ、くるりと回れ右。

「郁ちゃんも初希ちゃんも、いい加減にしなさい！」

　両手を腰に当て、説せつ教きようを開始する。

　俺おれに被ひ害がいが及およびそうになったことでさすがに正気に戻ったらしく、いつの間にか争いは終了していた。ポルターガイストも収おさまり、二人ふたりとも気まずそうにちらちらとこちらに目を向けている。

「ろ、路ろ花かさん、これはですね──」

「えっとね路花、あれよ、ほら──」

「言い訳わけしないの！」

　ごちゃごちゃと言い募つのろうとするが、耳を傾かたむけることもなく一いつ刀とう両りよう断だん。

「ほら、座って」

「えっ？」

「へっ？」

「悪いことをしたら正座するの！　当然でしょ！」

　路花ちゃんのお叱しかりを受け、二人はしゃきっと背せ筋すじを伸ばして「はい！」と声を揃そろえる。ささっとその場で正座し、深々と頭を下げた。

「「すみませんでした！」」

　はきはきとした声が、静かになった部へ屋やに大きく響ひびく。幽ゆう霊れいが正座することに意味があるのかは不明だけど、反省しているということだけは、はっきりと伝わった。

　その体たい勢せいのまま郁いくと初はつ希きはいつまでも頭を上げようとせず、路花ちゃんは腕組みして盛せい大だいに溜ため息いきを吐つく。

「二人ともちゃんと分かってると思うから、あんまり言いたくないけど……。人に迷めい惑わくかけちゃ駄だ目めだよ？」

「はい……。申し訳ありません」

「……あたしが悪かったわ」

　郁は暗くへこみながら、初希はばつが悪そうにしながら、やっとそれぞれ顔を上げた。まだ正座はしたままで、ともにしょんぼりと肩を落としている。

「謝あやまるんだったら、路花じゃなくておにいちゃんにね」

　路花ちゃんの言葉に、郁と初希は正座したまますうっと滑すべるようにして、俺の前へとやってくる。そういう移動方法は地味に怖いんで、できればやめて欲しいです。

「伊い吹ぶきさま、この度たびは本当に申し訳ございませんでした」

「ごめんなさい伊吹。怪け我がしないで本当に良かった……！」

「い、いいよ別に」

　先さき程ほどと同じように──それ以上に深く頭を下げられては、こちらが困ってしまう。二人が争ったそもそもの原げん因いんは俺にあるので、あんまり謝られると逆に申し訳ない。

　それに。不幸中の幸いというべきか、おかげでしばらくは同じことで争ったりはしないだろうし。そのことを考こう慮りよしたら、むしろプラスの出来事だったのかもしれない。

「ほらほら、顔を上げて。もう終わったことだし、次から気をつけてもらえば──、……？」

　安あん堵どし半分浮かれ気分だった俺おれは、締しめの言葉を言おうとして、しかし最後まで言い終えることなく中断してしまう。

　何やら焦こげ臭くさいにおいが、鼻先をくすぐったのだ。

　きょろきょろと左右に目をやっても、それらしいものは見当たらない。……食器の破は片へんが床ゆか中じゆうに散さん乱らんし、目を覆おおいたくなるような惨さん状じようではあったけど。

　ならばと後ろを振り返り、

「あ…………、」

　俺は、においの元げん凶きようを知る。

　天てん井じよう付近の壁かべに取り付けてあった、去年の夏に買い換かえたばかりのエアコン。俺の代わりにレンジの直ちよく撃げきを受けたのであろうそれが、ぷすぷすと薄うすく黒こく煙えんを上げ、大たい破はし見るも無む惨ざんな姿すがたに変わり果てていた。

　無む論ろん、その下に転がる母お気に入りのオーブンレンジごと。

「ああっ……！」

「あっ……うわぁ……」

　郁いくと初はつ希きも自分達がしでかした結果に気付いたようだが、構う余よ裕ゆうなど俺にはなかった。目の前の光こう景けいを信じることができず、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　自じ称しよう嫁よめ姑しゆうとめ争いを放置した報むくいが、これだということなのか。

　やっぱり全ぜん然ぜんプラスなんかじゃねえ。
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　溜ため息いきを吐つくと幸せが逃げるとよく言われている。

　思い返してみると、郁いくと初はつ希きが家で対立するようになってから、俺おれは頻ひん繁ぱんに溜息を吐くようになっていた。

　現げん状じようを嘆なげいて。または無む意い識しきのうちに。七しち人にんミサキに取り憑つかれた当初から考えると、もの凄すごい数の溜息を吐いた自覚がある。

　だからなんだろうか。

　こんなにも、俺が不幸なのは。

「はあ……」

　自じ称しよう嫁よめ姑しゆうとめ争いが一いち時じ終しゆう結けつした翌よく日じつ、俺は学校に着くなり盛せい大だいに溜息を吐いた。

　せっかく平和を手にしたというのに、我われながら景気が悪い。辛しん気き臭くさいにもほどがあるが、実際に気分が下向いているのだから仕方がないだろう。

　昨日きのうの今日きようで二人ふたりがもう仲なか違たがいしだしたとか、そういう理由ではない。さすがに大人おとなしくなってくれているが、その代だい償しようはあまりにも大きかった。

　エアコンとオーブンレンジは言うに及およばず、食器の大半は割れ、フライパンや鍋なべの類たぐいも多数が歪ゆがみ、へこんでいた。幸いにも冷れい蔵ぞう庫こは無事だったが、入れていなかった食材や調ちよう味み料りようは全てお亡なくなりに。駄だ目めになってしまったこともそうだが、掃そう除じがまた大変で、より俺を憂ゆう鬱うつにさせてくれた。

　霊れいのため争う声は聞かれていないものの、あれだけ派は手でに騒さわいだのだ。ご近所さんの噂うわさになったらしく、今け朝さも登校する際にじろじろ見られてしまったし。

　まあその程度の被ひ害がいで悪あく霊りよう同士の争いが収おさまってくれたのだから、安いものなのかもしれないけれど。

　とはいえ、やはり厳きびしい。

　本格的な夏が始まる前に、エアコンだけは絶対に修しゆう理りしておく必要がある。母親に気付かれる前に、こっそりオーブンレンジも買い直さなければならないだろう。

　父親の単たん身しん赴ふ任にんがまだまだ続きそうなのが唯ゆい一いつの救いか。俺一人ひとりの分だけあればいいので、食器を買い足したりも後回しにできるし。

　……考えれば考えるほど、金が必要だった。

「何かいいのあるかな……」

　登校時にわざわざ駅に寄り道してもらってきた、無料のアルバイト情じよう報ほう誌しをぱらぱらと捲めくる。

　高校生でもできるバイトといえば、やっぱりファストフードがメインだろうか。家の近くでどこか良さそうなところがあったかと考えていると、

「いいなーセンパイ」

　背後から情報誌を覗のぞき込んでいたほのかが、羨うらやましそうに呟つぶやく。

「ボクもアルバイト、前からやってみたかったんだー」

「そうかあ？」

　俺おれだったらバイトなんかするより、その時間を奇き石せきの探たん索さくに当てたいのだけれど。好こう奇き心しん旺おう盛せいなほのからしいといえばらしいか。

　割の良さそうなバイトを探しながら、彼女とこそこそ話していると、

「おはよう伊い吹ぶき、なに、バイトでもするつもりなの？」

　登校してきた鈴すず鹿かが、鞄かばんも下ろさず俺の席までやって来る。七しち人にんミサキはただ触ふれるだけでも人体に悪あく影えい響きようを及およぼすため、ぶつかってしまわないよう、ほのかが慌あわてて高く浮いた。

「よう鈴鹿。ちょっと金が必要になってな」

「ふぅん。ま、デート代とか稼かせがないといけないもんね」

　今までの俺の人生で全く縁えんのなかった言葉を発して、鈴鹿はうんうんと一人ひとりで納なつ得とくする。

　で、でーと代……？

「は？　なに言ってんだ？」

　目の前にいるこいつは、低音の渋しぶい声と美少年顔のおかげでかなりモテる。自分基き準じゆんで考えやがって、イヤミか貴き様さまと睨にらみつけると、

「あれ？　違うのかい？」

　まるで本当にそう思っていたとばかりに、鈴鹿は目を丸くする。

「最近付き合い始めたみたいだから、てっきりそうだと思ったんだけど」

「付き合うって……俺が？」

「うん」

　きっぱりと頷うなずく。冗じよう談だんやからかっている様よう子すはなく、心しん底そこ意外そうだった。

　……俺、誰だれかと付き合ってたっけ？

　そんなはずはないのに、俺のほうが間ま違ちがっているような気がして不安になってしまう。しばし記き憶おくを探ってみるが、悲しいことにやっぱり俺に彼女はいなかった。ちくしょう。

　勘かん違ちがいをさせるような心当たりも──

「……あ、」

　一つだけ、あった。

　俺は過去に一度だけ、女の子と二人ふたりっきりでデートしたことがある。それも、ここ一ヶ月以内に。

　それなのにすぐに思い浮かばなかったのは、肝かん心じんの相手が郁いく──幽ゆう霊れいだからだ。

　霊れいとのデートはカウントしないという主しゆ義ぎではなく、むしろ積せつ極きよく的てきに数えていきたい。だけど郁は霊れい感かんのある人にしか見えないため、勘違いされた心当たりとしては無む意い識しきに除じよ外がいしていたのだ。

　てっきり鈴鹿には霊が見えないものだと思っていたんだけど──。

「……まさか、気付いてたのか？」

「当然。そりゃあ気付くよ」

　恐おそる恐る確かく認にんすると、鈴すず鹿かは呆あきれたように頷うなずき、

「蓬ほう萊らい山さんさんと付き合い始めたんだろ？」

　全くもって、的まと外はずれなことを言いやがった。

「は……？」

「いいって隠かくさなくて。水みず臭くさいじゃないか」

　ぽかんと呆ほうけてしまうが、鈴鹿は俺おれが隠そうとしているのだと受け止めたようだ。とんとんと俺の肩を叩たたくが、それでも何の反応も返せずにいると、やっと誤ご解かいだと理解してくれた。

「あれ？　本当に違った？」

「ああ。全ぜん然ぜん違うぞ」

　この態たい度どからすると、七しち人にんミサキの姿すがたが見えているわけではなさそうだ。安あん堵どと巻き込めなかった残念さが入り交じり、そっと息を吐つく。

「どうしてそんな馬ば鹿かな勘かん違ちがいしたんだ？」

「だって伊い吹ぶき、前までは僕ぼくと昼ご飯はん食べてたのに、最近はずっと蓬萊山さんと一いつ緒しよだろ？」

「そ、それはそうだけど……。だからって付き合ってるって考えるのは早そう計けいだろ」

「昼だけじゃなく放ほう課か後ごや休みの日も付き合いが悪くなったって、彼女と同じクラスの女の子が言ってたんだよ。伊吹もそんな感じだし、そうなりだした時期もだいたい重なってるみたいなんだ。二人ふたりは付き合ってるんだろうなって、誰だれだって思うだろ？」

「うっ……。ま、まあな」

　最近のことに関してはともかく。クララが付き合いが悪くなった原因の一部には、確かに俺が関係している。七人ミサキを祓はらうための結けつ界かいを、彼女は十とお日か以上かけて準じゆん備びしたと言っていた。かなりの時間を俺のために割さいてもらったことには違いない。

　……なんか、改めて申し訳わけなくなった。やっぱりジュースを奢おごる程度じゃ償つぐないの足しにもならないな。

　しかもその上、七人ミサキへの牽けん制せいとしても利用させてもらっているのだ。クララのほうはどういうつもりで昼ひる飯めしに付き合ってくれているのかは分からないけど、今よりもっと感かん謝しやしなくては駄だ目めだな。

「とにかくだ、俺とクララは付き合ってないぞ」

「ふーん。ま、そういうことにしておくよ」

　自じ己こ嫌けん悪おに浸ひたるのは後回しにして、改めて否ひ定ていする。鈴鹿はまだ疑わしそうな目をしながらも、表面上は納なつ得とくしてくれた。

「じゃあどうしてバイトを？　伊吹は金のかかる趣しゆ味みもなかっただろ」

「それは……、家のエアコンを壊こわしちまってな。こっそり自じ腹ばらで修しゆう理りする必要があるんだよ」

　できるだけ噓うそは吐きたくない。原因はぼかして正直に言うと、

「よかったら、僕ぼくがバイト紹しよう介かいしようか？」

　疑ったお詫わびにと、鈴すず鹿かが思いがけない提てい案あんをする。

「まじで？　いいのか」

「この前行ったコンビニで、中学の頃ころの後こう輩はいがたまたまバイトしてたんだけど、人が足りなくて困ってるって言ってたんだ。そこでもいいかい？」

「ああ。全ぜん然ぜん構わないっつーか、むしろ頼たのむ」

　正直、一日でも早く働き始めたい。

「じゃあ、あとで連れん絡らくしておくよ」

「すまん。ありがとな」

　俺おれが礼れいを言うと同時に予よ鈴れいが鳴り、鈴鹿は自分の席へと戻っていく。それを見送った俺は、気が早すぎることにもう緊きん張ちようし始めている自分に気付いた。

　まだ紹しよう介かいしてもらうってだけの段階とはいえ、こんなに早く話が進むとは。

　もしかしたら低てい空くう飛ひ行こうを続けていた俺の運も、少しは上うわ向いてきたのかもしれない。
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「い、いらっしゃいませー」

　明るい店内に、緊張して少しだけ裏返った声が響ひびく。

　声量だけは十分だけど、明らかに不ふ慣なれな新人のものだと分かる。接せつ客きやく対応もきっと手て際ぎわが悪いだろう。その姿すがたがありありと思い浮かぶ。

　そういう相手と接したとき、苛いら々いらと短気を起こすのではなく、微笑ほほえましく成長を見守れる人間になりたいものだ。

　……店員の立場になり、改めてそう思う。

「なにぼーっとしてるんですか」

「す、すいません」

　鈴鹿にバイト先を紹介してもらうと話した翌よく日じつ。

　俺は制せい服ふくを着て、早さつ速そくレジに立っていた。

　早い。自分で希望していたこととはいえ、ちょっと早すぎるよ。




　俺の家から自転車で三十分。七階建てマンションの一階にある貸かし店てん舗ぽに、目当てのコンビニはあった。

　とりあえず面めん接せつに来てくれとの連れん絡らくをもらい、放ほう課か後ごに直ちよく接せつ向かう。初めてのバイトということでかなりどきどきしていたのだが、何な故ぜだかその面接はなく、店に着いた五分後には俺はもう働き始めていた。

　なんか、俺おれが想像してたのと違う。

　戸と惑まどうばかりだったけど、今日きようの取り憑つき担当は紅べに。よだれを垂たらす彼女が相手では相そう談だんすることもできず、そのまま状じよう況きように流されてしまう。

　俺の教育担当になったのは、鈴すず鹿かの中学の頃ころの後こう輩はい。小こ柄がらで眼鏡めがねをかけた、かなり真ま面じ目めそうな印象の女の子だった。

「赤あか坂さかです。よろしくお願いします」

「今日から働くことになった、臼うす谷たに伊い吹ぶきです。よろしく、赤坂さん」

「赤坂と、呼び捨てにしてもらって結けつ構こうですよ」

　バックルームでお互いに自じ己こ紹しよう介かいすると、彼女はそう言って、くいっと眼鏡を動かす。
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「親しん愛あいを込めてアキアキと呼んでくれても構いません」

「へっ？」

　聞き間ま違ちがいでもしたかと思ったが、彼女は真面目な顔のまま、

「下の名前が晶あきらですから。イニシャルはＡＡ、胸のサイズと同じと覚えて下さい」

　やはり笑えみを浮かべることもせず、堂どう々どうと平らな胸を張る。

「いや、いきなりそんな自じ虐ぎやく的てきなことを言われても……」

「ご心配なく。顔のランクも同じですので」

「……お、おう」

　自分で言うだけあって、確かに可愛かわいいけど。でも自分で言うか普通。

　もっと冗じよう談だんと分かりやすいのなら別だけど、初対面でこれに上う手まく返せるほど、残念ながら俺おれは口が達たつ者しやではない。

　困こん惑わくしているのが伝わってしまったのか、赤あか坂さかは「外してしまいましたか……」と小さく独ひとりごちる。

「よし。では行きましょうか」

「い、行くって？」

　急な変化についていけずに説明を求めると、彼女は目を細ほそめて眉み間けんに皺しわを寄せる。

「レジに決まっているでしょう。臼うす谷たにさんはここに何しに来たんですか」

「あっ……待ってくれよ！」

　一人ひとりでさっさと行ってしまう彼女を、置いて行かれないよう慌あわてて追いかる。

　うっすらとだが頰ほおが赤くなっていた気がしないでもないし、ひょっとして照れていたんだろうか。
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　いざ仕事が始まると、第一印象に違たがわず、赤坂の教えぶりは真ま面じ目めで丁てい寧ねいだった。

　まず最初に一通りの仕事内容を説明され、それからレジカウンターへ。弁べん当とう等の納のう品ひんが来たとき以外は、今日は彼女の補ほ助じよ付きで、徹てつ底てい的てきにレジをするらしい。

　人手が足りないという話は本当らしく、同じ時間帯に入っているバイトは彼女だけで、他に店にいるのは店長と奥さんだけ。いくらなんでも少なすぎるんじゃないかと不安になったのだが、覚かく悟ごしていたよりもあっさりと店は回った。

　それくらい、お客さんが少なかったのだ。

　必ひつ然ぜん的てきにやることも少なく、お札さつを数える練習をしながら、赤坂とだらだら話をすることになった。

「こんなに暇ひまで、この店大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　給きゆう料りようをもらう前に潰つぶれてもらっては困る。初しよ日にちから心配になってしまうが、赤坂は「問題ありません」とあっさり太たい鼓こ判ばんを押す。

「ここまで暇なのは夕方から夜間にかけての時間帯──つまり今の時間帯だけですから。他の時間帯はそれなりに繁はん盛じようしています」

「へえ？　意外だな」

　時間帯によってそこまで客の入りが違うものなのか。まあずっとこんな感じなら、とっくの昔に潰れているんだろうけど。

「どうしてこの時間帯だけお客さんが少ないんだろうな」

「簡かん単たんです。店長のせいですよ」

　レジ周りの掃そう除じをしていた赤あか坂さかが手を止め、発はつ注ちゆうの機き械かいを操そう作さする店長へと目を向ける。

「店長の顔が怖いから、お客さんが寄りつかないんです」

　簡かん潔けつに、酷ひどいことを言った。

「いやいや、そんなこと──」

「ないと思いますか？」

「……ないと、思いたい」

　でも、十分にあり得ると思ってしまう。素直に納なつ得とくしている自分がいた。

　赤坂の指し摘てき通り、店長の顔はかなり怖い。俺おれも面めん接せつのとき、ヤクザなのかと思ってしまったほどだ。

　顔だけでなく声も厳いかつく、口数も少ないため迫はく力りよくが凄すごい。正直に言うと、今でもまだ半分くらい疑っていた。

　そんな人が常に店内をうろついているのだから、好き好このんで行きたくはないか。

「店長はこの時間帯以外、基本的に店にいないか、いてもバックルームに引っ込んでいますからね。店長が表にいるからこそ客足が遠のき、それを挽ばん回かいしようと自みずから積せつ極きよく的てきに表に出るという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっているんです。その証しよう拠こに奥さんがレジに立つことが多い午前中は、お客さんの量が全ぜん然ぜん違いますよ」

「うーん……」

　店長の奥さんは、ほわほわしてとても優やさしそうな雰ふん囲い気きの人だ。見た目もかなり若く、人気になるのも頷うなずける。

　奥さんを期待して店に来たのにヤクザに出で迎むかえられたのでは、その落差でショックはさらに大きくなりそうだ。

「だったら、そのことを誰だれかが教えてあげれば……」

「どうぞ。ご自由に」

　さらりと勧すすめられ、俺は言葉に詰まる。そうすれば改かい善ぜんするのだと分かっていても、自分ではそんなこと言えるわけがない。

「一応言っておきますが、私が伝えないのは店長が怖いからではありませんよ。店長はああ見えて、中身は繊せん細さいなんです。自分のせいだと知ったら確実に傷付くでしょうからね」

「そういうことは早く言ってくれよ！」

　もし俺が勇気を振り絞しぼっていたら、かなり後あと味あじの悪い思いをするところだったじゃないか。

「店長の涙なみだと引き替かえに店が繁はん盛じようするようになるのなら、安い代だい償しようじゃないですか」

「涙だけで済まないだろ。バックルームに引っ込み続ける程度ならともかく、店長がショックで家にひきこもるようになったらどうするんだ」

「ヤクザがいなくなったという噂うわさが広まり、より客足が伸びます」

「……うん。さらに店のためになるな」

　俺おれにはこれ以上、フォローしようがない。

「それに、これは私や臼うす谷たにさんにも直ちよく接せつ関係することなんですよ。この時間帯に人手が足りていないのも同じ理由ですから。バイトの応おう募ぼはそれなりにあるのに、採さい用ようしても辞じ退たいしたり、連れん絡らくがつかない人がほとんどなんです」

「まあ……気持ちは分かるけど」

　赤あか坂さかによると、面めん接せつ前に「ちょっとトイレへ」と言ってそのまま逃げたやつもいるらしい。それはさすがにどうかと思う。

「その点、臼谷さんなら安心ですよね」

「そ、そうか？」

　俺、そんなに信しん頼らいできそうに見えるのか。ちょっと嬉うれしくなってしまうが、

「店長の顔が怖いって理由で逃げるだけでも最低なのに、事情を知ってもまだ逃げるなんて、もうクズとしか言いようがありませんから。ましてや紹しよう介かいされて来たことを考えると、そんな人間はこの世に存在することすら許されないでしょう」

　その根こん拠きよは俺への評ひよう価かとは全く無む縁えんなものだった。

「ですよね？　ク……臼谷さん」

「おい、いま一いつ瞬しゆんクズって言いかけただろ」

　しかも、確実にわざと。

「まさか。自覚があるからこそ、そんな被ひ害がい妄もう想そうに取り憑つかれてしまうのではないですか？」

「ねえよそんな自覚なんて」

「ほう？　では無自覚のクズだということですか」

「そういう意味でもねえよ！　つーかクズって直ちよく接せつ言ってるじゃねーか！」

　バイト中だというのに、つい大きな声を出してしまう。お客さんが一人ひとりもいなくてよかった。

　とはいえ店内は無人というわけではなく、俺と赤坂以外の人物──店長がさすがに反応を示し、ゆっくりとこちらへとやってくる。失しつ態たいを犯おかしてしまったことに気付き、自然と直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいになるも、

「……もう少し、声を抑おさえて」

　それだけ言って、店長はあっさり背中を向ける。どすの利いた声ではあったけど、その内容は驚おどろくほど軽く、私語に関する注意はなかった。

「臼谷さんのせいで怒られてしまったじゃないですか」

「俺のせいかよ!?　……もう俺が悪かったってことでいいや。すまん」

　口こう論ろんしても勝てそうにないし、どうせ本気で怒っているわけでもない。この話はここで打ち切っておこう。

　ちなみに。俺が取り憑かれている被害妄想よりももっとたちの悪い存在であるところの紅べには、やりとりを完全に無む視ししてすやすやと眠っていた。これが路ろ花かちゃんか瞳とう子こさんだったら慰なぐさめてくれたと思うのに。

「とにかくだ、心配しなくても、俺おれはバイトを辞やめるつもりはないぞ」

　店長への同情心も湧わいたし、元よりそんな責せき任にん感かんのないまねはしたくない。安心しろと胸を張って宣せん言げんするのだが、

「当たり前です」

　赤あか坂さかはそれをさらりとスルーする。……別に感かん謝しやを求めていたわけじゃないんだけど、もうちょっと何かないかな。

　なんだかいじけてしまい、お札さつを数える練習に集中していると、

「そういえば、」

　何事もなかったような口く調ちようで、赤坂がまた話しかけてきた。

「鈴すず鹿か先せん輩ぱいのお友達ということでしたが、臼うす谷たにさんも、……その、八やつ淵ぶち高校なんですか？」

「ああ、そうだけど」

「……」

「え？　終わり？」

　わざわざ会話を再開させておきながら黙だまりこくられ、肩かた透すかしを食らってしまう。

　掃そう除じする手まで止まり、赤坂は目を伏ふせる。俺ではなく他の誰だれかのことでも考えているようで──

「──そうか」

　それが誰なのかに思い至り、俺はぽんと手を叩たたく。

「鈴鹿のことを考えてるのか」

「……はい？」

　けれど予想に反し、赤坂は軽く首を傾かしげる。

　あれ？　違った？

「どうしてそんなことを？」

「いやだって、学校の話題出した途と端たん考えごとをしだしたし。もしかして鈴鹿と同じ高校行きたかったのかなーって思ったんだけど……」

　『中学の頃ころ』の後こう輩はいとわざわざ言っていたので、赤坂は八淵の生徒ではないのだろう。若じやつ干かんしどろもどろになりながら解説すると、彼女は「違います」と鼻で笑う。

「妙みような邪じや推すいをしているようですけど、鈴鹿先輩に恋愛感情はありませんよ。面めん倒どう見みのいい先輩として尊そん敬けいしていますが、声が渋しぶすぎるところは少し苦手なくらいです」

「そ、そうか。すまん」

「その点では鈴鹿先輩ではなく、臼谷さんがバイトに来てくれて良かったかもしれません。苦手意い識しきを全く感じずにすみますからね」

「悪かったな全ぜん然ぜん渋くない声で！」

　ちくしょう。俺おれだって鈴すず鹿かみたいな声に生まれたかったよ。

　謝あやまって損そんした気分で、微び妙みようにふて腐くされていると、

「……友達のことを、考えていたんです」

　ぽつりと、独ひとり言ごとのような声量で赤あか坂さかが漏もらした。

「私ではなく、中学の頃ころの親友が、八やつ淵ぶち高校を志望していたんですよ」

「ふーん、そうだったのか」

　俺や鈴鹿の通う八淵高校は、特とく徴ちようのない平へい凡ぼんな学校だ。偏へん差さ値ちも特別高いわけではなく、中くらいのレベルだ。志望『していた』と過去形ってことは不合格だったんだろうけど、わざわざ志望するようなやつが落ちる高校ではないんだけどな。

「一応言っておくと、私が通かよっているのは八や雲くもヶが原はら高校ですから」

　架か空くうの人物なのではと俺がまだ軽く疑っていることに気付いたのだろう、赤坂が補ほ足そくする。

　彼女が挙げたのは県内でもトップの進学校であり、八淵なんて話にもならないレベルの高校だった。となると本当に、ただの邪じや推すいだったか。

「……ん？　八雲ヶ原に通ってるようなやつが、どうしてバイトなんかしてるんだ？」

　俺が首を捻ひねると、赤坂は人差し指をぴんと立てて天てん井じようを指す。

「私はこの上のマンションに住んでいるんです。ああ、ご期待に沿えなくて申し訳わけありませんが、部へ屋や番号まで教えるつもりはありませんよ。今の時点でも、個人情報を出し過ぎてしまったかもと半分後こう悔かいしているんですから」

「しなくていいっての」

　無む駄だに警けい戒かいし過ぎだ。……と思ったけど、もし仁に衣い菜なさんが憑ついていたら知りたがっていたかもしれない。やっぱり隠かくしてくれてよかった。

「それで、コンビニって常じよう連れんのお客さんにあだ名を付けるらしいじゃないですか」

「あー……。確かにそういう話はよく聞くな」

「ここがコンビニになったのは今年に入ってからなんですけど、上のマンションに住んでいる関係上、私もよく利用することになるのは目に見えていました。ですが勝手にあだ名を付けられるのは面おも白しろくありません。なのであだ名を付けられる側がわではなく、付ける側に回ることにしたんです」

「……なるほど。理り屈くつは分かった」

　だからといって実際に行動に移すようなやつは中々いないと思うけど、よく考えなくても赤坂は変わり者だ。意外とすんなり納なつ得とくがいった。

「赤坂でもそういうの気にするんだな。ちょっと意外だった」

「誰だれだって嫌いやでしょう。『眼鏡めがねの美少女』とか『黒くろ髪かみの乙女おとめ』とかあだ名をつけられてしまっては、恥はずかしくて買い物がしにくくなってしまいますからね」

「いやいやいや、何をしれっと言ってんだ」

　赤あか坂さかがその程度で恥はじらう気がしないんだけど。というかそもそも心配の仕方がおかしい。

「どうして褒ほめ言葉になってんだよ。こういう場合、付けられるあだ名はたいてい悪口っぽいやつだろ」

「臼うす谷たにさんの場合は確実にそうなるのは分かりますが……。自分の常じよう識しきが必ずしも世間の常識と過か信しんするのはどうかと思いますよ？」

　呆あきれて赤あか坂さかを見やるが、逆に心配そうな顔で返されてしまう。

「アルバイトよりも先に、一般常識を勉強するところから始めてはいかがですか」

「えっ……？　…………えっ？」

　あくまでも俺を気き遣づかうように、彼女は言葉を重ねる。いつまで経たっても冗じよう談だんだと撤てつ回かいしようとはせず、段だん々だん俺おれも自信がぐらつき──

「あ、あのさ──」

「──と、いらっしゃいませー」

　もしかして俺の常識は間ま違ちがっているのか。恐おそる恐る問い質ただそうとした矢や先さき、久しぶりに入り口の扉とびらが開かい閉へいした。

「へっ？　あの、話は……」

「何をしているんですか。お客さんが入店したら必ず声かけして下さい。基本ですよ」

「い、いらっしゃいませー」

　一いつ瞬しゆんにして店員モードになった赤坂に注意され、俺はやけくそ気味に叫さけぶ。

　ただでさえ初しよ日にちで緊きん張ちようしているというのに不安まで抱かかえ、挙きよ動どう不ふ審しんな状じよう態たいでの接せつ客きやくを余よ儀ぎなくされてしまった。





＊






　面めん接せつだけのつもりだったというのに初日から普通に働かされ、バイトから解放された頃ころにはとうに日が暮れてしまっていた。

「おっ……！　センパイべにべにおっかえりー！」

　一ヶ月ほど前までとは違い、中から光の漏もれる我わが家や。玄げん関かんを開けるなり、生身の人間ならどたどたと喧やかましく足音を立てていたであろう勢いでほのかが駆かけ寄ってきた。

「ねえねえ、バイトはどうだった？　ねえ!?」

「お、落ち着けって！」

　きらきらと目を輝かがやかせ、彼女は息がかかりそうなほどに顔を近づける。危あやうくぶつかってしまいそうで、俺は慌あわてて限界まで上体を反そらした。

「た、ただいま……。何をそんなに興こう奮ふんしてるんだ？」

「そんなの決まってるよ！　バイト！　アルバイト！」

「分かった！　分かったから一回落ち着こうか」

　ぴょんぴょんと飛び跳はねるほのかから距きよ離りを取ろうと後あと退ずさるが、すぐに詰められてしまう。観かん念ねんし、至し近きん距きよ離りのままで話を進めることにした。

　バイトをすると決めたときから羨うらやましがっていた彼女のことだ。俺おれが帰ってくるのを楽しみに待っていたのだろう。

　ちょっとばかし──いや、かなり興こう奮ふんし過ぎだけど。

「悪いが、ほのかが期待しているようなことは何もなかったぞ。バイト先はただのコンビニだしな」

　思わず苦く笑しようをこぼしながら、肩を竦すくめる。

　特とく殊しゆな仕事ならほのかの気持ちも分かるが、実際は平へい凡ぼんなコンビニだ。お客さんがほとんど来ない分だけ、コンビニの中でもつまらない部ぶ類るいだと言えるかもしれない。

　店長の存在が特殊といえば特殊だけど、ここで話題に出すような事こと柄がらではないし。

「ええー、そうなのー？」

「ああ。残念だったな」

　斜め後ろを振り返り、なあ、と紅べにへ同意を求めると、

「……最高だった」

　彼女の感想は、俺とは全く違ったものだった。

「へっ？　それって──」

「やっぱりそうなんだ！」

　意い図とを問うよりも早く、ほのかが歓かん声せいを上げる。

「だよね、面おも白しろくないなんてあり得ないよね！　騙だまそうとするなんて、センパイも人が悪いなー！」

　一人ひとりで納なつ得とくし、ばしばしと俺の背中を叩たたくふりをする。紅にとっての『最高』とは、それだけ眠りやすい環かん境きようだったという意味だと思うんだけど、今さら伝えたところでほのかの耳には届かないだろう。

「次にバイト行くときは、ボクも連れてってよね！」

「いや取り憑つく順番はそっちで決めてくれよ……。それに心配しなくても、しばらくバイトは続けるんだ。そのうち勝手にタイミングが合うだろ」

　行ったら行ったで彼女ががっかりするのは目に見えているけど、そこまでは俺の知ったことではない。過か剰じように期待しているほのかの責せき任にんだし。

「約束だよ？　ボクが行くまでバイト辞やめちゃ駄だ目めだからね！」

「分かった分かった、大だい丈じよう夫ぶだって」

　安やす請うけ合いして頷うなずいてやると、やっとほのかは納得してくれた。スキップでもするような足取りで、リビングのほうへと向かう。

「すっごく楽しそうだって、みんなにも伝えないとねっ」

「いやいやいや、無む駄だに期待を煽あおるのは止やめようぜ？」

　たぶん誰だれも信じないとは思うけど、用心するに越したことはない。デマが広まってしまわぬよう、すぐにあとを追った。

「ただいま…………っと、」

　リビングに入った途と端たん、俺はつい、足を止める。

　この部へ屋やは七しち人にんミサキの憩いこいの場となっており、彼女達は普段、ここで思い思いに過ごしていることが多い。くつろいで本を読んだりテレビを観みたりしていることがほとんどなのだが、約二名、壁かべ際ぎわで正座をしている悪あく霊りようがいたのだ。

　言うまでもなく、郁いくと初はつ希きの二人ふたり。

　しょぼんと肩を落とし、ともに『反省中』と書かれたプレートを首から下げている。

「おかえりなさいませ、伊い吹ぶきさま……」

「……おかえり、伊吹」

　俺に気付いて声をかけてくるが、その場から動こうとはしない。というか一昨日おとといの惨さん事じからこちら、用のないときは常にその状じよう態たいだった。

　反省しているというのは分かるけど、そこまでされるとこっちが気を遣つかってしまう。普通にしてくれと伝えようとするも、

「遅かったわね。晩ばんご飯はんはもう食べて来たの？」

「えっ？　あ、まだだけど……」

「そう。だったらすぐに準じゆん備びするから」

　初希はそう言い残し、さっさと台所へと向かってしまう。

　無む論ろん、ずっと正座をしたままで。

「……まあ、いいか」

　霊れい体たいは足が痺しびれたりはしないようだし、そもそも常に浮いている。日常生活の負ふ担たんにならないのなら好きにさせておこう。

「伊吹さま、申し訳わけありません……」

　どこか釈しやく然ぜんとしない気持ちで初希の背中を見送っていると、やはり正座をしたまま、床ゆかを滑すべるようにして郁が傍そばへと寄ってくる。

「私達のせいで、伊吹さまを働かせることになってしまうなんて……」

「もういいって。同じことで何度も謝あやまられても、逆に困る」

「ですが──、……はい…………」

　頭を上げてくれるが、元気はなく、むしろより沈んでしまう。フォローするわけではないけれど、

「元々バイトをしようとは考えてたんだ。働くことに関しては、気にする必要ないって」

「そう……なのですか？」

「ああ」

　しっかりと頷うなずいてみせると、郁いくは少しだけ、自分を責めるのをやめてくれた。

　彼女に伝えたのは噓うそではなく、実際に以前からバイトをする必要性は感じていた。……もっとも、こんなに早くではなく夏休みに入ってからのつもりだったけど。

　七しち人にんミサキとの共同生活。

　これにより、今の仕送りでは厳きびしくなってきていたのだ。

　初はつ希きのおかげで外食する機き会かいは激げき減げんし、一日辺りの食しよく費ひはかなり安くなった。だけどその分では到とう底てい賄まかないきれないほど、七しち人にんミサキに関連した出費は多かった。

　俺おれが学校に行っている間に彼女達が暇ひまにならないよう、ＤＶＤをレンタルする回数は増えたし、料理関係のものを始め本もそれなりの冊さつ数すうを買った。テレビやゲームの稼か働どう時間も長くなっているので、電気代も着ちやく実じつに高くなっている。

　それに彼女達は料理を食べないくせに、その代わりお菓か子しは食べたがるのだ。どれだけ食べても太ることはなく、また満たされることもないため、一度食べ出すと際さい限げんなく食べ続けてしまう。

　どれもこれも絶対に必要なものというわけではないが、俺の身の安全のためにも、彼女達にはできる限り不満のない状じよう況きようでいてもらわなければならない。避さけられない出しゆつ費ぴだった。

　一日一本とはいえ、クララに献けん上じようするジュース代も地味に痛いし。これらを賄まかなうため、少しずつ貯ちよ金きんを切り崩くずしているのが現げん状じようだ。

　……そして。

　彼女達に知られるわけにはいかない、秘ひ密みつの使い道が一つ。

　俺はクララ以外の──本物の霊れい能のう者しやを探して、七人ミサキの成じよう仏ぶつを頼たのもうと考えている。

　クララが以前、七人ミサキを祓はらおうとしたとき、俺はそれを妨ぼう害がいした。だけどそうしたのは彼女達の存在を認めたからというわけでは決してなく、ただ単に、苦しんで無む理り矢や理り祓われるのは間ま違ちがっていると思ったからだ。

　安らかに成仏させられるのなら、そうしたほうがいいと今でも思っている。

　自分のためにも、──彼女達のためにも。

「……」

　このことを考えると、……どうしても、胸が重くなってしまう。頭を振って、仕方がないことなんだと自分に言い聞かせていると、

「お待たせ、はいどうぞ」

　初希が夕食を運んできたことで、思考は中断させられた。

「……？　どうかしたの？」

「何でもない。ありがと」

　お盆ぼんを受け取り、ぎこちなく笑って誤ご魔ま化かす。さすがに郁いくも対たい抗こうしようとはせず、平へい穏おんに夕食を楽しむことができそうだ。

　そう。無事平穏に。

「……やっぱりどこか調ちよう子しが悪いんじゃないの？」

「いや大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから」

　また勝手に思考の渦うずに飲み込まれてしまいそうになり、初はつ希きが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。何を考えていたのか話すことなどできないので、すっぱり後回しすることにした。

　どうせしばらくは、エアコン等の修しゆう理りにバイト代を充あてることになるのだ。霊れい能のう者しやに依い頼らいするだけの資し金きんが貯たまるのは、まだまだ先のことになるだろう。

　成じよう仏ぶつさせることへの是ぜ非ひを考えるのは、それからでも構わない。

「よし、そうしようそうしよう」

　悩なやみを先送りにする理由を見つけ、俺は夕食へと意い識しきを集中する。

　……少しだけほっとしている自分からは、全力で目を逸そらすことにした。
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「ありがとうございましたー」

「ありぁーしたー」

　丁てい寧ねいなものと雑ざつで気き合あいの抜けたもの。二種しゆ類るいの声が買い物を終えたお客さんへと送られる。

　前者が赤あか坂さかで、後者が俺おれ。

　バイトを始めて四回目の出しゆつ勤きんにして、俺はもう、完全に緊きん張ちよう感かんをなくしていた。

「晶あきらさんを見習ったらどうですの？　もっときちんと発音なさい」

　あまりのだらしなさに、今日きようの取り憑つき担たん当とうである仁に衣い菜なさんから注意されてしまう。確かに今のはやる気がなさ過ぎた。もう少しちゃんとしよう！

　……と。

　自分に活かつを入れてはみるものの、それは長続きしない。ほんの数秒後には、へにゃりと気合は抜けてしまった。

　なにせ、暇ひまなのだ。

　初めはどうなることかと思ったけれど、一度慣れてさえしまえば、ここはかなりおいしいバイトだった。

　お客さんがぽつぽつとしか来ないので、商品の補ほ充じゆうなども最小限で済む。発注作業は店長やベテランのパートさん達の仕事なので、掃そう除じさえしてしまえば、あとはレジで突つっ立っている時間がほとんどだった。おかげでお札さつの数え方だけは、かなり上達した自信がある。

　接せつ客きやく業ぎようの常として、ガラの悪いお客さんが来ることはあるけど、トラブルになったことは一度もない。ヤクザっぽい人が経営している店で暴れようって連中は、そうそういないからな。

　その恐おそれられている店長も、怖いのはあくまで見た目だけ。無理なシフトを組んだり残業を要求したりということは一いつ切さいなく、内面は普通の人だった。店内にお客さんがいないときは、赤坂と喋しやべっていいと許可してくれているので、むしろ甘めだと言えるかもしれない。

　そんな環かん境きようなのだから、常に緊張感を持てというほうが無理な話だ。

「──っと、いらっしゃいませー」

　俺が気を抜いていい理由を脳のう内ないで挙げていると、珍めずらしくそれほど間あいだを開けずに次のお客さんが入店した。最低限の仕事として、しっかりと声かけする。

　この時間帯に来るお客さんは、ほとんどが店長に慣れた常じよう連れんさんだ。初めて来た人は、まず店長を見てびくっとするのが常なんだけど、今回の二人ふたり組ぐみは違った。

「おっ！　これ面おも白しろそうじゃね？」

「きゃーこわーい」

　雑ざつ誌しコーナーをうろつく二人は、いわゆるバカップルと呼ばれる存在だったのだ。ベタベタと公こう衆しゆうの面めん前ぜんでいちゃつく彼らは、店長どころかお互い以外誰だれの姿すがたも目に入っていない様よう子すだった。くたばれ。

「ちっ……！」

　思わず小さく舌打ちしてしまい、赤あか坂さかと仁に衣い菜なさんに呆あきれた目で見られてしまう。……確かに店員として、こんな反応をしては駄だ目めだ。

「今のは俺おれが悪かった。舌打ちをするのはバックルームに戻ってからだな」

「場所の問題ではありませんよ」

「まったくですわ」

　反省をしたのに、二人ふたりの目と声はさらに冷たくなった。何な故ぜだ。

　俺が我わが身を振り返っている間も、バカップルは大声で話しながら店内をうろつく。お会計を済ませて出て行くまで、十分以上も店の空気を悪くしやがった。

「……ありがとうございました」

　見送る赤坂も、心なしかいつもより微び妙みように不ふ機き嫌げんに見える。

「やっぱり赤坂も、あの二人をよく思ってなかったんじゃないか」

「……？　何を言っているんですか。あのお客さんに含ふくむものなどありませんよ」

　うんうんと頷うなずいてやるが、彼女はあっさりと否ひ定てい。また冷たい目で俺を見る──のではなく、

「ただ、……よくあんなもの買うなと思っただけです」

　不ふ愉ゆ快かいそうに、店の雑ざつ誌しコーナーを睨にらむ。

　さっきのお客さんはファッション誌など複ふく数すうの雑誌を買っていった。その中でそんな反応をしそうなものといえば……。

「あれか、心しん霊れい特集のやつか」

　恐きよう怖ふ映えい像ぞうのＤＶＤが付ふ属ぞくした、夏が近づいた今の季節にはありがちなやつだ。県内の心霊スポットも載のっていたようだし、これから向かうのかもしれないな。

「赤坂って、霊とか信じないタイプか」

「当然です」

　にこりともせず、赤坂はむっつりと吐はき捨てるように言う。

「信じるわけがないじゃないですか。まさか、臼うす谷たにさんは信じてるんですか？」

「まあ…………、一応」

　少し前までは俺も赤坂と同じスタンスだったんだけど、実際に悪あく霊りように取り憑つかれている状じよう態たいでそんなことを言っても虚むなしいだけだ。

　ちらりと横目で仁衣菜さんを窺うかがうと、霊れいが実じつ在ざいする証しよう拠こである彼女は恨うらめしげに俺を睨んでいた。可愛かわいいとお気に入りだった赤坂に存在を否定されてショックなのは分かるけど、八やつ当たりをするのはやめて下さい。

「霊が見えるって人は世の中にたくさんいるんだし、いてもおかしくないんじゃないか？」

「そんなのはただの詐さ欺ぎ師しか、頭が可哀かわい想そうな人でしょう」

　七しち人にんミサキ限定とはいえ、見える側がわの人間として霊の肩を持ってみるも、赤坂は頑かたくなに否定の立場を崩くずさない。

「人は死んだら終わりなんです。霊れいなんて絶対にいませんよ」

「で、でも──」

　なんだか俺おれも必死になり、なおも言い募つのろうとするが、

「いませんっっっっっ！」

　叫さけぶように強く遮さえぎられ、言葉を飲み込んだ。

　唐とう突とつな赤あか坂さかの大声は店内に響ひびき渡り、店長さえも驚おどろいたようにこちらへ目を向ける。赤坂が声を荒げるのを見るのは初めてだったので、俺も呆あつ気けに取られて固まってしまった。

　はあはあと、赤坂が息を吐はき出す音だけが店内を支配し、

「……。すみませんでした。大声出して」

「お、おう」

　しばし後。呼こ吸きゆうの整った彼女が頭を下げたことで、ようやく時が動き出す。

「悪い、そんなに霊の話が嫌きらいだったんだな」

「嫌いというわけでは──、……いえ、嫌いなんでしょうね」

　雰ふん囲い気きを変えようと、ちょっと声のトーンを上げてみるも、赤坂の反応は硬かたいままだった。いったん眼鏡めがねを外し、マッサージするように眉み間けんを揉もむ。

　裸ら眼がんの彼女にときめいたらしい仁に衣い菜なさんが、ちらちらと俺の視界に入ってとてもウザい。

「──以前、臼うす谷たにさんと同じ、八やつ淵ぶち高校を志望していた娘この話をしたのを覚えていますか？」

「えっ？　あ、ああ、中学の頃ころの親友……だったっけ？」

　再び眼鏡をかけた赤坂が、少し重たげに口を開く。俺も仁衣菜さんは無む視しし、話に集中することにした。

「はい。……その娘が八淵に入れなかったのは、入試に落ちたからではないんです。もっと前に、…………死んじゃったからなんですよ」

「っ──、」

　その内容と彼女らしからぬ口く調ちように、一いつ瞬しゆん息を詰まらせる。

「今でこそ普通ですが、八淵は昔、陸上が強かったらしいんです。その娘のお母さんが八淵のＯＧで、ボクも行くんだって、いつも言っていました」

「……。そうか」

「『悔くいを残して死んだ人間は、成じよう仏ぶつできずに霊として現げん世せをさまよう』って、自じ称しよう霊れい能のう者しやどもは得とく意いげに言うじゃないですか。でも、私はあの娘の霊と、一回も会っていません」

　まるで敵でも見るように、赤坂は雑ざつ誌しコーナーを鋭するどく睨にらむ。

「もし霊が実じつ在ざいするなら、好こう奇き心しん旺おう盛せいなあの娘がなっていないはずがありません。つまり、そんなものいるはずないんですよ」

　また少し語気を強め、きっぱりと断だん言げんした。

　実際には、その娘の霊は存在しているけれど赤坂に見えていないだけか、もしくは成仏しているのかのどちらかなのだろう。霊れいが実じつ在ざいすることを知っている俺おれならば、それが分かる。

　……でも。

「石につまずいて死ぬなんて、……馬ば鹿か」

　寂さびしげに、──悔くやしげに軽く唇くちびるを嚙かむ彼女へ、そんなこと言えるわけがなかった。

「だから霊の存在を強く否ひ定ていしたのか。したくもない話をさせちゃって、すまん」

「いいえ。ムキになってしまった私が悪いですから」

　ふうと息を吐はき、赤あか坂さかは俺へと向き直る。そのときにはもう、真ま面じ目めそうないつもの彼女へと戻っていた。

　俺もほっと一安心し、こんな偶ぐう然ぜんもあるもんなのかと胸の内で唸うなる。

　八やつ淵ぶち高校を志望していたけれど、まだ中学生のうちに亡なくなってしまった。赤坂の親友と同じ境きよう遇ぐうの話を、割と最近聞いたばかりだった。

「まるで、ほのかみたい──」

「っ！」

　ふと小声で漏もらしてしまうと、言い切るより先に赤坂が鋭するどく反応した。

「その名前……」

「へっ？」

「あの娘この名前を、どうして臼うす谷たにさんが知っているんです」

　じろりと、睨にらむように俺を見上げる。その段になって、ようやく俺は自分の失しつ態たいに気付いた。

　死んだ赤坂の親友とほのか。両者は同どう一いつ人物であり、境遇が重なったのは偶然ではなかったのだ。

　ど、どうしよう？

　生前のほのかと俺は面めん識しきがない。しかしだからといって「悪あく霊りようになったほのかに取り憑つかれている」なんて口が裂さけても言えるはずがなく、

「え？　俺はほのかに犯はん罪ざいのニオイがするなって思っただけなんだけど。ほら、転んで死ぬなんてあんまりないだろ？」

　適てき当とうな言葉で、その場を誤ご魔ま化かすしかなかった。

「……不ふ謹きん慎しんですよ。そういうこと、二度と言わないで下さい」

「ごめんごめん、気をつけるよ」

　案あんの定じよう、赤坂は気を悪くしてしまうが、どうにか信じてもらえたようだ。彼女からの評ひよう価かはかなり下がっただろうけど、真実を知られてしまうよりはずっとましだ。

　赤坂に霊が見えるのなら話は別だけど、死んだ親友が悪霊になってしまっただなんて、知らないほうがいいに決まっている。

　それにしても、赤坂とほのかにそんな関係があったなんて。ほのかが知ったらどんな反応を示すんだろうか──

「…………あ、」

　そう考えた俺おれは、ことの重大さに思い至り、さっと血の気けが引いた。

　ほのかは未いまだに自分の死を受け入れておらず、今の状じよう態たいを夢だと考えている。

　そんな彼女が生せい前ぜんの親友と顔を合わせたら、嫌いやでも『死』を認にん識しきしてしまうのではないだろうか。
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　バイトから帰った、その日の夜。

　俺は自分の部へ屋やに、五人の悪あく霊りようを呼び出していた。

　郁いく、路ろ花かちゃん、初はつ希き、紅べに、瞳とう子こさん。

　仁に衣い菜なさんに頼たのんで、彼女達に俺の部屋へ集まるようこっそり伝えてもらったのだ。そしてその本人は現在、ほのかをここに近づけないようにしてくれている。

　いつもはだいたいリビングに集まっているので、わざわざこうして呼び出すのは初めてのことだ。しかもそれでいながら全員集合というわけではなく、五人は戸と惑まどっている様よう子すだった。

「伊い吹ぶきさま、何かございましたか？」

「ああ。それなんだけど……」

　うーん、どこから話をしたものか。

「みんなは、ほのかが……、その、自分が死んで、七しち人にんミサキの一いち員いんになったことを、夢だと思ってるってことは知ってる……のか？」

　望んでもいないのに悪あく霊りようにさせられたのは、ここにいる五人も同じだ。言葉を詰まらせながら、ぽつぽつと訊たずねると、

「……まあ、一応」

「……分かってはいるっすよ」

　彼女達も答えにくそうにしながら、曖あい昧まいに頷うなずく。……やはり好き好このんで出したい話題ではないのだろう。

　だけど、だからといって避さけるわけにはいかない。

「実は、赤あか坂さか──俺がバイトしてるコンビニの先せん輩ぱいが、ほのかが生きてた頃ころの親友だったみたいなんだ」

「なっ──」「えっ……！」

「成長した赤坂と直ちよく接せつ顔を合わせたら、ほのかも現実を直ちよく視ししてしまう可か能のう性せいが高いと思う」

　目を丸くする彼女達へ、一気に説明してしまう。

　もしそうなってしまえば、ほのかがどんな反応をするのか分からないのだ。自や棄けになり、俺に襲おそいかかってきても不ふ思し議ぎではない。

　躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうなど、俺おれにはなかった。

「どうにかして二人ふたりを会わせないようにしたいんだけど、……協きよう力りよくしてくれないか？」

　ぐるりと、集まった五人を見わたす。

　自分勝手でかなり都つ合ごうのいい頼たのみだ。断られたらどうしようと、バイトから帰る道すがら不安に思っていたのだけれど。

「もちろんです。ご安心下さい、伊い吹ぶきさま」

「当たり前でしょ。お姉ちゃんに任せなさい」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり、彼女達は受け入れてくれた。まだ正座しっぱなしの二人ふたりに力強く頷うなずかれ、ほっと胸をなで下ろす。

「当然じゃないっすか」

「そーだよおにいちゃん」

「……任せて」

　続けて三人もそう言ってくれ、じんわりと目が潤うるんでしまった。

「ありがとう……、本当にすまない」

「水みず臭くさいことは言いっこなしっすよ」

「そうそう。そんなことより、早く対たい策さくを考えなくちゃ」

　何でもないことのように初はつ希きに促うながされ、俺はもう一度胸の中で感かん謝しやをして、頭を切り換かえる。

「具体的にはどうするつもりなの？　ほのかは伊吹のバイト先に行くの、前から楽しみにしてたでしょ」

「それが問題なんだよな……」

　紅べにが取り憑つく順番のときからバイトを始めたので、ほのかは一番最後に回される形になった。毎日バイトに入っているわけではないので、実際にはバイト先に行っていない者も他にいるのだけれど、気分的にはそう感じるのだろう。もう一日早くバイトを始めてくれればよかったのにと、何度も言われたものだ。

　理由も告げずについてくるなと言っても、到とう底てい納なつ得とくしてもらえるはずがない。

「おにいちゃん、次はいつアルバイトに行くの？」

「明日あしただ。しかも赤あか坂さかもシフトに入ってる」

　というか赤坂のほうが俺よりも入っている日数が多いので、俺がバイトの日には、彼女も必ずバイトをしていた。

「お休みをもらうことってできないの？」

「そうするのが簡かん単たんなんだろうけど、バイト始めたばっかでいきなりサボるってのはな……」

　命と天てん秤びんにかけるようなことではないんだけど、やはり気が引ける。どのみちそんな方法では、その場凌しのぎにしかならないし。

「アルバイト自体、辞やめさせていただくのが一番なのではないですか？」

「……まあ、そうなんだろうけど……」

　ほのかと赤あか坂さかを会わせない。それを第一とするならば、考えるまでもなくそうするべきだ。

　だけどわざわざ鈴すず鹿かに紹しよう介かいしてもらったバイトなのだ。人手が足りていない内ない情じようも知ってしまったし、辞やめないと赤坂と約束した。

　贅ぜい沢たくを言っている場合ではないと分かってはいるのだけど、そんな情けない真ま似ねはできる限り避さけたかった。

「何か、他に方法はないかな？」

「うーん……」

　渋しぶい顔をする五人に頼たのみ込み、俺おれは必死で頭を悩なやますのだった。
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「……話し合い、終わったみたいですわね」

「うわっ！　びっくりした！」

　対たい策さく会かい議ぎが終わり、郁いく達が解かい散さんしてからしばらく。壁かべからすうっと女の霊れいが現れ、俺は布ふ団とんの上でびくんと飛び跳はねた。

「……何をやっているんですの」

　呆あきれたように俺を見下ろすのは、豊かな金きん髪ぱつの持ち主である仁に衣い菜なさん。よく見知った相手であり、そういう登場のされかた自体は慣れているのだが、油断しているところへ急に来られると、やはり心しん臓ぞうに悪い。

「ど、どうも。さっきはありがとうございました」

　郁達との話し合いを本人に知られるわけにはいかないため、仁衣菜さんにはその間、ほのかを俺の部へ屋やに近づけさせないよう頼んでいた。恥はずかしいところを晒さらしてしまった気まずさを解かい消しようするのも兼かねてお礼れいを言うが、どことなく、彼女は上うわの空だった。

「ええ……」

　一ひと言こと呟つぶやいたきり、うろうろと視線を泳がせる。

　そういえば、仁衣菜さんが俺の部屋に来るのは取り憑ついた初日以来な気がする。部屋の様よう子すが珍めずらしいのかな──とも思ったのだけど、彼女の視線はほとんど床ゆかへと向けられていた。

「何か俺に用でもありましたか？」

「別にそういうわけでは……。その、ほのかさんへの対応は、結局どうなったんですの？」

「ああ、それですか」

　仁衣菜さんがわざわざここへ足を踏ふみ入れたのは、それが目的だったのか。五人との対策会議の内容を、かいつまんで説明する。

「まあ結局、根こん本ぽん的てきな解決になるアイディアは出なかったんで、問題を先送りにしただけなんですけどね」

「……そう、ですわね」

　全てを聞き終えた彼女は少し遅れて軽く頷うなずき、そのまま口を閉ざす。すぐに出て行くだろうという俺おれの予想に反して、その場をぴくりとも動かなくなった。

「……」

「……」

　うん。実に気まずい。

　仁に衣い菜なさんは可愛かわいい女の子にしか興きよう味みがない人なので、俺に取り憑つく順番のときも、話らしい話はほとんどしたことがなかった。というか向こうがしてくれない。どう話を振るべきなのか分からず、ちょっと途と方ほうに暮れてしまう。

「えっとですね、赤あか坂さかとほのかが顔を合わさないようにするの、仁衣菜さんも手伝ってくれますか？」

　仕方なく、さっきまでの話に沿って水を向けてみると、

「え、ええ。そんなの、当然ですわ」

　びくっと大きく身を震ふるわせたあと、仁衣菜さんは小さく、何度も頷く。

「それがほのかさんの、……ため、ですもの」

　まるで自分に言い聞かせるように呟つぶやき、胸の前でぎゅっと拳こぶしを握る。

　それからまた口を結び、部へ屋やに沈ちん黙もくが戻ってしまう。しばらく経たってふらっと出て行ったが、結局最後まで、彼女が声を発することはなかった。
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「ええーっ!?」

　郁いく達との対たい策さく会かい議ぎから一いち夜や明あけ。

　朝一番、顔を合わせるなり「俺に取り憑く順番を代わって欲しい」と伝えると、ほのかは耳が痛くなるほどの大声を上げた。

「……駄だ目めか？」

「駄目に決まってるよ！　どうしてそんなこと言うの？」

　信じられないとばかりに唇くちびるを尖とがらす。予想はしていたけど、やっぱりこうなるか。

　七しち人にんミサキは根っからの悪あく霊りようであり、本人達が意い図としなくても、霊れい障しようという形で周囲に影えい響きようを及およぼしてしまう。それを避さけるために彼女達は一人ひとりずつ日替わりで俺に取り憑いているのだが、その順番に俺が口出ししたことは今までに一度もなかった。

　せっかく自分が取り憑く順番が回ってきたというのに予想外の横よこ槍やりを入れられたのだ。ほのかが怒るのも当然だろう。前々から今日きようを──バイトへ行くのを楽しみにしていたのだから尚なお更さらだ。

　理り不ふ尽じんな要求をしている自覚はある。まだ話を持ちかけただけの段階だというのに早さつ速そく胃いが痛くなってくるが、今は無む視し。

　とりあえずはこうして乗り切るしかないと、昨日きのう結けつ論ろんを出したのだから。

「実はな、今日きようはほのかに頼たのみたいことがあるんだ」

「ボクに……？」

「ああ。夕食にカレーを作って欲しいんだよ」

　盛せい大だいに頰ほおを膨ふくらませる彼女へ、ぱちんと両手を合わせる。

「時間をかけて煮に込こんだやつが、急に食べたくなったんだ」

「なんでボクなのさ。いつも通りはっつーに作ってもらえばいいんじゃないの？」

「それはほら、あれだよ、お姉ちゃんはカレー作るの苦手だから」

　対たい策さく会かい議ぎで決めていた答えを返す……のだが、背後で初はつ希きがむっとしたような気配が伝わってくる。恥はずかしいのを我が慢まんして『お姉ちゃん』って呼んだんだから辛しん抱ぼうしてくれ。

「だからさ、次に料理が上手なほのかにお願いしたいんだ」

「でも──」

　それでもやはり、ほのかは渋しぶり、

「頼むっっっ!!」

　このままでは説せつ得とくは不ふ可か能のうだと悟さとった俺は、勢いで押し切ることにした。両手で包み込むようにして、彼女の華きや奢しやな手を握る。

「ちょっ……せ、センパイ！」

　無む論ろん、霊れい体たいである彼女の手を、実際に握ることはできない。握る格かつ好こうになるよう、ちょうど重ねてやるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　しかしただそれだけのことが、生身の人間にとってはとてつもなく危険な行こう為いだった。七しち人にんミサキ──悪あく霊りようは触ふれただけで人の生気を奪う。序じよ列れつが下位のほのかでは、すぐに命に関わるほど危険というわけではないようだが、真冬の氷水に手を浸ひたしたかのように一いつ瞬しゆんで体温を奪われ、次し第だいに感覚がなくなっていく。

「なっ、何を──」

「頼むよ、ほのか」

　ほのかだけでなく他の六人も騒そう然ぜんとし、にわかに部へ屋やが慌あわただしくなる。けれどそんなものには一いつ切さい意い識しきを払うことなく、

「ほのかに作って欲しいんだ。他の誰だれでもなく、お前の料理が食べたいんだよ」

　彼女だけをひたすらに見つめ、全力で懇こん願がんする。

「ぼぼぼぼぼ、ボクの!?」

「ああ。そうだ」

「じょ、冗じよう談だんで言ってるんだよね……？」

「そんなわけないだろ。俺おれは本気だ」

　あわわと目を白黒させるほのかへ、しっかりと頷うなずく。すると彼女はぼっと火が点つくような勢いで、顔中を真まっ赤かに染そめた。
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「そ、そうなんだ…………」

　シューシューと頭から湯ゆ気げを出しながら、小さく呟つぶやく。比ひ喩ゆではなく本当に白い煙けむりが上がっているのは霊れい体たいならではだろう。

　それから俺の視線を逃れるようにして、ほのかは俯うつむいてしまう。しばしそのまま固まり、駄だ目めだったかと不安になりかけた頃ころ。

「……だったらいいよ。ボクが作ってあげる」

　顔を挟はさむように両手で頰ほおを押さえながら、彼女は囁ささやくように言った。

「ほ、ほんとか!?」

「うん！　美お味いしいの作っておくから、楽しみにしててね」

　顔を上げ、いつも通り──、いつもより大きく、満面の笑えみで返してくれる。えへへと相そう好ごうを崩くずし、何やらぐねぐねと身み悶もだえしてみせた。

「ボクに任せといてっ！」

「ああ、ああ頼たのんだ！」

　よし！　作戦成功だ！

　まだ手の感覚は戻らないけど、これくらい安い代だい償しようだ。歓かん喜きに胸を震ふるわせながら後ろへ振り返り──

「やっ────、………………。あれ？」

　俺おれを待っていたのは、まるで予想外の反応だった。

　ほのかの説せつ得とくに成功した喜びを分かち合おうと思っていたのに、郁いくと初はつ希き──俺のすぐ後ろに迫せまっていた二人ふたりが、何な故ぜだか不ふ機き嫌げんな表情をしていたのだ。

　それもちょっとどころではなく、一ひと目めで分かるほどあからさまに。

「……どうか、したのか？」

「何でもありませんよ。ねえ初希さん」

「郁の言う通りよ。よかったわね、ほのかに料理作ってもらえて」

　にこりと白い歯を見せてくれるが、その笑えみは背せ筋すじが凍こおりそうなほど冷たい。ここ数日ずっと続けていた正座さえ崩くずし、心持ち高く浮かんで俺を見下ろす。

　助けを求めて残りの四人へ目を向けるが、彼女達は彼女達で、例外なく呆あきれかえった顔をしていた。味方になってくれそうなのは一人ひとりもいない。

　昨夜ゆうべ話し合った通りに行動したというのに、どうしてこうなった。

　俺の何が悪かったのか気になるが、ほのかの手前、問い質ただすわけにもいかず、

「じゃ、じゃあそういうことで、俺は学校行く準じゆん備びするから」

　すごすごと、逃げるように自分の部へ屋やへと戻るのだった。

　……丸めた背中に視線が突つき刺さり、やっぱりまた胃いが痛くなった。
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「おおー……はっやーい！」

　高く宙に浮かび上がり、ツインテールの少女が大きな瞳ひとみを輝かがやかせる。

　ほのかにカレーを作ってもらった翌よく日じつ。

　その放ほう課か後ご、俺は彼女を連れて学校のグラウンドに来ていた。

　俺の策さく略りやくによって順番がずれたほのかは、せっかく俺に取り憑つく日だというのに、一日を通して若じやつ干かんご不満な様よう子すだった。いつもはかなりテンションが高いのだが、今日きようはそれほどでもなく、時とき折おり溜ため息いきさえ吐つくような有あり様さまだったのだ。

　彼女の希望とは違い、バイトが休みの日だから当然なのかもしれないけれど。次は絶対に連れて行けと暗に催さい促そくされているようで、心しん臓ぞうに悪い。

　バイトの代わり──というわけではないが、そのプレッシャーを少しでも払ふつ拭しよくできないものかと、陸上部の見学に誘さそったわけなんだけど──。

「やっぱり中学生とはレベルが違うねー」

　ほのかは俺おれの目もく論ろ見み通り、グラウンドを駆かける彼らに目を奪われていた。どうやら上う手まくいってくれたようで、ほっと胸をなで下ろす。

　誘さそった当初はあまり乗り気ではなさそうだったので、微び妙みように不安だったのだ。「バイト先を見に行きたい」などと言い出されたら困るので、強引気味にでも連れてきてよかった。

　しばらくこうして時間を潰つぶせば、そんな寄り道をする暇ひまはなくなるだろう。とりあえず今日は乗り切ったと、気を抜いて俺もグラウンドに目を向ける。

「うーん……。素す晴ばらしいな…………！」

　真剣な表情で汗あせを流す部員達。そんな彼女達に、俺はほのかと同じく──、いやそれ以上に目と心を奪われた。

　脂し肪ぼうが極きよく限げんまでそぎ落とされた、無む駄だのないしなやかな脚あし。脂肪があるならあるで、それはまた別な魅み力りよくがあるのは確かだけど、やはりそのストイックさは堪たまらない。

　もう六月も末まつということで、誰だれ一人ひとりとしてジャージなど穿はいていない。はつらつと健康的な脚を、邪じや魔ま者ものに覆おおわれることなく存ぞん分ぶんに堪たん能のうすることができた。

　仁に衣い菜なさんに頼たのまれたときしか部活の見学などしたことなかったけど、これからは時々来るのもいいかもしれない。

　あとは豊ほう富ふに石が転がってさえいれば、グラウンドは俺にとって天国なのに……と考えていると、

「……ねえ、センパイ」

　いつの間にか、ほのかが俺と同じ高さにまで降おりてきていた。

「どうして、ボクをここに連れてこようって思ったの？」

「ん？　そりゃあお前が陸じょ────じゃない！　えっとその、ほのかは走るのが好きそうだなって思って！」

　危あやうく正直に話しそうになり、慌あわてて勢いで誤ご魔ま化かす。

　ほのかがこの学校の陸上部に憧あこがれているということは、本人ではなく赤あか坂さかから聞いたんだった。彼女自身はこれまで、一度も見学に行きたいと言ったことはなかった。

「そっかー。センパイ意外と鋭するどいね！」

　不ふ審しんに思われてしまったかと不安になるが、ほのかは特に気にした様よう子すはなかった。ふう、よかった。

　安心し、またも美び脚きやく観かん賞しように戻ろうとして──

「……あ、」

　俺は自分の失しつ態たいに、はたと気付く。

　真ま面じ目めに練習する陸上部の部員達。彼らは俺と同じ二年生だけではなく、三年生、そして一年生も含ふくまれている。

　その中には、生せい前ぜんのほのかと同級生だった者だっていてもおかしくないのだ。

　ほのかが中学で陸上部に入っていたとしたら、知っている先せん輩ぱいがいる可か能のう性せいだってある。そんな危険な場所に連れて来るなんて、考えが足りなさすぎるだろ俺おれ！

　何か、何かないかっ!?

　一いつ刻こくも早く、しかも自然にこの場を離はなれなければならない。適てき当とうな名めい目もくになりそうなものを探して血ち走ばしった目を左右に走らせていると、

「あれ？　クララだ」

　グラウンドとは反対側のほうを向いていたほのかが声を上げる。つられて顔を向けると、クララがちょうど校門を通りかかるところだった。

　門を出てすぐに、友達と手を振って別れる。彼女が進む方角はしかし、登校時のルートとは違っていた。

「……ねえねえ、あとをついてってみようか？」

「へっ？」

　ぼーっと眺ながめていると、ほのかが意外な提てい案あんをする。

「クララが普段何をしてるのか、気にならない？」

「いや別に、気にならな…………いわけじゃないけど」

　本当は特に興きよう味みはないが、とりあえず頷うなずいておく。

　もしクララを尾び行こうすることになれば、この場を離はなれることになるわけで、俺おれにとって非常に都つ合ごうがいい。助かるのは確かなのだけど。

「……いいのか？」

　ほいほい乗っかるのではなく、つい、ほのかに確かく認にんをしてしまう。

　無む理り矢や理り祓はらおうとした経けい緯いから、クララは七しち人にんミサキのほとんどに恐おそれられている。ほのかも例外ではなく、積せつ極きよく的てきに関わろうとはしていなかったはずなのだ。しかも入りたかった陸上部の見学よりも優ゆう先せんするなんて。

　何を考えているんだと反応を窺うかがい、

「嫌いやなら止めとくけど？」

「いっ──嫌じゃない！　行こう、是ぜ非ひ行こう！」

　あっさりと彼女が身を引いたため、俺はすぐに態たい度どを翻ひるがえす。

　よく考えてみれば、提てい案あん自体は実にほのからしいじゃないか。どうせただの気まぐれだろう。うだうだと無む駄だに悩なやんで、この期を逃してはもったいない。

　誰だれかを尾行するなど人としてどうなんだと思わなくもないけど、自分の命を最さい優ゆう先せんに考え目を瞑つぶる。ほのかの気が変わってしまう前に、とっととクララを追いかけることにした。




「うーん、どこに行くのかなー？」

「さあな……だからそんなに身を乗り出すなって！」

　追つい跡せきを始めてから十分。

　当初はこそこそと、尾び行こうそのものを楽しんでいたほのかだったが、段だん々だん飽あきてきたのか大だい胆たんに行動することが多くなってきた。

　後ろめたさもあって、俺おれはかなり慎しん重ちようになっているというのに。お気楽な彼女が羨うらやましく、また恨うらめしい。

　幸いにも今のところクララに気付いた様よう子すはないが、……さっさと気付かれたほうが楽なんじゃないかと思えてくる。

　いっそのこと声をかけようか。そんなふうに考えていると、

「センパイ！　見て見てっ！」

　ぐいぐいと、ほのかが俺の腕を引っ張るまねをした。

「どうした──っと、」

　急せかされるままに目を向けると、尾行対象にやっと動きがあった。

　クララが、一人ひとりの男と合流していたのだ。

「──、────先に──」

「────。塚つかの────」

　歳としは二は十た歳ちをいくつか過ぎたくらいだろうか。ひょろりと背の高い、眼鏡めがねをかけた男だ。クララはここまで真まっ直すぐに歩いていたので、最初から彼と会う予定だったのだろう。

　なにやら話し込んでいる様よう子すだが、距きよ離りがあるため内容までは聞き取れない。

「もしかして、デートなのかな？」

「いやいや、そうとは限らないだろ」

　わくわくと声を弾はずませるほのかに対し、俺は冷れい静せいに返す。

　同じような勘かん違ちがいを、俺も鈴すず鹿かにされたばかりだ。若い男女が外で待ち合わせていただけでデートだと考えるのは、早そう計けい過ぎるというもの。

　まあもっとも、ほのかの場合は単たん純じゆんに『そのほうが面おも白しろそう』という理由だろうけど。

「ええー、絶対そうだって！」

　しかしというかやはりというか、ほのかは頑がんとして主張する。

「ほらほら、なんかただの知り合いって空気じゃないし！」

「それは──。まあ、それっぽいけど」

　クララと眼鏡の男。二人ふたりの距離が微び妙みように近い気がするのは否ひ定ていできない。まるで人に聞かせられない話でもしているように、お互い顔を寄せている。

　……ううむ。

　鈴鹿の話によると、クララは最近友達との付き合いが悪くなったらしい。それがあの男に会うためだと考えれば、辻つじ褄つまが合わなくもない。

　……。

　なんか、面おも白しろくないな。

　自分でもよく分からないけど、妙みように胸がムカムカした。俺おれがこんなに苦労しているのに、あいつは彼氏とイチャイチャしているという事実に腹が立ったのだろう。たぶん。

　いやクララは俺の恩おん人じんであり、怒るのは完全にお門かど違ちがいなんだけど。分かってはいるのに、どうにも納なつ得とくができない。

「あっ、どっかに行くみたいだよ？」

「えっ……、ああ、うん」

　俺が自分の感情に折おり合いをつけられずにいると、クララは移動を再開したようだった。眼鏡めがねの男と並んで、こちらに背を向ける。

「センパイ、早く追いかけないと！」

　見失わないようにと、ほのかが急せかすが、

「……。もう、これくらいにしとこうぜ」

　俺は静かに首を横に振り、くるりと回れ右する。

　クララの目的は分かったのだ。これ以上はさすがに悪あく趣しゆ味み過ぎる。

「ほら、行くぞ」

「ええー……。まあ、いいけど……」

　ほのかは不満そうに唇くちびるを尖とがらせるが、案あん外がいあっさりと受け入れてくれた。万が一にも気付かれてしまわぬよう、とっととこの場を後にする。

　実のところクララ達が向かった方角に進むと、バイト先──つまりほのかの校区に近づいていきそうだったのだ。このタイミングで切り上げることになって、結果的によかったのだと思うことにしよう。
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　翌よく日じつ──ほのかと赤あか坂さかの関係を知ってから、二回目のバイト日。

「ありがとうございましたー……」

　限りなく棒ぼう読みでお客さんを見送った俺は、壁かべにもたれかかりそうになっていることに気付き、「おっと」と背せ筋すじを伸ばした。

　どうにも気き鬱うつで、バイトに集中できない。

　本来行けるはずだった予定を飛ばされたことで、ほのかのバイトへの興きよう味みはますます膨ふくらんでいた。具体的には昨日きのう取り憑ついたばかりだというのに、今日きようの担たん当とうである瞳とう子こさんへ、順番を代わってくれないかとお願いするくらい。

　またも手のかかる料理を頼たのみ込んで回かい避ひしたのだが、前回同どう様よう、郁いくと初はつ希きの二人ふたりが不ふ機き嫌げんになってしまったし。気分が明るくなる要よう素そは一つも見当たらなかった。

　今のやり方で問題を先送りにしても、根こん本ぽん的てきな解決にはならない。やはりバイトを辞やめることを、真剣に考えるしかないんだろうか。

　状じよう況きようを整せい理りしていると、せっかく伸ばした背が勝手に丸まっていく。店内にお客さんがいないことをいいことに、あれこれと頭を悩なやませていると、隣となりのレジにいた赤あか坂さかがとことこと寄ってきた。

「今日きようはいつもに増して、死んだ魚のような目をしていますね」

「ああすまん、こんな態たい度どじゃお客さんに失礼だな」

　バイト中なんだから気をつけないと──

「ってあれ？　俺おれって普段からそういうふうに思われてるのか？」

「おっとすみません、口が滑すべってしまいました」

「謝あやまる対象が違う！」

　しかもたぶん、悪いとすら思っていなさそうだ。しれっとした顔の赤坂を、思わず半はん眼めで見やると、

「そうですね。確かに今のは失しつ言げんでした」

　意外とあっさり、彼女は自分の非を認めた。

「現代日本において『死んだ魚』を目にする機き会かいというのは、ほとんどがスーパーの類たぐいでしょう。つまりは多くの場合、食べるために捕とったものということになります。自分達で殺しておきながら、それを悪い喩たとえとして用いるなんて……。魚に対して失礼極きわまります」

　やれやれと嘆たん息そくし、鋭するどく俺を睨にらむ。

「常に感かん謝しやの心を忘れないようにして下さい。いいですね？」

「あ、はい。すみません」

　そうだな、いただきますの精せい神しんを大切にしなくては。

　己おのれの傲ごう慢まんさを反省し────、………………ん？

　あれ？　何か違わない？

「いらっしゃいませー」

　しかし俺がその違い和わ感かんに思い至るよりも早く、お客さんが来店する。考えるのを後回しにして、俺も赤坂に続いて声かけするが、

「いらっしゃ──……って、」

　相手がよく見知った人物だと分かり、すぐに店員モードは解かい除じよされた。

「なんだ、クララか」

「なんだとは失礼だな、おい」

　あんまりな俺の対応に、赤あか髪がみの少女はむっと眉まゆを顰ひそめる。

「すまんすまん。わざわざ来てくれたのか？」

「……まあ、そうなるな」

　俺おれがバイトを始めてから、クララがこのコンビニに来るのは初めてだった。浅く頷うなずきを返してくれるも、彼女はまだ眉み間けんに皺しわを寄せたまま。そんなに気を悪くしたのかと一いつ瞬しゆん思うが、どうもそんなわけではなさそう。

「私としては別に、来たかったわけではないんだが……」

　どこか居い心ごこ地ちが悪そうにしながら、ぽりぽりと首の後ろを搔かく。

　どういうことだよと、つられて俺も頭を搔いていると、

「伊い吹ぶきくん、あれ……」

　俺の陰かげに隠かくれるようにして、妙みように怯おびえた様よう子すの瞳とう子こさんが外を指差す。示されるままに視線を動かし、

「おぉう……」

　俺も、彼女の気持ちを理解する。

　一人ひとりの男が店の外に立っており、ガラス越しに鋭するどくこちらを睨にらんでいたのだ。そのあまりの迫はく力りよくに、どうせ向こうからは見えていないはずの瞳子さんも、さらに身を縮ちぢめる。

　……しかも、その男は。

　昨日きのうクララと一いつ緒しよにいた、背の高い瘦やせた眼鏡めがねの男だった。

「えっと、あの人は……？」

「ああ、うん。その、何だな、」

　当然の疑問をぶつけてみるも、クララは口ごもるばかり。頭痛でもするように額ひたいに手の甲こうを当て、

「私のちょっとした知り合いってところだ」

　ようやく説明されたのは、到とう底てい納なつ得とくできない答えだった。『ちょっとした』なんて関係とは、俺には思えないんだけど。

「どうしてその知り合いに、俺は睨にらまれてるんだよ！」

「睨んでいるわけではないと思うぞ。彼は視力が悪いから、目を凝こらしているだけだろ」

「いやいやいやそれはない」

　確かに眼鏡をかけているけど、昨日見かけたときはもっと普通だったし。せっかくイケメンの類たぐいなのに、いつの間にか赤あか坂さかが隣となりのレジに退たい避ひしてるほどの不ふ審しん者しやっぷりだぞ。

「実際にそうなんだから仕方ないだろう」

「……分かった。じゃあそういうことにしとくよ」

　しかしクララは己おのれの主しゆ張ちようを変えようとはせず、このままでは話が進みそうにないので、とりあえず受け入れることにした。

「で、その『知り合い』が、どうしてここに？」

「それは、だ……」

　クララはまたも、言い辛づらそうに口ごもる。

「……お前のことを話したら、一度顔を見ておきたいって言い出したんだよ」

「俺おれの顔を……？」

「ああ。詳くわしい事情が知りたいんだったら、本人に直ちよく接せつ訊きいてくれ」

　少し早口になった彼女は、そう言ってふんと鼻を鳴らす。これ以上説明する気はないとばかりに、むっつりと口を閉じた。

「ほ、本人にって……」

　結けつ構こうな無理難なん題だいだぞ、それ。

　相も変わらず、眼鏡めがねの男はガラス越しに俺を睨にらんでいる。ちらちらと様よう子すを窺うかがうことすら躊ちゆう躇ちよするほどの圧力が感じられた。

　……。

　やっぱり、あの男はクララの彼氏なんだろうか。

　自分の彼女が毎日同じ男と昼ひる飯めしを食っていると知ったら、彼氏としてはあんまり面おも白しろい気分ではないだろう。しかも二人ふたりっきり（正確には悪あく霊りようがプラス一人ひとりだけど）なのだから尚なお更さらだ。

　顔を確認して、牽けん制せいしたくなる気持ちも分かる。

「……」

「……」

　直接訊けと言われたものの、どうにもそんな気にはなれなかった。クララも口を開こうとせず、嫌いやな沈ちん黙もくが流れる。

　他にお客さんが訪れることもなく、しばしその状じよう態たいのまま時が過ぎ、

「い、伊い吹ぶきくん！」

　耐えられないとばかりに、瞳とう子こさんが裏返った声を上げた。

「せっかくだし、クララさんにも相そう談だんしてみたらどうっすか？」

「……。相談って？」

「ほのかさんのことについてっす。この店に近づけないようにする、いい方法知ってるかもしれないっすよ？」

　ほらほらと、落ち着きなく俺を急せかす。

　平日は毎日会っているので、わざわざ今切り出すような話題ではない。クララに懐なついている瞳子さんのことだ、俺とあいつの間を取り持とうとして言ったのだろう。

　その提てい案あんは、確かに有効そうに思えたのだけれど。

「……いいです」

　しかして俺は、きっぱりと首を横に振る。

「なんでもかんでもクララに頼たよりっきりじゃ駄だ目めだと思うんで。限界までは俺一人ひとりの力で頑がん張ばります」

「そ、そうっすか……」

　俺おれの固い意志が伝わったのか、瞳とう子こさんは説せつ得とくを重ねようとはせず、しょぼんと肩を落とした。すごすごと、また俺の背後に隠かくれる。

　元気をなくしてしまった彼女に、少し、心が痛む。

　もっともらしい理由を説明したけど、実際のところそんなの噓うそだった。俺は身の安全のためなら、安いプライドなど簡かん単たんに捨てるタイプの人間だし。

　ただ単に。

　今のクララに頼たよるのが癪しやくで、どうしても嫌いやだったのだ。

　無む駄だに意地を張ったことで瞳子さんの気き遣づかいを無む駄だにしてしまい、申し訳わけないとは思う。だけど撤てつ回かいする気にはなれず、結局クララが帰るまで、ろくに話をすることさえできなかった。
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　自力で頑がん張ばる。

　そう表明してみせた俺は、店が暇ひまなのをいいことに、クララが帰ってからの時間のほぼ全てを考えるのに充あてた。考えに考え、考え抜いた結果──

「臼うす谷たにさん、お疲れさまです」

「……お疲れさまー」

　結局、何一ついいアイディアを思う浮かばないまま、バイト終了時刻を迎むかえてしまった。

　正確にはいいアイディアどころか、一いつ考こうの価か値ちがある案すら全くのゼロだった。ほのかを除く七しち人にんミサキの面々と毎日話し合っているのに、未いまだにその場凌しのぎしかできていないんだから、そりゃあそうだよな。

　……やっぱり、クララを頼ればよかったかも。

「どうかしたっすか？」

「い、いいえ、何でもありません」

　心苦しくて、瞳子さんの顔を直ちよく視しすることができない。早そう々そうに挫くじけそうになりながらバックルームに入ると、ちょうど奥さんがシフト表を壁かべに貼はるところだった。

「おつかれ。来週分のシフトできたから、チェックしておいてね」

「お疲れさまです。了りよう解かいしました」

　奥さんのほんわかした空気に癒いやされ、ちょっとだけ元気が戻る。

「臼谷くんが入ってくれたおかげで、前よりすっごくシフトが組みやすくなったわ。ありがとうね」

「い、いえいえこちらこそ」

　辞やめようかかなり迷まよっているので、笑え顔がおを向けられても直視できない。微び妙みように引き攣つった愛あい想そ笑いを返しながら、逃げるようにシフト表へと目をやる。

　俺おれは基本的に平日の放ほう課か後ご、曜よう日びも固定で入っているため、チェックといっても一応の確かく認にんをするだけだ。再来週には期末テストが始まるので、本来なら来週は休みをもらったほうがいいんだろうけど、懐ふところの事情からぎりぎりまで働かせてもらう予定でいる。

　お願いしていた通り、今週と全く同じシフトで──

「おっ……？」

　バイト全員分のスケジュールが書かれた、来週分のシフト表。そこにいつもとは異なる点を発見し、俺は大きく目を見開く。

　自分ではなく、一いつ緒しよに入る人の分。

　つまりは赤あか坂さかが、俺より一日だけ早く休みを取っていることに気付いたのだ。

「よし──っ！」

　奥さんに怪け訝げんな目で見られるのも気にすることなく、俺はぐっと拳こぶしを握る。

　これは遂ついに、運が向いてきたのかもしれない。
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「はあああああ──っ？」

　一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待ち焦こがれた、赤あか坂さかがバイトを休みの日。

　ほのかをバイト先へ連れて行くのに、今日きようほど相応ふさわしい日はない。待ちに待ったこの日を迎むかえ、晴れやかな気分でほのかを誘さそった俺おれは、まるで想定外の返事を受け自分の耳を疑った。

　彼女は前々からしつこいくらい行きたい行きたいと主張していたというのに、よりにもよって今日に限って、

「ん……、別にいいよ」

　などと信じられないことを宣のたまいやがったのだ。

　しかもその理由が「なんか気分が乗らないから」ときた。

　もうね、ふざけるなと。

「い、いいってどういうことだよ？」

「そのままの意味だけど？　そもそも今日は、ボクの日じゃないし」

「それはそう、だけどさ……」

　急に真っ当なことを言いやがって。順番を代わってくれって、今までに何度も他の六人に頼たのんでたじゃねえか。

　いつもだったら説せつ得とくせずに済んで助かるのだけど、今日ばかりは全ぜん然ぜんありがたくない。

「で、でもさ、せっかく俺のバイト先に行くチャンスなんだぜ？　瞳とう子こさんも代わるって言ってくれてるんだし」

「そ、そうっすよ？」

　本来なら取り憑つく順番である瞳子さんが、俺に促うながされるようにこくこくと頷うなずく。けれど何を遠えん慮りよしているのか、

「だからいいって。トーコに悪いし」

　ほのかはそれでも、いつものように乗り気にはならなかった。

　おかしい。お前はそんなふうに気を遣つかうキャラじゃなかったはずだろ！

「……センパイ、今日はどうしたの？」

　しかしそれを指し摘てきするより先に、逆に俺の不自然さを気け取どられてしまう。

「普段は取り憑く順番に口出ししないのに。ボクを連れて行きたい理由でもあるの？」

「そそそそそんなことあるわけないじゃないか、なに言ってんだあっはっはっは」

　じいっと疑うような目で見られるのを、朗ほがらかに笑って誤ご魔ま化かす。……ほのかはさらに目を細ほそめているけど、誤魔化せたことにしておく。

　うーん……。

　こんな展てん開かいになるなんて、正直予想もしていなかった。どう説得すればいいのか、対応に困ってしまう。

　本人にその気がないのだからやめておこう。……なんてわけにはいかない。俺がバイトを始めてから、同じ日に赤あか坂さかが休むのは今日きようが初めてなのだ。次の機き会かいが訪れるのは、いつになるか分かったものではない。

　その場凌しのぎとして料理を作ってくれるよう頼たのむのも、一日でも早く終しゆう了りようさせたいことだし。

　ほのかの料理自体に不満はないのだが、郁いくと初はつ希きの機き嫌げんがどんどん悪くなっていくという深しん刻こくな問題がある。最近では「お昼のお弁べん当とうもほのかに作ってもらったら？」なんて嫌いや味みまで言われるようになってしまった。なんとしても、バイトに入る日数の増えるだろう夏休みまでには決着をつけておきたい。

　赤坂──ほのかの生せい前ぜんの親友が働いていることを除けば、お客さんの少ない平へい凡ぼんなコンビニなのだ。一回でも連れて行けばがっかりしてくれるだろうし、今日という日を逃すわけにはいかない。

「何か、行きたくない理由でもあるのか？」

　頑がん張ばって説せつ得とくしよう。そう決意を固めて訊たずねると、

「そっ──、そんなのあるわけないよっ!!」

　盛せい大だいに唾つばを飛ばして、ほのかは叫さけぶ。

　不意打ちのような大声に、鼓こ膜まくが苦情を訴える。その勢いはポルターガイストすら伴っており、俺は押されるように背中を仰のけ反ぞらせた。

「よし行こう！　ほら、早く！」

「えっ？　まだ朝あさ飯めしも食ってな──」

「だったらさっさと食べて！　のろのろしない！」

「えっ？　ええっ？」

　ほのかはそれまでと態たい度どを一いつ変ぺんさせ、口早に俺を急せかす。急きゆう激げきな変化に他の六人も戸と惑まどうばかりで、慌あわただしく追い立てられるようにして学校へ向かうことになってしまった。

　その気になってくれたのは嬉うれしいのだが、バイトに行くのは放ほう課か後ごなんだけど……。
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　出かけるのを妙みように渋しぶっていたほのかだったけど、実際に俺に取り憑つくと、すっかりいつも通りの彼女となった。

　俺があんまり返事をできないのにも構わず、誰だれが周りにいようが授じゆ業ぎよう中ちゆうだろうが途と切ぎれることなくぺらぺらと喋しやべり続け、むしろ普段よりもテンションが高かったかもしれない。

　正直ちょっとうるさいくらいだったが、途と中ちゆうで「やっぱり帰る」などと言われるよりはずっといい。

　出足から躓つまずきかけ暗あん雲うんが立ちこめていた計画も、この調ちよう子しなら大だい丈じよう夫ぶだろう。──って安心していたのだけれど……。

「……」

　昼を過ぎてしばらく経たった頃ころくらいからだろうか。ほのかが口を開く回数が段だん々だんと減っていき、放ほう課か後ごを迎むかえた今では完全に無口になってしまっていた。

「ほのか……さん……？」

「……ん。なに？」

　こうして声をかければ反応するけど、それすらも鈍にぶい。

　何か考え込んでいるというか、心ここにあらずの状じよう態たいだった。

「今日きようはバイト、休みもらおうか？」

　せっかくのチャンスをみすみす棒ぼうに振ることになってしまうけど、さすがに今のほのかは家で休ませてあげるべきだと思えた。気を遣つかって言ってみると、彼女は重たげに瞼まぶたを幾いく度どか瞬しばたたかせる。

「……どうして？」

「だってほら、調ちよう子しが悪そうだし」

「そんなことないっ！」

　食い気味で即そく座ざに否ひ定てい。

「ぜんっっっぜんそんなことないんだけどっ!?　どう見ても普段どーりだし。センパイなに言ってんのさ！」

「えっ？　でも──」

「ボクが問題ないって言ってるんだから！　ほら、行こうよ！」

　今け朝さと同じく、ムキになって勝手に話を決めてしまう。すいっと道なりに前方へ進み、大きく俺おれを手て招まねきした。

「早く！　ちゃんと道案内してよ！」

「分かった、分かったから！」

　こうなっては仕方がない。何が気に障さわったのかは不明だが、これ以上怒らせてしまわないよう、慌あわててほのかのあとを追った。




　それから約十分後。

「……」

　ほのかの威い勢せいはものの数分も持つことなく、荒かった鼻息もすっかり落ち着いていた。

　案あんの定じようというか、完全に予想通りの展てん開かいだったけど、もう気にすることなくコンビニへと向かう。話を蒸むし返したところで、また同じやりとりが繰くり返されるのは目に見えているからな。

　なんだか妙みように疲れた気分で黙もく々もくと自転車をこぎ、

「あっ…………」

　バイト先までかなり近づいた頃ころ、不意にほのかが呟つぶやきを漏もらした。

「どうかしたのか？」

「……ううん。なんでもない」

　少しだけ声を震ふるわして、彼女は首を横に振る。どこか上うわの空な様よう子すだったけど、「そうか」と俺おれも軽く流した。

　今日きようのほのかは、さっぱりよく分からん。

　運転に集中し、さっさと目的地へ向かう。ほどなくしてコンビニに到とう着ちやくし、専用スペースに自転車を駐とめていると、

「センパイのバイト先って、ここだったんだ……」

　マンションを見上げながら、ほのかが目を細めた。

「ここのこと、知ってたのか？」

「うん。前はコンビニじゃなかったん、だけ、ど──」

　段だん々だん声は小さくなり、その声せい量りように併あわせて俯うつむいていく。完全に下を向いてしまい、どうしたものかと俺は頭を悩なやませ、

「あ、あのさ──」

「なーんてウソ！　ボクが知ってるわけないよー」

　肩でも突ついてみようかと決心した矢先、ぴょんと飛び跳はねるような勢いでほのかは顔を上げた。両手を挙げ、うーんと大きく背伸びする。

「うわっ──！　きゅ、急にびっくりするだろ！」

「あははははっ！　ごめんごめん！」

　危あやうくぶつかりそうになったこともあり、小物っぷりを遺い憾かんなく発はつ揮きする俺に、悪びれた様子もなく白い歯を見せる。その姿すがたはすっかり、いつもの彼女へと戻っていた。

「そんなことより、早く行こうよセンパイ！」

「そんなことってお前……。まあいいけど」

　弾はじけるように笑うほのかへ、何を言っても無む駄だな気がする。意味が分からないけど元気になってくれたようだし、もうそれでいいや。

　溜ため息いきを一つ吐つくと、俺はスキップでもしそうな勢いのほのかを連れ、コンビニへと向かう。

「……まさかな」

　彼女が顔を上げたとき、僅わずかに瞳ひとみが潤うるんでいたような気がしたのだけれど。

　きっと、気のせいだったんだな。
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　暦こよみも七月に突とつ入にゆうし、灼しやく熱ねつの太陽が照りつける太陽の下。

　俺は爽さわやかに汗あせを流しながら、爽そう快かいな気分で地面にしゃがみ込んでいた。

　熱ねつ中ちゆう症しようにやられ、頭が幸せになってしまったわけではない。暑さへの対たい策さくは万全に整えているのだ。

「ふぅ……。やっぱりここは当たりだったな」

　首にかけたタオルで、しっかりと額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。掌てのひらに乗せた、まるで生命が宿っているかのように熱い物体──今日きようの収しゆう穫かく物ぶつへと目を落とすと、自然ににやにやと頰ほおが緩ゆるむ。

　ほのかをバイト先へ連れて行った翌よく日じつの土ど曜よう日び。

　俺おれはかなり久々に、朝から趣しゆ味みであり生き甲が斐いである珍ちん石せき拾いに来ていた。

「……今日はいつになく楽しそうっすね」

「当然ですよ当然！」

　取り憑つき当番の瞳とう子こさんへ返す声にも、自然と熱がこもる。彼女と俺のテンションには大きな隔へだたりがあったが、そんなことはまるで気にならなかった。

　なにせ、ここしばらくずっと俺を悩なやませていた問題が、遂ついに解決したのだからな。

「ほのかが俺のバイト先への興きよう味みをなくしてくれたんですよ？　これが嬉うれしくないわけないじゃないですか！」

「わ、分かったっすから！　声が大きいっすよ」

　傍はた目めには俺が独ひとり言ごとを言っているようにしか見えないことを心配してか、瞳子さんがきょろきょろと周りを窺うかがう。むぅ……、俺の精せい神しんは今、他人の目など全く気にならないほどの高みにあるというのに。

　現在俺がいるのは、バイト先のコンビニから五分ほどのところにある空あき地的なスペース。建物を解かい体たいして野ざらしのまま放置されているらしき場所で、バイトを始めた当初から、ここの脇わきを通るたびに気になっていたのだ。

　ただほのかへの対応で苦く心しんしていたためそれどころではなく、また俺が七人ミサキに取り憑つかれた原因が、彼女達の依より代しろである石を拾ったためというトラウマもあったため、長らく奇き石せき珍石の収しゆう集しゆうは封ふう印いんしていた。

　だけれども今回一つの危き機きを乗り越えたことを讃たたえ、自分へのご褒ほう美びとしてその封印を解とくことにしたのである。

「テスト勉強全ぜん然ぜんしてないっすけど、大だい丈じよう夫ぶなんすか？」

「平気ですって。明日あしたから頑がん張ばりますから」

　なんの憂うれいもなく、心置きなく勉強に集中できるのだ。大丈夫じゃないわけがなかろう。

　実際、念ねん願がん叶かなってやっとバイトの日に取り憑いたほのかは、俺の予想通り、すぐにその平へい凡ぼんさに失しつ望ぼうしてしまった。焦じらされた分、ほのかの中で無む駄だに期待が高まっていたようなので、余計に落らく差さが大きかったのだろう。

　紅べにのようにバイト中ほとんど寝て過ごすようなありさまで、もう行かなくていいとの言げん質ちまでいただいた。彼女と赤あか坂さかを会わせないようにするのは、これから先はもう難むずかしくない。

　料理を作ってくれるよう頼たのむ必要もなくなるため、郁いくと初はつ希きもきっと機き嫌げんを直してくれるだろうし。もう万ばん々ばん歳ざいである。

「瞳とう子こさんも、今日きようくらいは一いつ緒しよに喜んで下さいよ」

「いや喜んではいるっすよ？　もちろん」

　頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、瞳子さんは頷うなずく。しかしそう言いながらも、彼女の表情はどこかすっきりしない。

「ただ……、ほのかさんの様よう子すが、何か気になるんすよね」

「ほのかの……ですか？」

「はい。ここ数日、いつもより元気がないっぽかったんすよ。妙みようにぼーっとしてる感じで」

「へっ？　昨日きのうだけじゃなくて、ですか？」

　あいつを避さけるのに必死だったせいか、全ぜん然ぜん気付いてなかった。

　バイトが始まる直前くらいから普通に戻っていたので気にしていなかったのだけど、これはこれで対応を考えておいたほうがいいのか？

「うーん、何か心当たりとかってあります？」

「私は特に……。もっと付き合いの長い、他の人達に聞いてもらったほうが──」

　ふむふむと、腕組みしながら瞳子さんの言葉に耳を傾かたむけていると、

「……一人ひとりで何をやっているんですか、臼うす谷たにさん」

　背後から、氷のように冷たい声が投げかけられた。

　ぎくりと体が硬こう直ちよくし、首だけで後ろを振り返る。幻げん聴ちようであってくれという俺おれの願いは外れ、

「こんなところで独ひとり芝しば居いをして。本格的に駄だ目めになってしまったんですか？」

　いつの間にやってきたのか、ラフな格かつ好こうをした赤あか坂さかが割と近くに突つっ立っていた。眼鏡めがねのレンズに光が反射し、彼女の冷たいであろう目つきが隠かくされていたのは、せめてもの天の御ご慈じ悲ひなのかもしれない。

「え、えっと赤坂……、その、偶ぐう然ぜんだな」

「ここは私の家の近所なんですけど。偶然を装よそおい私に会いに来たんですか？　偶然ではなく運命だと答えて欲しいんですか？　ストーカーですか？」

「いやいや違うよ？　うん」

　どれもこれも本当に違うのに、動どう揺ようしてしまって上う手まく口が回らない。霊れいと会話しているところを目もく撃げきされるのが、こんなにも恥はずかしいとは思わなかった。

「では何をしていたんですか？　なにやら独りで喋しやべっていたようですけど、見えちゃいけないものでも見えるようになりましたか」

「そんなことはない……ぞ……？」

　すぐさま否ひ定ていするも、図ず星ぼしを突かれてやはり勢いが出ない。しかし赤坂もまさか本当にそうだとは思っていないらしく、怪け訝げんそうに眉まゆを顰しかめただけで、それ以上突っ込んでこなかった。よかった。

　だけどこのまま彼女に主しゆ導どう権けんを握られていては、いつかぼろを出してしまうかもしれない。

「お、俺おれはここにいるのは、石を拾ってたからなんだよ。俺は変わった石を集めるのが趣しゆ味みなんだ」

「そう…………ですか。それは結けつ構こうですね」

　先手を打ってきちんと事情を説明するのだが、赤あか坂さかはまるで気持ちのこもってない言葉を返し、一歩だけ俺から距きよ離りを取る。

　正直に話したのに態たい度どがよそよそしくなるなんて、いったいどういうことだよ。

「ではこの暑さで、より頭をやられてしまったというわけではなかったんですか」

「んなわけないだろ。俺は極きわめて正常だ」

　『より』という表現が気になったが、指し摘てきすると酷ひどい目に遭あいそうなのでスルーしておく。

「もしかして心配でもしてくれたのか？」

「ええ、当然です。臼うす谷たにさんが駄だ目めになったら、また新しくバイトを探さないといけないですから」

「だと思ったよちくしょう！」

　いかにも彼女らしい答えなのに、一いつ瞬しゆん喜んでしまった自分が悔くやしい。

「はあ……。赤坂はどこかに行く途と中ちゆうだったのか？」

「はい。図と書しよ館かんにでも行こうかと」

　テストが近いですから、と生き真ま面じ目めに頷うなずく。俺とは違い、実に真っ当な考えだ。

　見た目からすると自然な答えなのに、普段の彼女を知っていると不自然に感じられてしまうから困る。

「そういえば、昨日きのうはバイトを休んでしまってすみませんでした」

　テストの話題で思い出したのか、赤坂がぺこりと頭を下げる。

「店は忙いそがしくなかったですか？」

「大丈夫。赤坂の穴あなを埋うめようと店長が張り切ってたおかげで、むしろいつもより暇ひまなくらいだったから」

　売り上げデータを確かく認にんする店長の背中には、それはそれは哀あい愁しゆうが漂っていた。

「テスト前なんだし、休んで当然なんだ。気にすることないだろ」

「あ……。いえ、私も本当は、臼谷さんのようにぎりぎりまでバイトをするつもりだったんですけど、……昨日はちょっと、別に用事がありまして」

「ふーん、用事って？」

　何の気なしに訊たずねると、赤坂は口を開くのではなく逆に固く閉じ、下した唇くちびるを嚙かむ。

　あまり触ふれられたくない話題だったことに気付き、撤てつ回かいしようとするが、

「……前にお話した、八やつ淵ぶち高校を志望していた娘このことを覚えていますか？」

　それよりも少しだけ早く、ぽつりと赤あか坂さかは語り始める。

「あ、ああ」

「昨日きのうは、その娘の三さん回かい忌きだったんです」

「っ────！」

　続けられた言葉に、俺おれは心しん臓ぞうを直ちよく接せつ握り締しめられたような衝しよう撃げきを受け、息を飲み込んだ。瞳とう子こさんも両手で口元を覆おおい、大きく目を見開いている。

「法ほう要ようとかお墓はか参まいりとか、……気持ちの整理とか。色々やることがあって」

　固まる俺に、赤坂はまた小さく頭を下げる。儚はかない笑えみを浮かべ、

「それでは、私はこれで。臼うす谷たにさんも熱ねつ中ちゆう症しようには気をつけて下さいね」

　くるりと背中を向け、静かに立ち去っていく。

　彼女の姿すがたが見えなくなり、それからしばらく経たっても、俺は麻ま痺ひしたように身じろぎ一つできなかった。

　八やつ淵ぶち高校を志望していた娘──赤坂の亡なくなった親友の三回忌。

　それはつまり、昨日はほのかの命めい日にちであり。

　ほのかが七しち人にんミサキ──悪あく霊りようになった日だったということを意味していた。
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「……おかえり」

　まだ日が高いうちから奇き石せきの探たん索さくを切り上げ。

　俺が家に帰ると、珍めずらしく紅べにが出で迎むかえてくれた。ふああと大きくあくびをし、眠たげな目をごしごしと擦こする。

「……なにか、いい収しゆう穫かくあった？」

「ん……。今日きようはなしだ」

　紅は石の収しゆう集しゆうに興きよう味みがあるという希け有うな存在だ。俺の成果を楽しみに待っていてくれたのだと分かるが、残念ながら彼女に見せられるものはない。

　本当はいくつかいい石と出会っていたのだけれど、赤坂と会話をしたあと、それらを持ち帰る気にはなれなかったのだ。元の空あき地に転がして、手ぶらで帰ってきてしまった。

「……残念」

「次はきっと、いいのを拾ってくるよ」

　数少ないお仲間に噓うそを吐ついてしまい、申し訳わけない。いつかまた紅と二人で探しに行こうと考えていると、

「おかえりなさいませ、伊い吹ぶきさま。瞳とう子こさん」

　話し声を聞き届け、奥から郁いくがやってくる。

「ずいぶんと、お早いお帰りですね？」

「……ああ。ちょっとな」

　戻るのは夕方、遅くなるかもしれないとまで伝えていたのに、今はまだ昼前だ。彼女が小こ首くびを傾かしげるのも当然だろう。

　だけどあんなことを聞かされては、探たん索さくを続ける気分にはとてもなれなかった。そしてなにより、もっともっと大事な用件ができてしまった。

「帰ってきた理由なんだけど……。またみんなに、ほのかのことで話があるんだ」

　郁と紅べにの顔色がはっと変わる。

　そんな彼女達へ、俺おれは深く頭を下げた。

「前みたいに、俺の部へ屋やに集まって欲しい」




　それから、約一時間後。

　表面上は何でもないように装い、ほとんど味を感じられない昼ひる飯めしを済ませた俺は、自分の部へ屋やに戻った。時間差をつけ、悪あく霊りよう達もばらばらに集結する。

　郁いく。路ろ花かちゃん。初はつ希き。仁に衣い菜なさん。紅。

　計五人。今回は瞳子さんに、ほのかのひきつけ役を引き受けてもらった。

「それで、どういたしましたの？」

　全員が揃そろったところで、仁衣菜さんが間かん髪はつ入れず口を開く。一番に俺の部屋に来ていた彼女は、待ちきれないとばかりに俺に迫せまった。

「そうよ伊吹。お姉ちゃんに何でも言ってごらん」

「い、いいえっ！　妻つまである私にお聞かせ下さい」

　先を越されたことに対たい抗こうしてか、初希と郁が露ろ骨こつに自じ己こアピール。自じ重ちようしてしばらく封ふう印いんしていたはずのやりとりに、しかし俺は苦く笑しようすら返すことができなかった。

「……昨日きのうなんだけど、さ」

　一回大きく息を吸ってから、意を決して話し始める。その声はどうしても暗く、ぽつりと呟つぶやくように小さくなってしまった。

「実は、ほのかの命めい日にちだったみたいなんだ」

　息苦しさを堪こらえてそう告げると、瞬しゆん間かん、部屋は水を打ったように静まりかえった。

　全員が息を飲み、重い沈ちん黙もくが満ちる。

　誰だれもが口を閉ざし、顔色までも暗くする。しばらくの間、衣きぬ擦ずれの音すらうるさく感じるほどの静せい寂じやくが続き、

「……そう、でしたか」

「……うん…………」

「そっか。もうそんな時期か……」

　七しち人にんミサキの上位三人が、深々と溜ため息いきとともにそう漏もらす。

　紅べには目を瞑つぶっていたが、眉み間けんに皺しわを寄せ、いつものように眠っているというわけではない。仁に衣い菜なさんに至っては倒れそうなほど顔色が真まっ青さおで、声を出す余よ裕ゆうすらない様よう子すだった。

「……」

　彼女達は全員、死者であり悪あく霊りようだ。それがどうしたと返されるのではないかと正直心配していたのだが、そんなことはないようで、よかった。

　……だけど。

　郁いくや路ろ花かちゃん、それに初はつ希きの発言に、俺おれは少し──。

　いや、かなり腹が立った。

「どうして、そんなに他ひ人と事ごとなんだよ？」

「伊い吹ぶき、さん……？」

「七人ミサキは全員同じ立場の仲間なんだろ？」

　俺の態たい度どが豹ひよう変へんした理由が分からないのだろう。彼女達は困こん惑わくしている様子だったが、怒ど気きを抑おさえることはできなかった。

「あいつが──ほのかが死んだときから、ずっと一いつ緒しよにいるんだろ？　だったらどうして、命めい日にちくらいちゃんと覚えてないんだよ!?」

　ほのかに気付かれるわけにはいかないと分かっているのに、喉のどが痛くなるほど声を張り上げる。目つきは自然と鋭するどくなり、ほとんど睨にらむようになってしまった。

「そんなの、薄はく情じよう過ぎるだろ…………！」

　こんなに寂さびしいことが、あっていいものかよ。

　いったん感情を爆ばく発はつさせたことで、俺の中から怒りは薄うすれ、虚むなしさと悲しみだけが残る。立っているのも辛つらくなり、どかりと膝ひざから崩くずれ落ちるようにその場で腰を下ろした。

「……伊吹さんの仰おつしやる通りです」

「……うん」

「……そうね」

　三人は一ひと言ことも反はん論ろんすることなく、唇くちびるを嚙かみ締しめながら素直に頷うなずく。何も言い返されなかったことで、俺は余よ計けいに胸が苦しくなった。

　もやもやと、気分はどんどん憂ゆう鬱うつになり、

「……誰だれにも取り憑ついていないとき、七人ミサキはほとんどの時間を外で過ごすから」

　何もかも、全てを忘れてしまいたいと考えていると、それまでずっと黙だまっていた紅が、すすっと俺の傍そばまで滑すべり寄った。

「……日時とか曜よう日びとかを把は握あくするのは、苦手。正確に覚えておきたくても、かなり難むずかしいと思う」

「紅べに……？」

「……普通は生きてる人に取り憑ついたら、すぐに呪のろい殺すから。その日が何月何日なのか、本人以外は知っているほうが珍めずらしい」

　しっかりと俺おれを見み据すえ、いつになく饒じよう舌ぜつに語る。その声に非ひ難なんの色は含ふくまれていなかったが、責められるよりも強く、俺の頭を殴なぐりつけた。

「ごめんっ……！」

　ばっと勢いよく立ち上がり、紅へ、そして郁いく達三人へと頭を下げる。

「事情も知らずに偉えらそうなことを言って、俺が悪かった。本当にごめん」

　紅が語った七しち人にんミサキの習しゆう性せいは、以前に俺も聞かされたことのあるものばかりだった。少しでも冷れい静せいに考えていれば、自分でも気付けていたはずなのだ。

　いつもいつも、俺は考えが浅い。……なんて馬ば鹿かなんだろう。

「いいえ。今くらいの時期だったということは、私も覚えておりましたから。ほのかさんの様よう子すから、察することはできたはずなんです」

　沈み込む俺を庇かばうように、郁も自分を責める。傷の舐なめ合いをして目を逸そらすつもりはなく、何も言葉を返せずにいると、

「言い訳わけするみたいになっちゃうけど、」

　今度は初はつ希きが、重い沈ちん黙もくを破る。

「七人ミサキにとって、誰だれかの命めい日にちっていうのは、別の意味も持っているのよ」

「別の……？」

「ええ。……私達にとって命日とは、新しく仲間が加わった日。つまり、入れ替わりに先頭の人が成じよう仏ぶつした日でもあるわ」

　淡たん々たんと感情を押し殺しながら──それでも隠かくしようもなくはっきりと滲にじんでいたが──、初希は説明する。

　めでたい日でもあると言いたいんだろうか。だったらなおさら覚えておくべきだろうに。

　言い訳にもなっていないじゃないかと眉まゆを顰ひそめた俺は、

「それは同時に、長い間一いつ緒しよにいて、お世話になった仲間が、……人を、殺した日なのよ」

「っ────！」

　続けられた言葉に、またもや自分の浅せん慮りよさを痛つう感かんさせられた。

　彼女達と一いつ緒しよにいるとつい忘れそうになってしまうが、七人ミサキはそもそも、取り憑いた人間を呪のろい殺す悪あく霊りようである。

　殺された相手が新たに七人ミサキの一員となり、その代わりに先頭の一人が成仏できる。逆に言えば、自分の順番が来るまで人を呪い殺し続けなければ、成仏することはできないのだ。

　郁達は先頭の一人──成仏する悪霊がわざと姿すがたを見せ、恨うらみを一いつ身しんに買って呪い殺すという特とく殊しゆなルールで動いている。そのおかげで、七しち人にんミサキ同士の仲も悪くない。

　初はつ希きは俺おれのじーちゃんと同世代なので、少なくとも彼女と郁いく、路ろ花かちゃんの三人は、ほのかを殺した誰だれかと何十年も一いつ緒しよに過ごしていたということになる。

　いくら、成じよう仏ぶつするためとはいえ。

　親しい相手が人を殺す姿すがたなど、見たくないに決まっている。その日付だって、できることなら記き憶おくしておきたくなどないだろう。

「……やめよう。もうこの話は」

　どうしようもなく救いがない。これ以上続けていても、彼女達を傷つけるばかりだ。

「そうね。……ありがと」

　初希が小さく頷うなずき、他の四人も同意する。自然とそのまま解かい散さんする流れになり──

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　俺は慌あわてて彼女達を呼び止める。

　昨日きのうが、ほのかの命めい日にちだったこと。

　それも大事な用件だったけど、彼女達を集めた本題は、それではないのだ。

「実はさ、みんなに相そう談だんしたいことがあるんだ」

　いったん目を瞑つぶり、大きく深しん呼こ吸きゆう。それでも心しん臓ぞうは、うるさいくらいにどくどくと鼓こ動どうした。

「前とは逆になるけど、ほのかと赤あか坂さかを、……会わせてみようって、思ってる」

「はい？」「えっ？」「はあっ？」「……？」「っ──！」

　完全に予想外の言葉だったのだろう、間まの抜けた声が唱しよう和わする。目を丸くしたり首を傾かしげたり。反応はそれぞれだったが、好こう意い的てきなものは一つもない。

「ほのかに、これが夢ではなく現実だって教えてやりたいんだ。──みんなはどう思う？」

「……」

　怯ひるむことなく最後まで考えを伝えるが、しかし、返されたのは沈ちん黙もく。

　五人はしばし、お互いに無言で視線を交わし合う。やがて代表し、初希がおずおずと口を開いた。

「ねえ伊い吹ぶき、急に、どうしたの？」

　頭がおかしくなったとでも捉とらえられたのか、その目はかなり心配そうだ。

「今までずっと、気付かせないようにってしてたじゃない」

「ああ。正反対のことを言ってるって、分かってはいるんだけど……」

　せっかく平和が保たれているのに、馬ば鹿かなんじゃないかって自分でも半分呆あきれてしまう。

「でも、それじゃ駄だ目めなんじゃないかって思ったんだ」

　赤坂の。そしてほのかのために。

「……理由をお伺うかがいしても、よろしいですか？」

　またも沈黙が満ちるが、今度は先さき程ほどより長くは続かなかった。真剣な表情の郁に応こたえ、俺もしゃんと背せ筋すじを伸ばす。

「赤あか坂さかから三さん回かい忌きの法ほう要ようや墓はか参まいりに行ったって聞いて、気付いたんだ」

　これまでずっと、ちらりと考えすらしていなかったことを。

「あいつは今も、ほのかのことを想っている。ほのかの家族だってきっと、天国で幸せになってくれていると信じているんだと思う。そう願っていると思うんだ。

　なのにその想いはほのかに届くどころか、当の本人は夢ということにして、自分が死んだことさえ認めていないんだぜ？」

　死者と生者という明めい確かくな境さかいがあり、会話はおろか会うことさえできない。想いが一方通行になってしまうのは仕方がないことなのかもしれないけれど、それにしたって……。

「そんなの、悲し過ぎるじゃないか」

　せめて想われていることくらいは受け止めてほしい。知っていて欲しい。

　思いの丈たけを吐はき出し、五人の反応を待つ。

　彼女達もほのかと同じ立場なのだ。きっと俺おれの想いは通じると信じて。

「……分かりましたわ」

　最初に頷うなずいてくれたのは、意外にも仁に衣い菜なさんだった。

「わたくしは、貴方あなたに協きよう力りよくします」

「あ、ありがとうございます！」

　俺ではなくほのかのためだろうが、そんなことどうでもいい。理解してもらえた喜びに、思わず笑えみがこぼれるが──

「……」

　誰だれも、そのあとに続いてくれようとはしなかった。

　お互いに目め配くばせするでもなく、皆みなが皆、じっくりと一人ひとりで考え込む。全員すぐに賛さん成せいしてくれることを期待していただけに、自分でも驚おどろくくらい動どう揺ようしてしまう。

　今までで一番長く沈ちん黙もくは続き、

「……申し訳わけございません」

　やがて郁いくが、絞しぼり出すような声で言った。

「伊い吹ぶきさまに危険が及およばぬように、万が一に備そなえて身の安全は全力でお守り致いたします。……けれどほのかさんに真実を伝えることに関しては、協きよう力りよくすることはできません」

「そ、そんな──っ！」

「私も、同じ意見よ」

　愕がく然ぜんとする俺に、初はつ希きが追い打ちをかける。

「ほのかに伝えるときは、私も同席して絶対に守ってあげる。でも、一いつ切さい口出しするつもりはないわ」

「お姉……ちゃん……？」

「……ごめんなさい。伊い吹ぶきの気持ちも分かるけど、やっぱり賛さん成せいはできないの」

　辛つらそうに、しかしきっぱりと初はつ希きは拒きよ絶ぜつする。
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　これで連続して二人に断られてしまった。足あし下もとがぐらつくように感じながら、残った二人ふたりに目を向けると、

「……ごめんね、おにいちゃん」

「……ごめん」

　郁いくと初希と同どう様よう、路ろ花かちゃんと紅べにも頭を下げる。

　流れに合わせたという様よう子すではなく、両者とも真剣に考えて出した結けつ論ろんなのだろう。申し訳わけなさそうにはしているものの、意見を変えそうな気配はまるで感じられない。




　こうして。

　半月ほど前、第一回の対たい策さく会かい議ぎとは大きく異なり、今回の話し合いは始まる前に幕まくを閉じたのだった。
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「伊吹くん、入っていいっすかー？」

　郁いく達に協きよう力りよくを断られてから、しばらくして。

　ふて腐くされたような気分で俺おれがベッドに転がっていると、トントンと部へ屋やのドアがノックされた。ぶっきらぼうに「どうぞ」と応こたえると、律りち儀ぎにドアを開いて瞳とう子こさんがやってくる。

　他の連中は壁かべをすり抜けるのが基本なので、そういう入室方法をされるのはかなり珍めずらしい。ほのかを始め、ノックすらしないやつも多いし。

「あー、もう誰だれも残ってなかったんすね」

　部屋を一周見渡し、瞳子さんはぺしんと額ひたいを叩たたく。

「何人かリビングに戻ってきたから来てみたんすけど……。話し合い、そんなに早く終わったんすか？」

「……ええ。早かったですよ」

　彼女にそんなつもりは毛もう頭とうないだろうが、皮ひ肉にくられているように感じられ、余よ計けいに口く調ちようはなげやりになる。

「俺に協力するって言ってくれたの、仁に衣い菜なさんだけでしたからね。ほのかにどうやって現実だと認めさせるか話し合えるような状じよう況きようじゃなかったんで、今日きようはもう解かい散さんしたんです」

「……なるほど。了りよう解かいっす」

　雑ざつな説明に、瞳子さんはほうと息を吐つき、

「やっぱり、そうなったんすね」

　やけっぱちな気分の俺でも、聞き流せない感想を漏もらす。

「やっぱりって……。もしかして瞳子さん、こうなるって分かってたんですか？」

「分かってたってほどではないっすけど、……私も、同じ意見っすから」

「………………」

　たははと場を和なごませるように愛あい想そ笑い。彼女はみんなを集めるのに協力してくれたのもあって、正直言って半分期待していた。勝手に裏切られたように感じてしまい、かなりショックが大きい。

　郁。路ろ花かちゃん。初はつ希き。紅べに。瞳子さん。

　これで六人中五人に拒きよ絶ぜつされてしまった。普段だったらむしろ、俺に協力的な面子メンツばかりだというのに。

　最初からベッドに転がっていなければ、たとえそこが野外であっても、その場でふて寝していたことだろう。

「俺の意見って、そんなに間ま違ちがってますか？」

　ただ喋しやべるだけでも苦しいくらい胸は重く、これ以上否ひ定ていされるのも怖い。

　それでも、どうしても訊きかずにはいられなかった。

「残された家族や友達の想いを受け止めて欲しいって願うのは、そんなに駄だ目めなことなんですか？」

　俺おれはまだ祖そ父ふ母ぼも全員健けん在ざいで、親しい人が亡なくなった経けい験けんはない。

　だけどもしそうなったときのことを考えると、──とてもじゃないが、やりきれない。

　けれど彼女達五人には、その想いは届かなかった。欠片かけらも期待することなく、絶ぜつ望ぼうしながら声を絞しぼり出し──

「別に間ま違ちがってないと思うっすよ」

　予想外の言葉に、俺は耳を疑った。

　鉛なまりのように重かったはずの体が反射的に動き、がばっと上半身を起こす。まるで睨にらむように瞳とう子こさんを見やると、

「間違ってるなんて、私は一言も言ってないっす」

　どこか脳のう天てん気きな口く調ちようで、彼女は微び苦く笑しようを返した。

　何度か瞬まばたきを繰くり返すが、ゴスロリ姿すがたの少女は撤てつ回かいしようとはしない。噓うそでも冗じよう談だんでもないようだが、……俺はまだ、信じることができなかった。

「じゃ、じゃあ、なんで協きよう力りよくしてくれないんですか？」

「それなんすけど……」

　うーんと唸うなり、瞳子さんは弱々しく笑う。

「伊い吹ぶきくんの意見って、生きている側がわの主しゆ張ちようなんすよね」

「生きている……側……？」

　首を傾かしげる俺に、彼女は深く頷うなずく。

「はいっす。楽しく暮らせてますし、普段はあんまり意い識しきしないようにしてるっすけど……、死んでるって事実は、やっぱり辛つらいんすよ。悲しいんすよ。

　自分のことを整せい理りするだけでも精せい一いつ杯ぱいなのに、家族や友達の想いを受け止めろ！　って言われても……。どうしても重たく、潰つぶされるように感じちゃうんすよね」

「そんな──」

「死んでただでさえ苦しいのに、もっと荷物を背せ負おえって言われてるみたいで」

「っ……！　………………」

　瞳子さんの疲れたような微笑ほほえみに、俺は反はん論ろんの言葉を飲み込んでしまう。

　死んでからも残された者に想われている。それは死者にとって慰なぐさめであり、喜ばしいことだとばかり俺は考えていた。疑ってもいなかった。

　それすらも、生きている人間の傲ごう慢まんだというのか。

「ほのかさんのように、今を夢だと捉とらえて過ごすことができれば。それはそれで幸せだと想うんすよ」

「……そんなの、ただの現げん実じつ逃とう避ひじゃないですか」

　憧あこがれのこもった口調に、つい非ひ難なんするように言ってしまう。けれど瞳子さんは気を悪くすることなく、

「現げん実じつ逃とう避ひしちゃ、駄だ目めなんすか？」

　穏おだやかに、平へい然ぜんと問い返す。

「伊い吹ぶきくんの言いたいことも理解できるっすよ。現実逃避なんかしてても、その先に未来はないっす」

「っ！　じゃあ──」

「でも、」

　初めて同意されたことで意気込む俺おれに、

「私に──。私達七しち人にんミサキには、そもそもその未来がないんすよ」

　瞳とう子こさんは決定的な事実を突つき付ける。

「あっ…………！」

「だったら夢を見続けられたほうが、幸せなんじゃないっすか？」

「……」

　そんなのは間ま違ちがっていると、感情では訴える。

　けれど否ひ定ていの言葉は一つも出てこなかった。正しいとは思わないけど、……強引に否定できるほど、強い信念が俺にはない。

　それどころか最後に残っていた僅わずかな気力が、俺の中で砂すなのように崩くずれ落ちていく。

「ほのかに現実を認めさせるの、諦あきらめることにします」

　なにもかもが嫌いやになり、またベッドにごろんと寝転がる。ぼんやりと無気力に天てん井じようを見上げていると、

「へっ？　やめちゃうんすか？」

　意外そうに目を丸くして、瞳子さんが顔を覗のぞき込んでくる。ちょっと……いやかなりイラッとした。

「……やめろって言ったの、瞳子さんじゃないですか」

「そんなこと、私は一言も言ってないっすよ？」

　きょとんとしながら、彼女はぶるぶると首を振る。

「協きよう力りよくするつもりはないっすけど、反対するつもりもないっすから」

「…………はいっ？」

「他の皆みなさんも、そう言ってたんじゃないっすか？」

「……………………あ、」

　言われてみれば確かに。賛さん成せいできないとは言われたけれど、誰だれも反対はしていなかった。

「ど、どうしてっ！」

「きゃっ──!!」

　腹ふつ筋きんをフル活用して再び上半身を起こすと、お互いの顔がぶつかりそうになり、瞳子さんは慌あわてて後ろに下がった。

「きゅ、急にびっくりするじゃないですか！　もう……」

「そんなことはどうでもいいですから！」

　俺おれが大声を出すと、耳まで赤くしていた彼女は「そんなことって……」と呟つぶやく。唇くちびるを尖とがらし、拗すねるような目で俺を見やった。

「……何が訊ききたいんすか？」

　素すではなく、元の下したっ端ぱ口く調ちように戻る。素に戻っていた喋しやべり方が変化したわけで、妙みようにややこしく思ったが今はどうでもいい。

「どうして反対しないんですか？　夢を見ていたほうが幸せだって、瞳とう子こさんは思ってるのに」

「これも言いましたけど、伊い吹ぶきくんの気持ちも分かるからっすよ」

　不ふ機き嫌げんだった瞳子さんの表情が、ふっと緩ゆるむ。

「私達にだって、生きていた頃ころがあるんす。伊吹くんと同じ気持ちを抱いだいていたことがあるんすよ。それに死んでからも家族や友達が自分のことを想ってくれているのって、……やっぱり嬉うれしいっすから」

　優やさしく微笑ほほえみ、眩まぶしそうに目を細ほそめた。

「だから私は、反対も賛さん成せいもしないんすよ。伊吹くんは自分の判はん断だんで、好きなように行動すればいいっす」

「瞳子さん……」

「悩なやむのも後こう悔かいするのも、生きている人の特とつ権けんなんすから。死んじゃったらもう、全部が無意味になるっすよ」

　儚はかなく、泣いてしまいそうな顔で。己おのれの境きよう遇ぐうを嚙かみ締しめながら、瞳子さんは俺の背中を押してくれる。

「……はいっ!!」

　彼女の言葉がじんわりと俺に染しみ込み、家中に響ひびきそうなほどの大声で応える。

　ほのかを夢から覚さますのがいいことなのか悪いことなのか、俺には判断できない。どれだけ考えても、自信を持って言えるようにはならないと思う。

　だけど。

　このまま何も行動を起こさなければ、俺は確実に後こう悔かいする。

　それだけは、唯ゆい一いつはっきりしていた。
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　ほのかに現実を告げると決意した、翌よく日じつのお昼過ぎ。

　俺おれは早さつ速そく、ほのかをリビングに呼び出していた。

「……センパイ、何かあったの？」

　この場にいるのは、俺と彼女を含ふくめて計八人。つまりは結局、協きよう力りよくを約束してくれた仁に衣い菜なさん以外も全員立ち会っていた。

　俺を守ってくれるために。またはどうなるのかを見守るために。

　七人の気き合あいや不安、緊きん張ちよう感かんなどが混じり合い、部へ屋やは一いつ種しゆ異い様ような雰ふん囲い気きに包まれている。唯ゆい一いつ事情を知らないほのかにも、それは伝わってしまったようだ。

　無む駄だに話を引き延ばしても、彼女を身み構がまえさせるだけだ。前置きなど取っ払ぱらい、俺はいきなり本題に入ることにした。

　携けい帯たいを取り出し、とある一枚の画像を表示させる。

「まずは、これを見てくれないか？」

「いいけど……？」

　きょとんとするほのかへ、はっきり見えるよう携帯の画面を突つき付ける。

　真ま面じ目めな顔でダブルピースする、赤あか坂さかの写真を。

　ほのかが死んでからの二年間、時が止まった彼女とは違い成長を続けている赤坂は、今の状じよう況きようが夢ゆめではない決定的な証しよう拠こだ。

　当の本人に直ちよく接せつ会わせるのが一番手っ取り早いのだけれど、ほのかが現実を認めた場合、どうなってしまうか分からない。万が一に備そなえて誰だれかが護ご衛えいに付く必要がでてくるわけだが、七しち人にんミサキの面めん々めんが複ふく数すうで行動すると、それはそれで霊れい障しようの問題がある。

　それらを解かい消しようするため、次じ善ぜんの策さくとして赤坂の現在の姿すがたを見せることにしたのだ。画が像ぞうは今日きようの朝一番で彼女に会いに行き、お願いして撮とらせてもらった。

　ポーズに関しては、赤坂が自主的にやったもの。普通に笑ってくれれば、俺としてはそれで十分だったんだけど。

「こ、これって……！」

「ほのかの親友だった、赤坂の──、赤坂晶あきらの写真だよ」

　食い入るように画面を見つめるほのかへ、落ち着いた声で告げる。

「これが今の赤坂の姿だ。ほのかが知っている頃ころとは、変わってるんじゃないのか？」

「……」

「二年分。お前が夢を見ているんだと自分に言い聞かせているのと同じだけの時間で、赤坂は成長しているんだ」

　俯うつむいてしまい、ほのかがどんな表情をしているのかは分からなくなる。以い降こうはぴくりとも動かず、反応らしい反応は一つもない。

　それでも彼女に届いているのだと信じ、俺は言葉を続ける。

「現実を認めるのが怖いのは分かる。俺おれなんかが想そう像ぞうするより、もっともっと辛つらいんだと思う。だけど目を逸そらすのは、ここまでにしないか？」

　どんなに辛くても、ほのかは一人ひとりきりじゃない。彼女には同じ立場の仲間が、六人も傍そばにいるのだから。

「ほのか。これは夢ゆめなんかじゃない。お前はもう、……死んでいるんだ」

　大きく深しん呼こ吸きゆうして、はっきりと告げる。

　躊ちゆう躇ちよするなと事前に覚かく悟ごしていたのに、どうしても声は震ふるえてしまう。張り裂さけそうなほどに胸が苦しくなるが、本当に苦しいのは俺ではなくほのかだ。甘えるなと自分を叱しつ咤たし、一息で最後まで言い切った。

「っ……」

　ずっと彫ちよう像ぞうのように動かなかったほのかの肩が、びくっと微かすかに揺ゆれる。

　どれだけ時間がかかろうとも、俺は彼女が答えを出すのを、じっと待とうと決める。俺だけでなく郁いくや路ろ花かちゃん、初はつ希き、仁に衣い菜なさん、それに紅べにと瞳とう子こさん、全員が一心にほのかを見つめ、心配そうに見守る中、

「──────────ふふっ」

　ツインテールの少女は、俯うつむいたまま小さく声を漏もらした。

　明るく、楽しそうに笑う。

「ほ、ほのか……？」

「ふふっ…………あはっ……あははははははっ──」

　その笑い声は次し第だいに大きくなっていき、部へ屋や全体に不ぶ気き味みに響ひびき渡った。

　圧あつ倒とうされたように誰だれも言葉を発することができず、ただただ見つめる視し線せんの先で、ほのかは腹を抱かかえて笑い続ける。

「はっはっはっ──。はあ………………」

　最後に大きく息を吐つき、彼女は九十度に折れ曲がっていた腰を真まっ直すぐに伸ばす。ゆらりと首を揺ゆらし、半笑いで俺を見やった。

「……やだなーセンパイ」

　楽しげなものから苦にがみが混じったものへと、笑えみの種しゆ類るいを変える。

「面おも白しろい冗じよう談だんだね。笑いすぎてお腹が痛くなっちゃったよ」

　実際に片手でへその辺りをさすりながら、もう片方の手で目め尻じりを拭ぬぐう。

　そのせいで涙なみだが浮かんだのだと、強きよう調ちようして見せつけるかのように。

「あっきーのことよく知ってたね！　前に話したことあったかな？」

「……。それは、」

「けっこう人見知りするはずなのに、よく写真撮とれたねっ」

「ほのか、俺の話を──」

「成長予想まで簡かん単たんにできるなんて、いやー最近の画が像ぞう加工技術は凄すごいなー」

　あっきーというのは赤あか坂さかのあだ名だろう。声を弾はずませ次々と疑問を投げかける──ようにしながら、けれどほのかは答えを求めることなく、むしろ遮さえぎりながら一方的に喋しやべり続ける。

　俺おれに説明する暇ひまを与えまいとして、片かた時ときも途と切ぎれることなく。

「それであっきーったら──」

「ほのかっっっっっ!!」

　虚むなしい言葉の羅ら列れつをとても聞いていられず、俺は腹から大声を出す。恫どう喝かつするようでかなり気分はよくなかったが、他にやめさせる方法を思い浮かばなかった。

　窓まどガラスがビリビリと震ふるえ、周りにいた数人が小さく悲ひ鳴めいを上げた。そうまでした甲か斐いがあって、狙ねらい通りほのかも口を閉ざす。さらにそれに加えて表情まで消してしまった。

　たった一人ひとりが喋しやべるのをやめただけだと思えないほど、部へ屋やはしんと静まり返る。

　俺の叫さけび声なんかより、よほど耳が痛い。静せい寂じやくを破は壊かいするのにはかなり勇気が必要だったが、このまま黙だまっているわけにはいかない。

　頰ほおを叩たたいて気き合あいを入れ直し、

「ほの…………っ！」

　呼びかける言葉はしかし、すぐに途切れてしまう。

　黒いオーラを漂わせ、ほのかが恨うらめしげに俺を睨にらみつけたのだ。勝手に体が怯おびえ、喉のどを握り潰つぶされたように声が出せなくなる。

「伊い吹ぶきさんっ──！」

「伊吹っ!!」

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのこと。

「どうしたの？　センパイ」

　郁いくと初はつ希きが俺の前に立ち塞ふさがったときには、ほのかはもういつもの彼女に戻っていた。にこやかに、無む邪じや気きに白い歯を見せる。

　まるで見み間ま違ちがいだったかのようだが、……俺がそう錯さつ覚かくすることは微み塵じんもなかった。

　笑顔のほのかを前にしていても、全身くまなくびっしょりと冷ひや汗あせをかき、総そう毛け立ったまま収おさまりそうな気配はない。

「あ……、あの…………」

　それでも恐きよう怖ふを堪こらえて説せつ得とくを続けようとするのだが、俺の体は言うことを聞いてくれなかった。歯の根が合わず、しっかりと発音することすらできない。

　喋ろうとしては失敗して。いつまでもそんなことを繰くり返していると、

「──そうだ、」

　笑えみを保ったまま、ほのかがわざとらしく手を叩たたく。

「ボク、読みたい漫まん画ががあるんだった。用がないんだったら、もう行くよ」

　警けい戒かいを続ける郁いくと初はつ希きを無視し、俺おれへとそう声をかける。日常と何ら変わりのない口く調ちように、俺の中で恐きよう怖ふがまた膨ふくらんだ。

「じゃあね、センパイ」

「あっ──、ま、待って…………！」

　慌あわてて手を伸ばすが、その背中はあまりにも遠い。

　すっと壁かべをすり抜け去っていく彼女を、俺は引き留とめることができなかった。
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　どうしてこうなってしまったんだろう。

　七月の昼過ぎだというのに、妙みように寒さむ々ざむしい空気の漂うリビング。ほのかの説せつ得とくに失しつ敗ぱいした俺は、どっかりと手近な椅い子すに座り込んでいた。

　脚あしに力が入らず、尻しりではなくほとんど腰で座るような感じにずり落ちてしまうが、正す気にもなれなかった。がくんと首を倒し、天てん井じようを見上げる。

　……あのあと。

　消えたほのかを真っ先に路ろ花かちゃんが追いかけ、初はつ希きもそれに続いた。他の四人はそのまま残っていたが、誰だれ一人ひとりとして口を開こうとせず、場の空気は最悪だった。

　ちょっと前までは、和わ気き藹あい々あいとして楽しく賑にぎやかだったはずなのに。

　ほのかに現実を直ちよく視しさせようとさえしなければ、その空間は今も保たれていたはずだ。本当のところはどうだか分からないが、少なくとも、表面上は。

　俺がやったのは、ただの余よ計けいな真ま似ねだったんだろうか。そう思いたくはないけど、現げん状じようではそれを否ひ定ていできない。

　独ひとりよがりの行動で、七しち人にんミサキ──ほのか達の関係に、ヒビを入れてしまった。俺との間に至っては、二度と修しゆう復ふくできない可か能のう性せいが大きい。

　やってよかったと思える要よう素そは、今のところゼロだ。

「……。俺、部へ屋やに戻るよ」

　このまま俺がここにいては、郁いく達も居い心ごこ地ちが悪いだろう。一言そう告げると、俺は逃げるようにリビングを出た。

　とぼとぼと廊ろう下かを歩き、自分の部屋へと戻る。

　ばたんとベッドに倒れ込み、そのままうつ伏ぶせで寝ね転ころぶ。いっそ全てを忘れて眠ってしまいたかったが、睡すい魔まはまるで襲おそってこなかった。ごろごろと右左へ無意味に転がり、遂ついにはベッドから転がり落ちてしまう。

　なんか、そうしたい気分だったのだ。

「痛いてえ……………………………………………………っっっっっっ!!」

　床ゆかで仰あお向むけになった俺おれは、ずっと半開きだった目を大きく見開く。

「……何をしていますの」

　全く予想外のことに。

　ほとんど垂すい直ちよくに俺を見下ろす、仁に衣い菜なさんと目が合ったのだ。

「えっ──、い、いつの間にここに来たんですか!?」

「いつも何も、最初からですわ。貴方あなたがリビングを出たときから、わたくしはずっと後ろにいましたもの」

「あ……。そうだったんですか…………」

　全ぜん然ぜん、これっぽっちも気付いていなかった。誰だれにも見られていないと思っていたので、顔から火が出そうなほど恥はずかしい。

　というか仁衣菜さんは真まっ直すぐに立った状じよう態たいで浮いているので、俺は現在、かなり急な角度で彼女を見上げているのであります。ストッキングに包つつまれた脚あしの付け根付近まで視し界かいに飛び込んでおり、心しん拍ぱく数すうは一気に高まった。

「いつまで寝ね転ころんでいるつもりですの？」

「そそそそそうですね、すみませんありがとうございます！」

　はっとして立ち上がり、俺はしゃきんと気を付けする。そのまま流れるように、彼女に対してびしっと敬けい礼れいした。

「……？　どうしましたの？」

「い、いいえっ！　何でもありません！」

　無む意い識しきのうちに体が動いてしまったのだ。理由は分かるが説明するわけにはいかず、俺は誤ご魔ま化かすように意味もなく口くち笛ぶえを吹いた。

「仁衣菜さんこそどうしたんですか？　わざわざ俺についてくるなんて？」

　さらに矛ほこ先さきを逸そらそうとするの半分、純じゆん粋すいに疑問半分で訊たずねてみると、

「そんなの、ほのかさんの話をするために決まってますわ」

「っ──!!」

　硬かたい表情で返され、俺は息を飲み込んだ。

　一いつ瞬しゆんで体から熱が消え去り、逆に芯しんから冷たくなる。

「ほのかの……ですか…………」

　何てことをしたんだと、非ひ難なんをしに来たのだろう。どんな罵ば倒とうでも甘んじて受け入れようと覚かく悟ごを決め、

「次はどう説せつ得とくするつもりですの？」

「それは──、…………。へっ……？」

　また背伸びして姿し勢せいを正していた俺は、まるで想そう定ていもしていなかった問いかけに、間まの抜けた声を返してしまった。

「つ、次って？」

「次は次ですわ。……貴方あなた、まさかとは思いますが、たった一回でほのかさんを説せつ得とくできるとでも思っていましたの？」

　俺おれの鈍にぶい反応に、仁に衣い菜なさんはくっきりと眉み間けんに皺しわを寄せる。腰に手を当て、やれやれと嘆たん息そくした。

「どれだけ甘く見ているんですの。呆あきれてものも言えませんわ」

「……すみませんでした」

　一言も反はん論ろんすることができない。完全に図ず星ぼしだった。

　今の今まで、俺は半分心が折れてしまっていた。ほのかを説得できなかったと、勝手に結けつ論ろん付けていたのだ。

　チャンスは一度きりだなんて、誰だれも言っていないのに。

　彼女の気持ちを考えれば、簡かん単たんに説得できるわけがないというのは明めい白はくじゃないか。なのにたった一回で諦あきらめてしまうなんて、馬ば鹿かか俺は。傲ごう慢まんにもほどがあるだろ。

　ほのかの立場からしたら、自分が死んでいる証しよう拠こをどんなに示されても、絶対に認めたくないに決まっている。

　……いや。認めないのではなく、あれは──。




「ありがとうございます」

　しばらく考えを整せい理りし、これからどう行動すべきか決意した俺は、感かん謝しやを込めて深々と頭を下げた。

「仁衣菜さんのおかげで、諦めずにすみました」

「……別に。お礼れいを言われるようなことではありませんわ」

　けれど彼女は腕組みし、ふんと顔を背そむける。男嫌ぎらいなのは分かっているけど、お礼の言葉くらいはちゃんと受け取ってくれてもいいのに。

「俺のためではなく、ほのかのためですもんね」

　ならばと話を合わせると、

「……え、ええ……」

　仁衣菜さんは浅く頷うなずき、目を伏ふせるようにして視し線せんを下ろす。ぐっと血が出そうなほど唇くちびるを嚙かみ締しめ、

「──いいえっ！　そうではありませんわっ!!」

　急に大声で叫さけび、豊かな金きん髪ぱつを振り乱して激しく首を左右に振った。

「に、仁衣菜さん……？」

「違う……違うんですの…………！」

　驚おどろいて声をかけるが、果たして彼女の耳に届いているのか。スピードこそ緩ゆるまったものの、弱々しく首を振り続ける仁に衣い菜なさんは、俺おれの呼びかけに応えようとしない。

　まるで自分を責せめるかのような顔で、固く目を瞑つぶったまま。

　おろおろするばかりで俺はどうすることもできず、どれだけ時間が経たっただろうか。

「……わたくしは、」

　力なく自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、仁衣菜さんが小さく呟つぶやいた。

「わたくしは貴方あなたにお礼を言っていただけるような、そんな立りつ派ぱな人間ではありませんの」

　俺の目を見つめ、震ふるえる声で告げる。初めて見る気弱な表情で、背せ筋すじはどこも曲がっていないはずなのに、俺より年下の少女のように錯さつ覚かくさせられた。

「そ、それはどういう──」

「伊吹さん」

　発言の意味を問い質たださずにはいられなかったが、仁衣菜さんはそれを遮さえぎり、初めて俺を名前で呼んだ。

「次にほのかさんを説得するとき、また全員を集めていただけませんか？」

「い、いいですけど……」

「ありがとうございます」

　反はん論ろんの余よ地ちのない真剣な声と表情で、仁衣菜さんはしっかりと頷うなずく。

「わたくしもほのかさんに──。全員に、お話しなければならないことがあります」





＊






　以前にも触ふれたと思うけど、七しち人にんミサキは基本的に食事をしない。

　だけれども俺が家でご飯を食べるときは、彼女達も全員集合するのが、自然と習しゆう慣かんになっていた。

　ただ集まるだけで、食べるのは俺だけ。なのでその必要はないのだが、せっかく一いつ緒しよに住んでいるのだ。一人ひとりよりも大人数のほうが、食事は美お味いしいし。初めの頃ころは俺だけ飯めしを食うという状じよう況きように居い心ごこ地ちの悪さを覚えたものだが、今ではもう慣れたものだ。

　ほのかの説得に失敗した日の夕食。集まるという習慣はルールとして決めたものではないので、彼女は来ないのではないかと心配していたのだが、普通にその姿すがたを見せてくれた。

「おっ？　今日きようの夜ご飯は冷しゃぶかー。やっぱり暑い時期にはこういうのがいいよね！」

　ほんの五、六時間前のやりとりを、まるで気にしていないかのように。

　ただの邪じや推すいではなく、実際にそういうアピールでもあるんだと思う。普段から元気が過か剰じよう気ぎ味みなほのかだけれど、今日きようはいつもより、さらにテンションが高めに感じられた。

　無理をさせてしまい、胸が痛い。

　昼のやりとりをなかったことにするという、ほのかの演技に乗っかってしまえば。そうすれば楽になると心のどこかで訴える俺おれもいたが、その誘ゆう惑わくに負けるわけにはいかない。爪つめで皮ひ膚ふを突つき破りそうなほど強く拳こぶしを握り、気き合あいを入れ直す。

　俺はこれから、彼女にもっと過か酷こくなことをしようとしているのだ。

「……なあ、ほのか」

　夕食の後にしようかとも思っていたけど、どうせ食欲はない。食べている途と中ちゆうで逃げられても困るので、すぐに本題を切り出すことにした。

「お前に話があるんだけど」

「……ん。なに？」

　気にしてないように振る舞まっていたのは、やはり演技なのだろう。一ひと呼こ吸きゆう置いて、ほのかが頷うなずく。

　その表情は笑顔のままだったが、頰ほおはありありと強こわ張ばっていた。

「昼の話の続きを、ちゃんと聞いて欲しい」

「昼？　お昼に何か話したっけ？」

「……お前がもう、死んでるって話だよ」

「あーあーそれね。その設せつ定ていまだ続いてたんだー」

　どうしても声が暗くなってしまう俺とは対たい照しよう的てきに、ほのかの声は明るく、どこまでも軽い。適てき当とうに相づちを打ってばかりで、真ま面じ目めに話を聞く気がないのはあからさまだった。

　素直に耳を貸してくれるとは、俺も思っていなかったけど。

　たったの数時間ではなくきちんと冷れい却きやく期間を置けば、ほのかも自分の中で感情を整せい理りしてくれるかもしれない。そう考えなくもなかったけど、彼女はもう丸二年、己おのれの『死』を否ひ定ていし続けているのだ。その可か能のう性せいはかなり低いだろう。

　それよりも日を改めたことで、俺がまたこの話を持ちかける勇気がなくなってしまう危険性のほうが、よほど高かった。時間が空あけば空くほど、より難むずかしくなっていくし。

「そんなことより、早くご飯はん食べたら？　一いつ緒しよにゲームでもしようよー」

「……ほのか。もういいよ」

　とぼけ続ける彼女を遮さえぎり、静かに首を振る。

　赤あか坂さかの写真のような、新たな物ぶつ証しようはない。説せつ得とく材ざい料りようは増えていなかったが、そんなの必要なかった。

「本当は、自分でも分かってるんだろ？」

「……何を言ってるの？　センパイ」

　口元を笑えみの形に固定したまま、ほのかは声の温度を氷ひよう点てん下かまで下げる。細ほそめられた瞳ひとみは話題を変えろと言げん外がいに語っていたが、俺はその脅おどしに屈しない。

「これが夢ゆめではなく現実だってこと。七しち人にんミサキに殺され、もう死んでるってことをだよ」

　声を荒げるのではなく、落ち着いて、言い聞かせるように告げる。

　途と端たんにほのかはすっと表情を消し、鋭するどく怒ど気きを放つ。郁いくと初はつ希きがまた間に立ち塞ふさがってくれようとしたが、それを片手で制する。

「伊い吹ぶきさん!?」

「いいから。下がっていてくれ」

　俺おれは今、確実にほのかを傷つけている。これからもっと辛つらいことを言おうとしているのだ。

　なのに自分は安全に守ってもらおうなんて、そんなの都つ合ごうが良すぎる。

「ほのか。一昨日おとといはすまなかった」

　まずは筋すじを通さねばと、彼女へ頭を下げる。

「命めい日にちなのに無む理り矢や理り連れ出したりして、ごめん。知らなかったとはいえ、俺が悪かった」

「あっ……！」

　俺を睨にらむほのかの瞳ひとみが、小さく揺ゆれる。

　以前、命日をきちんと把は握あくしていなかったことで郁達に腹を立てたけど、俺のほうがもっともっと質たちが悪い。完全に自分の都つ合ごうのため、渋しぶる彼女を強引に取り憑つかせたのだから。

　……そして。

　一昨日に限ってほのかが乗り気でなかったことが、これが現実なのだと理解しているなによりの証しよう拠こだった。

「自分の命日だって自じ覚かくしてるから、あんなに様よう子すがおかしかったんだろ？　もし本当に夢だと思ってるなら、そんなこと気にする必要ないからな」

「そんな──っ！　こと…………」

　口では否ひ定ていしようとするものの、それすら半はん端ぱに終わる。ほのかが自分を騙だましきれていないことは明白だった。

「俺がバイトしてるコンビニで、赤あか坂さかも働いてるんだ」

　目を泳がせる彼女へ、俺は言葉を続ける。

「赤坂からほのかの話を聞いて、二人ふたりを会わせちゃ駄だ目めだって思った。ほのかがこれが夢ではなく現実なんだって気付いて、自や棄けを起こすのが怖かったんだ」

　己おのれの保ほ身しんだけで頭がいっぱいで、ほのかと赤坂の気持ちなどこれっぽっちも考えなかった。

　突とつ然ぜん死に別れてしまった親友なのだから、会いたいに決まっているのに。ならばせめて、今からでもそれを伝えなくては。

「二年経たった今でも、赤坂はお前のことを想っている」

「っ……！」

「一昨日ほのかをコンビニに連れて行ったのは、珍めずらしく赤坂がバイトを休みだったからなんだ。お前の命日に、墓はか参まいりに行ってたんだよ」

　どんなに俺が頭を捻ひねって策さくを練ねるよりも。結局は、それが引き金となった。

「あ……あっきぃ…………!!」

　顔をくしゃくしゃにして、ほのかが嗚お咽えつを漏もらす。宙に浮かぶのをやめ、ぺたんと床ゆかに座り込んだ。

　七しち人にんミサキ──世にも恐ろしい悪あく霊りようの姿すがたは、もうどこにも見当たらない。そこにいるのは中学二年生で時が止まってしまった、ただの女の子だった。

　これでもう、ほのかはちゃんと現実を認めることだろう。

「ううう……あっきぃぃい…………」

　ぼろぼろと涙なみだを流しながら、ほのかは親友の名前を呼ぶ。彼女に触ふれることができず、見守る以外何もできない自分が無む性しように歯は痒がゆかった。

「ほのかちゃん……」

　同じく傍ぼう観かんに徹てつしてなどいられなかったらしく、路ろ花かちゃんがほのかの傍そばへと駆かけ寄る。優やさしく微笑ほほえみながら、そっと手を伸ばし──

「申し訳わけありませんっっっっ!!」

　肩に触ふれる直前。突とつ然ぜんの大声が、部へ屋や中じゆうの動きを止めた。

　悲ひ痛つうとしか呼べない叫さけびを上げたのは、仁に衣い菜なさんだった。誰だれもが呆あつ気けに取られ、ほのかすら泣くのをやめ、鼻をぐずらせながら彼女へと目を向けた。

　この場にいる全員の注目を集め、

「申し訳ありません、ほのかさん……っ！」

　苦く悶もんの表情を浮かべた仁衣菜さんが、再度謝しや罪ざいする。

「仁衣菜……ちゃん……？」

　どうして謝あやまられたのか見当も付かないのだろう、困こん惑わくしたほのかが眉まゆを寄せる。名前を呼ばれた仁衣菜さんは、怯おびえるようにびくっと過か剰じようなほど大きく震ふるえ、浅く長い呼こ吸きゆうを繰くり返して息を整える。

　何度も顔を背そむけそうになりながら、それでも真まっ直すぐにほのかを見つめ、

「ほのかさん。わたくしは貴女あなたに、……謝らなくてはいけないことが……あります」

　息継つぎを挟はさみ挟み、らしからぬ弱々しい声で告げた。

「謝らなくちゃ……いけないこと……？」

「……はい」

　ぽかんと鸚鵡おうむ返しするほのかへ頷うなずき返し、しかし仁衣菜さんはすぐにその説明をしようとしない。ぱくぱくと口を開いては閉じ、どうしても最後の一歩を踏ふみ出せない様よう子すだった。

　ほのかに──全員に話があると、事前に彼女は言っていた。つまりはこれが、その用件なのだろう。

　仁衣菜さんがいなければ、俺はほのかの説せつ得とくを諦あきらめていたかもしれない。だったら今度は俺が役に立つ番だ。

「仁衣菜さん」

「っ！」

　声をかけると、仁に衣い菜なさんははっとこちらに顔を向ける。目と目が合った彼女へ、俺おれは何か具体的なことを言うのではなく、黙だまって頷うなずいた。

　何を考えているのかは知らないが、ほのかへ伝えるべきことは、彼女の中でもう固まっているに違いない。だったらその背中を押してやれば、それで十分だ。

　俺の意い図とを汲くみ取ってくれたのだろう、仁衣菜さんは瞼まぶたを伏せ、小さく会え釈しやくする。瞳ひとみに決意を湛たたえ、再びほのかへと向き直った。

「ほのかさん……、」

　目線を固定したまま、大きく深しん呼こ吸きゆう。またもお見合いになってしまうのかと一いつ瞬しゆん心配になるが、それは杞き憂ゆうだった。胸元で強く手を握り締しめ、

「……申し訳ありません。貴女あなたがお亡なくなりになったのは、わたくしのせいなのです」

　完全に予想外な、思ってもみなかったことを言い放つ。

「へっ……？　仁衣菜ちゃん、なに言ってるの？」

　それは謝あやまられた本人も同どう様ようらしく、瞳ひとみを潤じゆん沢たくに潤うるませたまま、ぱちくりと瞬まばたきする。

「ボクを……殺し、たのは、もう成じよう仏ぶつしたオジサンだったじゃない」

「はい。直ちよく接せつ的てきにはそうですわ」

　ほのかの物言いを、仁衣菜さんは含ふくみを持たせて認める。……うーん。考えにくいけど、ほのかを狙ねらうよう、仁衣菜さんが頼たのみでもしたのだろうか？

　意味が分からず首を捻ひねっていると、「伊い吹ぶきさん、」と仁衣菜さんが俺に話を振った。

「以前、わたくし達と七しち人にんミサキの依より代しろとなっている石との関わりをお話したことを、覚えていらっしゃって？」

「あー……、はいはい、あれですね」

　紅べにを連れ、珍ちん石せき拾いに行ったときのことか。彼女がたまたま俺と同じ趣しゆ味みであったことから、七人ミサキは全員が石好きなのだと勘かん違ちがいをしてしまった。

　ほのかの場合はその依り代である石に躓つまずいたのがきっかけで、七人ミサキに取り憑つかれてしまったんだったな。

「仁衣菜さんは確か、石が祀まつられている塚つかが取り壊こわされるとき、偶ぐう然ぜん現場に居合わせていたんでしたっけ？」

「ええ。……ですが、正確にはそれは噓うそなのですわ」

　ちらりとほのかを見やり、また俺へと視し線せんを戻す。

「わたくしがそこに居たのは、本当は偶然ではありませんの。塚の取り壊しは、父の会社がやったことなのです」

「はあ、そうですか」

「……いいえ、それすらも噓ですわね。より正確には、取り壊しは父ではなくわたくしが主しゆ導どうしていましたの。工事の跡あと地ちには、わたくしがデザインしたアクセサリーのショップを建てる予定でしたから」

　そのことを悔くやむように、深く、息を吐つく。

　俺おれからすると、それがどうしたという感じなんだけど。そこまで拘こだわるような違いがあるとは思えない。

「わたくしが七しち人にんミサキの一員となったのは、ほのかさんの三ヶ月ほど前です」

　俺の疑問を察したのか、仁に衣い菜なさんは説明を続ける。

「石が祀まつられている塚つかがあった辺りは、俗ぞくに『入らずの森』と呼ばれていましたわ。駅前の一等地でありながら、近寄った者は死ぬと噂うわさされ、永らく開発に手が付けられておりませんでしたの」

「……噂は、ただの噂ではなかったんですね」

「ええ。工事に立ち会っていたことで、わたくしがその証しよう拠ことなりました」

　七人ミサキの順番からすると、仁衣菜さんの一人ひとり前は初はつ希きだ。初希は俺のじーちゃんと同どう世せ代だいなので、実に数十年ぶりの被ひ害がい者しやということになる。

「わたくしの死は、言わば自じ業ごう自じ得とくですわ。工事もすぐに中断されたのですが、塚は再さい建けんされず、……七人ミサキの依り代となる石は、適てき当とうに放られたままとなってしまいました。せっかく自然と封ふうじられていたというのに、世に解とき放ってしまったのです」

　すうっと大きく息を吸い込み、

「ほのかさん。それに紅べにさん、瞳とう子こさん。伊い吹ぶきさんも」

　仁衣菜さんは俺達一人一人と目を合わせ、深々と腰を折った。

「大変申し訳わけございません。皆みな様さま方がたが七人ミサキに取り憑つかれたのは──。殺されてしまったのは、全てわたしくのせいなのです」

「ああっ……！」「……！」「ぅあ……っ」

　ようやく話が繫つながり、ほのか達は揃そろって息を飲む。まさか自分に関係のある話だと思っていなかったので、俺も絶ぜつ句くしてしまった。

　仁衣菜さんの話が本当なら、俺のここ一、二ヶ月の苦労は彼女に責任があるということになる──のか？　七人ミサキの依り代となっている石は、白く細長い、どことなく人間っぽい形をしたものだ。コレクションの中では割とお気に入りではあるけど、祀られている石をわざわざ盗ぬすむほど、俺は罰ばち当あたりな人間ではない。塚が壊されていなければ、収しゆう集しゆうすることもなかっただろう。

　つまりは、七人ミサキに取り憑かれることも。

「謝あやまって済むような問題でないことは承知しています。許していただけるとも思っておりません。ですがその上で、わたくしにできることなら何でも仰おつしやって下さい。……少しでも、罪つみを償つぐなわせて下さい」

　まだ顔は上半身ごと伏ふせられたままなのに、その声はこもることなくはっきりと全員の耳に届く。

　口にするのを躊躇ためらうような、かなり言いにくい内容だろうに。仁に衣い菜なさんは口ごもることなく、だからといって軽々しく言い放ったわけでもない。

　ほのかが七しち人にんミサキに加わったときから。ずっとずっと、胸の内に一人ひとりで抱かかえ込んでいたのだろう。

「……」

　思うところがないわけではないが、今の仁衣菜さんを見ていると、責せめるような気持ちにはとてもなれなかった。そんなことをしなくても、彼女は十分に自分を罰ばつしている。十分過ぎるほどに苦しんでいる。

　だけど──

「……してよ…………」

　そう思えるのは、俺おれがまだ、生きているからなのだろう。

「だったら、ボクを生き返らせてよ……っ！」

「っ────!!」
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　仁衣菜さんの要求に応こたえ、ほのかが悲ひ痛つうな声で訴える。

　叫さけぶというほどには、その口く調ちようは強くない。声せい量りようも普通に喋しやべるのと同じ程度だったが、胸を搔かきむしりたくなるほどの悲しみに満ちあふれていた。

　ただ聞いただけの俺おれですら、耳を塞ふさぎたくなったのだ。直ちよく接せつ向けられた仁に衣い菜なさんは、どれほど辛つらいことだろう。

「ほのかさん……」

　顔を上げた仁衣菜さんは、逃げることなくほのかの視し線せんを正面から受け止める。二人ふたりは似たような、今にも泣き出しそうな顔で見つめ合った。

「ボクはまだ、死にたくなんかなかった……。やりたいことがいっぱい……いーっぱいあったんだ……！」

「すみ……すみません…………」

「謝あやまらなくたっていいから！　さあっ!!」

　乾きかけていた頰ほおを、またつうっと一ひと筋すじ濡ぬらし、

「ボクを、生き返らせてよ…………」

　ほのかはただただ、己おのれの願いを繰くり返し訴える。

　彼女も自分が無茶を言っているのは分かっているのだろう。一度は叫さけぶように強く盛り上がった声は、段だん々だんと弱まり、尻しりつぼみとなっていく。

「お願いだから……何だってするからさぁ……」

　それでも、訴えずにはいられなかったに違いない。

　仁衣菜さんと同じく、ほのかもずっと、死んでからその想いを抱かかえ続けていたのだから。

　同じ立場の仲間にすら打ち明けることなく、たった一人ひとりで。

「……ほのか。お前の気持ちは分かったから」

　とてもじゃないが黙だまって見ていることはできず、気がつけば俺は口を挟はさんでいた。

　仁衣菜さんが不注意でやらかしてしまったことは、否ひ定ていできない事実だ。けれど今さら憎にくしみをぶつけたところで、もう何もかもが取り返しがつかない。不ふ毛もうで虚むなしいだけだ。

　仁衣菜さんが苦しむ姿すがたも、ほのかが人を恨うらむ姿も。その二人が仲なか違たがいする姿も、どれもこれも見たくはなかった。

「もうさ、そのくらいにしてくれよ」

「……そうだよ、ほのかちゃん」

　そう思っていたのは俺だけではなく、路ろ花かちゃんがすぐさま同意する。優やさしい手つきで、ほのかの頭をそっと撫なでようとして、

「もう、やめ──」

「触さわらないでっっっ！」

　その直前。伸ばした手をぱしんと打ち払われた。

　ぐいっと涙なみだを拭ぬぐい、ほのかは息を荒くしながら俺と路花ちゃんを睨にらむ。

「なにさ二人とも！　ボクが悪いって言うの!?」

「だ、誰だれもそんなこと──」

「うるさいっ！　うるさいうるさいうるさい──っ!!」

　ツインテールの髪かみを激しく揺ゆらしながら、ほのかはいやいやと首を振った。俺おれの弁べん明めいを聞く耳も持たずに拒きよ絶ぜつし、はあはあと大きく肩で息をする。

「センパイや路ろ花かちんには、ボクの気持ちは分かんないよ！　センパイはまだ生きてるし、ニーナより前の三人は、自分を殺した相手だけを恨うらんでればいいんだから！」

「うっ……、それはそう……だけど……」

　ぐうの音ねも出ない正せい論ろくに、俺は言葉に詰まった。

　そう。彼女達は先頭の一人ひとりが取り憑ついた相手を殺し、恨みを引き受けて成じよう仏ぶつするという特とく殊しゆな方法を採さい用ようしているため、本来ならば七しち人にんミサキ内で恨み合うことはないのだ。

　ほのかと同じ境きよう遇ぐうなのは、必ひつ然ぜん的てきに紅べにと瞳とう子こさんだけということになるんだけど──

「……」

「わ、私は別に、その……」

　二人は共に、態たい度どをはっきりさせなかった。むしろ何な故ぜか、関係ないはずの郁いくと路花ちゃんが、一番に動どう揺ようしているように見えた。

「いいっ……もういいよっ!!」

　誰にも肩を持ってもらえず、ほのかは癇かん癪しやくを起こしたように、ぐしゃぐしゃと髪の毛を搔かきむしった。

「知らないっ！　みんな嫌きらいだっっっっっ!!」

「あっ！　ま、待って──」

　唸うなるように叫ぶと、勢いよく部へ屋やを飛び出していく。俺も呼び止めようとはするものの、今度もその声は、彼女に届かなかった。
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「よーしじゃあお前ら、今日きようもちゃんと帰って勉強しろよ。日につ直ちよく、号ごう令れい！」

「きりーつ、れーい」

　遂ついに始まった、一学期の期き末まつテスト。

　その初日を終え、担たん任にんの先生が教室を出ると、俺はぐでっと机に突つっ伏ぷした。

　テスト勉強のために帰宅を急ぐ者もいれば、友達を図と書しよ室しつへ誘さそう者、はたまた連れ立って遊びに行こうと話している者もいる。そんな彼らとは違い、三さん々さん五ご々ご散っていくクラスメイト達を何をするでもなくぼーっと眺ながめていると、

「どうしたの伊い吹ぶき。まだ帰らないのかい？」

　帰り支じ度たくを済ませた鈴すず鹿かが傍そばまでやって来て、呆あきれたように俺を見下ろした。

「その様よう子すだと、テストは駄だ目めだったみたいだね」

「……まあ、な」

　頰ほおを机に貼はり付けたまま、やる気なく頷うなずく。

　俺おれの父親は現在単たん身しん赴ふ任にん中ちゆうであり、夫ふう婦ふ仲なかのよい母親も、ほぼそっちで一いつ緒しよに生活している。しかしあまりに酷ひどい点数を取ると、せっかく不ふ在ざいのその母親が家に帰ってきてしまう可か能のう性せいがあるため、高校に入学以来、俺は頑がん張ばってある程てい度どの成せい績せきをキープしていた。

　けれども今日きようの分のテストは、どれも一人ひとり暮らしが危あやうくなるレベルの手て応ごたえに終わってしまった。

「そんなに酷ひどかったのか。よかったら、図書室で一いつ緒しよに勉強するかい？」

　体を起こそうともしない俺の態たい度どから察したのだろう、鈴鹿はおやおやと肩を竦すくめる。

「……いや。いい。気き遣づかいだけもらっとく」

「そうか。まあもし気が変わったら、いつでも連れん絡らくしなよ」

　せっかくの申し出を断ると、鈴鹿は「じゃあね」と一ひと声こえかけて教室を出て行く。割とドライなあいつのスタンスが、今の俺にはとてもありがたかった。

「はあ……」

　確かに、テストの出来は悪い。

　明あ日す以い降こうのテストで挽ぱん回かいできる自信もなく、かなり危き険けんな状じよう態たいだろう。だけど俺の頭を占しめているのは、そんな些さ細さいなことではなかった。

　あれから──仁に衣い菜なさんが自分の罪つみを告白してから、数日が経けい過かしているというのに。

　彼女とほのかは、未いまだに仲なか違たがいしたままなのだ。

　そのままでいいと放ほう置ちしていたわけではない。俺としても二人ふたりの力になりたいのはやまやまなのだが、全くもって役に立てていない。

　リビングを飛び出したほのかが向かったのは、上──つまり上空だった。

　俺の家の真上に浮かび、空中で体育座りでもするように、両手で膝ひざを抱かかえて丸くなったのである。

　その高さ、約十メートル。

　七しち人にんミサキは俺か依より代しろである石のどちらかから離はなれることができないので、それが最大の距きよ離りなのだろう。直線で考えたら大した長さではないのだけれど、縦たて方向に浮かれては、生身の人間である俺では手も足も出なかった。

　彼女と話をするどころか、近づくことさえできていない。

　仁衣菜さんのほうはというと、彼女は彼女で寝ね床どこに決めていた俺の両親の部へ屋やに引きこもりっきりとなってしまった。精せい神しんはかなり不安定で、俺が何て声をかけても「すみません」と謝あやまるばかり。今は彼女をそっとしておくことしか、俺にできることはなかった。

　必ひつ然ぜん的てきに家の中の雰ふん囲い気きも暗く落ち込み、まさに幽ゆう霊れい屋や敷しきという有あり様さまだ。吞のん気きに勉強なんてしている場合ではないのも分かってもらえるだろう。

「はあ……」

　どうせすでに幸せではないのだと、遠えん慮りよなく溜ため息いきを漏もらす。

　ちらりと斜ななめ後ろを見やるが、そこに半はん透とう明めいの誰だれかは見つからない。外出時は順番で誰だれか一人ひとり取り憑つくというルールも、あの日以来、守られていなかった。

　俺おれがテスト勉強を後回しにしているように。彼女達にはそんなことよりも、もっと優ゆう先せんすべきことがあるのだから。

　まずは路ろ花かちゃん。彼女はほぼ二十四時間、仁に衣い菜なさんにつきっきりとなっている。俺のように口でどうにか慰なぐさめようとするのではなく、ただ、静かに傍そばにいるだけ。

　だけど、それで十分なのだろう。幼い子供のように仁衣菜さんが縋すがり付き、路花ちゃんが優やさしく頭を撫なでている姿すがたを俺は何度か目もく撃げきしていた。

　初はつ希きは逆に、主にほのかの説せつ得とくにあたっていた。どんなに拒きよ絶ぜつされ、罵ば倒とうされても、嫌いやな顔一つすることなく声をかけ続けている。

　どんな形であれ、完全に自分の殻からに閉じこもってしまうよりマシだと、ちょっかいを出し続けているのだ。

　意外なのは紅べにで、いつもはやる気なく寝てばかりの彼女も、割と頻ひん繁ぱんにほのかへ会いに行っていた。ぽつぽつと話しかけては追い払われてを繰くり返しているようだ。

　仁衣菜さんの失しつ態たいによって生まれた被ひ害がい者しや──その両者と同じ立場である瞳とう子こさんは、しかし紅とは違い、ほのかを説せつ得とくしようとはしなかった。

　かといって、仁衣菜さんを罵ば倒とうする立場に回ったわけでもない。心しん情じよう的てきには紅と似たような感じらしいのだが、どちらかに肩入れすることなく中立を守っている。

　本人曰いわく「私まで仁衣菜さんに味方したら、ほのかさんが可哀かわい想そうじゃないっすか」とのこと。

　常に腰の低い瞳子さんだけど、今回はただの八はつ方ぽう美び人じんというわけではないだろう。仁衣菜さんを許し、ほのかを思いやっての選せん択たくなのだから。

　そして──、最後に残った郁いく。

　どういうわけか彼女は一人だけ、何も行動を起こそうとしなかった。

　正確には思い詰めたような顔で屋根と両親の部へ屋やの間をうろうろしているのだが、ほのかと仁衣菜さん、その二人ふたりのどちらとも、一度も顔を合わせていない。

　その理由は瞳子さんと同じ可か能のう性せいが高い……と思う。というか他に考えられないんだけど、正解している自信は正直あまりない。

　瞳子さんのように自分で何かを決めたという意志が、郁からは全く感じられなかったのだ。

　とはいえ直ちよく接せつ問い質ただすようなことではないので、実際のところは謎なぞだ。二人のために何かをしろと強きよう制せいするのは、絶対に違うし。

　……それに。

　大切なのは彼女達がどうするのかではなく、自分がどうするかだ。

　俺おれはほのかと仁に衣い菜なさんの二人ふたりに、また元通り仲良くなって欲しいと思っている。そのためならどんな協きよう力りよくも辞じさない覚かく悟ごだったが、何をすればいいのか全く分からなかった。どうすれば二人の仲が改かい善ぜんしてくれるのか、手て懸がかりすらない状じよう況きようだ。

　やはり、ほのかをどうにかするしかないんだろうけど……。

「はあ…………」

　あまりの無力さに、また溜ため息いきが出る。気付けば教室はすっかり空からとなっており、俺も仕方なく、のろのろと帰り支じ度たくを始めた。
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　学校は午前中で終わり、悪あく霊りようにも取り憑つかれず正しよう真しん正しよう銘めい一人ひとりっきり。

　どうせ家に帰ってもテスト勉強をする気にはなれないのだ。久々の自由を満まん喫きつするための状況は整っていたが、やはり、とてもそんな気分ではない。

　校こう舎しやを出た俺はだらだらと自転車をこぎ、しかし自宅へ直ちよつ行こうしなかった。遊びに行くわけでもなく、なんとなく街まちをうろつく。

　明確に意い識しきしていたわけではないのだけれど。

「あれ、臼うす谷たにさん？」

　自然と俺の足は、バイト先のコンビニへと向かっていた。

　より正確には、コンビニの入っているマンションの前へと。

「テスト期間でバイトは休みのはずですよね。わざわざ店にお買い物ですか」

「……ああ、まあ、な」

　たかが三時間ほどそこで待たい機きしていると、たまたまマンションから赤あか坂さかが出てきてくれた。自分のほうこそ買い物をするつもりだったのか、見慣れた制せい服ふく姿すがたではなく、夏らしいラフな格かつ好こうをしている。

　とことことこちらへ近づいた彼女は、俺が汗あせだくであることに気付いて眉まゆをしかめた。

「どうしたんですか？　いつも以上に不快な姿すがたですけど」

「それは──って気持ちは分かるけど、普段から不快みたいな言い方はやめてくれ」

「みたいというか……。いえ、真実は私の胸の中にしまっておきましょう」

　気の毒どくそうに目を背そむけ、赤坂は自分の平たい胸に手を当てる。

「えっ……？　そ、そういうのはマジで傷付くから。お願いですからやめて下さい」

「傷付けないために黙だまっているんですよ。それで察して下さい」

　いったん眼鏡めがねを外し、わざとらしく目元を拭ぬぐう。再び眼鏡をかけた彼女は、軽く首を傾かしげて俺を見上げた。

「で、本当にどうしたんです？　用もなく、わざわざここにいたわけでもないでしょう」

「あ……、……うん」

「もしかしてコンビニではなく、私に何かご用ですか？」

「……えっと、それは……」

　言い淀よどんでばかりの俺おれを気き遣づかってか、赤あか坂さかは自主的に話を整せい理りしてくれる。しかし環かん境きようが整えば整うほど、俺の口はどんどん重くなった。

　俺がここに来た目的は、赤坂に会うためだ。

　ほのかについて考えていたら、勝手にここへ向かっていた。生せい前ぜん親友であった彼女と、会って話がしたくなったのだ。

　けれども実際に何を話すのかまでは、全く考えていなかった。馬ば鹿か正しよう直じきに話したところで信じてもらえないだろうし、かといって全ぜん然ぜん違う話をしても意味がない。幽ゆう霊れい関係を避さけ、それでいて役に立ちそうな話題は──

「あーもう！　んなもんあるかっ！」

　ただでさえ暑さで頭が働いていないのだ。これ以上悩なやんでいては、脳が茹ゆだってしまう。

　ごちゃごちゃ考えるのも、小こ細ざい工くするのもやめだ。唐とう突とつな大声にびっくりしている赤坂の両肩を摑つかみ、

「えっ？　……えっ？　臼うす谷たにさんっ!?」

「──頼たのむっ！」

　俺は真まっ向こうから、話をすることに決めた。

「今は事情を打ち明けられない。だけどきっといつか説明する。だから！」

　都つ合ごうのいい要求だってことは、よく分かっているけど。

「死んだ赤坂の親友──、ほのかの墓はかの場所を、俺に教えて連れてくれないか？」

「っ──！」

「……頼む。この通りだ」

　真しん摯しに、深く頭を下げる。

　ほのかと俺の繫つながりを、赤坂は知らない。彼女にとっては完全に予想外の頼みであり、今度こそ本当に、不快そうに顔を顰しかめる。

　俺は今、彼女の大切な思い出に土足で踏ふみ込もうとしている。それは言い訳わけしようもない事実で、怒って縁えんを切られても仕方がないだろう。

　だけど俺も、全てを承しよう知ちの上で頼んでいるのだ。撤てつ回かいすることなくじっと返事を待ち続けていると、

「……いつか必ず、その事情とやらを説明してもらえるんですね？」

　無言で俺を睨にらんでいた赤坂が、目つきはそのままで口を開いた。

「ああ、必ず。絶対に約束する」

「そうですか。だったら……分かりました」

　じいっと俺おれの身を見つめ、小さく苦く笑しようする。軽く溜ため息いきを吐つく彼女は、どこか優やさしげにすら見えた。

「い、いいのか？」

「ええ。構いません」

　意外とあっさりな反応に不安になり、ついつい確かく認にんしてしまう。すると赤あか坂さかはあっさりと頷うなずき、やれやれと天を仰あおいだ。

「もしも頼たのまれたのがほのかだったら。あの娘こはきっと、喜んで協きよう力りよくしてたでしょうからね」
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「ここです」

　自転車で飛ばすこと、約一時間。

　目的地に到とう着ちやくしたときには、俺はさらに汗あせだくになっていた。シャツが肌はだに張り付き、かなり気持ち悪い。

　ただでさえ暑いのに、二人ふたり乗りまでしたのだから当然だろう。基本的に移動はいつでも自転車なのでそのまま乗ってきたけど、赤坂がいるのだから、バスか電車を使えばよかった。

「やっと……着いたか……」

　滝たきのように流れる汗あせを拭ふきながら、シャツの胸むな元もとを引っ張りパタパタと扇あおいでいると、

「私の背中の感かん触しよく、楽しんでいただけましたか？」

　ただ場所を教えるのではなく、自転車の後ろに乗ってわざわざ案内までしてくれた赤坂が、涼すずしげな顔でふんぞり返った。

「いやいや、そこは一応背中ではなく胸って言っとけよ。自じ虐ぎやく的てき過ぎるだろ」

「バリアフリーなのは自じ覚かくしていますから。それに『一応』ってつけてたら、フォローしてる意味ありませんよ」

　せっかく役やく得とくでしたのに、と赤坂は肩を竦すくめる。……正直に言うと胸の感かん触しよくなんかなくても、女の子と二人乗りってだけで十分どきどきしたんだけど。絶対に内ない緒しよにしておこう。

　七しち人にんミサキのおかげで麻ま痺ひしていたけど、彼女達と違って生身の人間はいい匂いがする。一つ利り口こうになった。

「ってそんなことより、……ほら、行こうぜ」

「……はい」

　ここがどこであることを思い出し、俺はぶるぶると首を振る。赤坂も声を落ち着かせ、うっすらと表情を強こわ張ばらせた。

　彼女に先せん導どうされるまま、俺は墓ぼ地ちの中へと足を踏ふみ入れる。狭せまく入り組んだ道を慣れた様よう子すで進み、とある墓はかの前で足を止めた。

「ここが、ほのかのお墓です」

「……。ありがとう」

　軽く礼れいを言い、墓ぼ石せきの正面に立つ。

　他に並んでいるのと似たような、よく見る一いつ般ぱん的てきな形をした墓だ。ほのかの命めい日にちが先日だったこともあってか、かなり綺き麗れいに掃そう除じされている。飾られている花も生き生きとして、枯かれかけているものすら一本も混じっていない。

「青あお垣がき家け之の墓はか、か……」

　刻まれた文字を音読し、俺おれは初めて、ほのかの苗みよう字じを知った。

　七しち人にんミサキの面々は、基本的にお互いを下の名前で呼び合っている。単に仲がいいからだろうと漠ばく然ぜんと思っていたけど、もしかしたらそれだけが理由ではないのかもしれない。

　青垣ほのか。

　フルネームの印象は、『ほのか』という下の名前だけしか知らないときとはかなり違っていた。イメージが変わった、というわけではなく。

　そういう名前の一人ひとりの人間として、かつて生きていたのだと、より生々しく思えたのだ。

「……」

　そして、それを超えるリアリティが、目の前の墓にはあった。

　この墓に、ほのかの遺い骨こつは納おさめられている。

　彼女の肉体を焼いて残った骨が、ここに安置されているのだ。

「臼うす谷たにさんも。どうぞ」

「……あ、ああ」

　打ちのめされたように何も言えずに立ち尽つくしていると、赤あか坂さかが俺に火の点ついた線せん香こうを手渡した。彼女に続いてその線香を供そなえ、お墓に手を合わせ──

　ふと、思ってしまう。

　ここにほのかの魂たましいは眠っていない。安らかな状じよう態たいですらない。

　ならば隣となりで黙もく禱とうする、赤坂の想いは。

　全部、無意味なんだろうか。

「……私は元々、活動的な人間ではありませんでした」

「えっ……？」

　赤坂の顔をじっと見つめてしまっていると、彼女は目を瞑つぶって手を合わせたまま、不意に口を開いた。

「幼い頃ころから、家で本を読んで過ごすのが好きな子供だったんです」

　ゆっくりと瞼まぶたを上げ、俺へと向き直る。

「親の仕事の都つ合ごうで、私は小学四年生のときに、この街まちに引っ越して来ました。ほのかと初めて会ったのも、ちょうどそのときです。

　あの娘こは私と違って、当時から活発でした。元気で明るく、──私とは、全部が正反対でしたね」

　その当時を懐なつかしんでか、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをそっと細ほそめた。

「席が隣となり同士になったことがきっかけで私達はよく話をするようになり、気がつけば友達に、親友になっていました。何年経たってもお互いに性格は変わらず、動と静、明と暗のままでしたけれど。どうして仲がいいんだって、周りによく首を傾かしげられましたよ」

　自分でもよく分からないのに、と赤あか坂さかは薄うすく笑う。

　人と人との関係なんてそんなものだろう。俺おれなんて鈴すず鹿かとどうして仲良くなったのかすら、いまいち覚えていないし。

　他人がどう思おうとも、彼女とほのかが親友同士だったことは、紛まぎれもない事実だろう。

「好こう奇き心しん旺おう盛せいなほのかは、早く大人おとなになりたいってよく言っていました」

　俺が同じく微笑ほほえみを返すと、赤坂は話を続ける。

「やりたいことや行ってみたい場所が山ほどあるんだって、毎日目を輝かがやかせていましたよ。予よ行こう演えん習しゆうだって言って、休みのたびに街まち中じゆうを連れ回されたものです。高校生になったら一いつ緒しよにバイトをして、お金を貯ためて色んなことをしようって、……強引に、約束させられました」

「っ……！」

　もう二度と、絶対に守られることのない約束。

　口を挟はさまずにいようと思っていたのに、俺はつい、声を漏もらしてしまった。

「なのに一人ひとりで先に死んじゃって。ほんと……勝手なんだから」

　視し線せんを墓ぼ石せきへと戻し、赤坂は独ひとりごちる。

　その言葉だけは俺ではなく、ここにいない親友へと向けられていた。

　しばらく、軽く唇くちびるを嚙かみながらじっと墓を見つめ。

「ほのかが死んでから。私は残りの中学生活を、ほぼ変わらずに送りました」

　顔の向きはそのままに、赤坂は声のボリュームを戻す。

「元々暗く、非活動的な性格をしていますから。あの娘に振り回されることがなくなると、途と端たんにやることがなくなったんですね。淡たん々たんと本を読み、勉強して。──そんな日々を繰くり返しているうちに、気がつけば中学を卒業していました」

　ほうと小さく息を吐はき、

「高校に合格して、制せい服ふくに初めて袖そでを通したとき──。急に、ふと思ったんです」

　くるりとわざわざその場で一回転して、彼女は俺へと向き直った。

「ああ、バイトをしなきゃなって」

「……。そっか。そうだったんだな」

「ええ。長々と聞いていただき、ありがとうございました」

　話は終わりだと、柔やわらかく微笑ほほえむ。接せつ客きやく中ちゆうですらあまりにこりともしない赤あか坂さかにしては、かなり珍めずらしい表情だった。

　彼女がどうしてバイトをしようと思ったのか。肝かん心じんなところの説明はない。

　約束を果たそうとしているのか、ほのかの代わりにと考えたのか。それとも全く別な理由があるのかは、俺おれには分からないままだ。

　だけど、それを訊たずねようとは思わない。

　そんなことは赤坂自身が、あとはほのかだけが知っていればいいことだろう。二人ふたり以外の人間が、好こう奇き心しんで立ち入る場所じゃない。

　──それに。

　かつての約束があり、活動的ではなかった赤坂がバイトを始めた。その事実だけで、俺のやる気に火を点つけるには十分過ぎるほどだった。

　やはり今の状じよう態たいを放ほう置ちしては駄だ目めだと、改めて強く思った。思わずにいられるはずがないではないか。

「すまん、赤坂」

　居ても立っても居られず、ぱしんと手を合わせて頭を下げる。

　一分一秒でも、時間が惜おしく感じられた。

「急にやらないといけないことができた。悪いけど、先に帰らせてもらっていいか？」

　自転車の二人乗りなどしているときではない。来た道へと体の向きを変えながら訊きくと、赤坂はやれやれと溜ため息いきを吐つく。

「せっかく帰りは行きよりも体を密みつ着ちやくさせてあげようと思っていたのに。ＡＡランクの感かん触しよくを堪たん能のうできなくて、残念でしたね」

「……確かに。すげー残念だ」

　いつも通りのやりとりに、俺の肩から余よ計けいな力が抜けた。

「いつか事情を話してくれるって言ったの、忘れないで下さいよ？」

「ああ、約束する！」

　それを果たすためには、ほのかを今の状じよう態たいから脱してやらなくてはならない。

　行動する理由が、また一つ増えたな。

「じゃあ、行ってくる！」

　墓ぼ地ちを走るなんてかなり罰ばち当たりな気がするが、今は勘かん弁べんしてくれ。

　ポケットから携けい帯たいを取り出し、とある人物のアドレスを呼び出しながら。俺は一いつ直ちよく線せんに、墓ぼ地ちの外へと向かった。
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　行きは二人ふたり乗りで一時間かかった道のりを、二十五分に短たん縮しゆくして。

　汗あせですっかり濡ぬれ鼠ねずみになりながら、俺おれは駅前の大通りから一本路ろ地じに入ったところにある、小さな公園へと向かった。

　かつて神さまと待ち合わせたことのある場所だが、今度の相手は違う。まだその人物は到とう着ちやくしていないようで、ほとんど倒れ込むようにして木こ陰かげで休んでいると、

「うわっ……。臼うす谷たに、お前どうしたんだ？」

　ほどなくして待ち合わせの相手が姿すがたを現し、完全に引いた声を出した。

　真まっ赤かなポニーテールの霊れい能のう者しや、蓬ほう萊らい山さんクララだ。

「別に。昼からずっと外にいて、自転車で走り回ったりしただけだ」

　ふらりと立ち上がりながら説明すると、彼女は一歩後あと退ずさる。

「おいおい『だけ』じゃないだろ、もう夕方だぞ？　この暑い中──」

「そんなこと、今はどうでもいいって」

　無む駄だに時間を潰つぶす気はないのだ。せっかく心配してくれたのかもしれないが、さっさと本題に入ることにする。

「電話でも少し話したけど、俺に力を貸してくれないか」

　流れる汗が目に入るのも無む視しし、真しん剣けんな顔でクララを見つめる。

　墓ぼ地ちを飛び出した俺は、すぐさまクララと連れん絡らくを取った。

　ほのかのために動かずにはいられなかったけれど、ただ家に帰ったところで、何もできないのは身に染しみている。だったらどうすると考えたとき、真っ先に思い浮かんだのが彼女だった。

　クララは本物の霊能者であり、彼女だったら何かいい方法を知っているかもしれない。頼たよりたくないと下らない意地を張るのはやめ、会ってくれるようお願いしたのだ。

　電話では詳くわしい内容までは話をできなかったため、改めて詳しく説明する。ほのかと仁に衣い菜なさんのやりとりや、彼女達が今までどんな思いを抱かかえていたのかを聞き届け、

「放っておけばいい」

　まるで信じられないことを、クララは言い放つ。

　思わず自分の耳を疑うが、彼女は「話はそれだけか？」と続ける。その声は冷たく、俺の聞き間ま違ちがえなどではなかった。

「は……？　お前、なに言ってんだよ？」

「それはこっちの台詞せりふだ。臼谷」

　勝手に声が喧けん嘩か腰ごしになるが、クララはこれっぽっちも怯ひるむことはない。

「彼女達に情を移すなと、以前に警けい告こくしたはずだぞ」

　むしろ非があるのは俺のほうだと、強く訴える。

「いいか？　彼女達は七しち人にんミサキ──悪あく霊りようなんだ。どんなに仲良くなろうが、その本質は決して変わることはないんだぞ」

「だからどうしたんだよ。そんなの関係ないだろ」

「ある。関係は大ありだ」

　お互いに足を踏ふみ出し、鼻がくっつきそうな距きよ離りで睨にらみ合い──

「彼女達はいつか必ず、人を、殺すんだ」

「うっ……！」

　その言葉に、俺おれは半歩だけ後あと退ずさってしまう。

「たまたま取り憑ついた相手がお前だったから保ほ留りゆうになっているだけだと、ちゃんと現実を認にん識しきしろ。もし他の誰だれかに取り憑いていたら、彼女達は躊ちゆう躇ちよしながらも、成じよう仏ぶつするために相手を呪のろい殺していたはずだ。

　そんなやつらのために、どうして感情移入する必要がある？」

　俺のように激げつ昂こうするのではなく。クララは眉まゆを吊つり上げ厳きびしい表情をしながらも、理り路ろ整せい然ぜんと正せい論ろんを吐はいた。

　七しち人にんミサキに取り憑かれた当初、初はつ希きは俺を殺そうとしていた。死に別れてしまった弟のために、その覚かく悟ごを決めていたのだ。

　彼女の言う通りになっていた可か能のう性せいは、十分に考えられる。……それでも、言い聞かされてやるわけにはいかないけれど。

「で、でも実際には一人ひとりも殺してないんだ。可能性の話で非ひ難なんするなよ」

「いいやさせてもらう。彼女達はただ存在するだけで、……罪つみなんだからな」

「ふっ──、ふざけるなよ!!」

　さすがに聞き流すわけにはいかず、俺は声を荒げた。

「あいつらはまだ、誰も人殺しなんてしてない！　それどころか殺されただけの被ひ害がい者しやじゃねえか！　罪なんてあるわけないだろ!!」

「分かってる！　そんなことくらい私も分かっているさ！」

　俺に負けず劣おとらず、クララも声を張った。

「それでも！　罪になってしまうのが七人ミサキという存在なんだ！　だからこそ悪あく霊りようと呼ばれるんだよ！」

「あいつらは、そんなの望んで──」

「本人が望もうが望むまいが関係ない！」

　反はん論ろんを大声でかき消し、さらに前に出る。

「今の彼女達よりも前に七人ミサキの一員だった人達だって、きっと誰も、人を殺したいなんて思っていなかっただろうさ！　……でも、結局最終的には手を下しているんだ。全員、一人も例外なくな」

「……」

「七人ミサキはいつか必ず私が祓はらってみせる。だからそれまで、彼女達と深く関わろうとはするな」

　クララの口元は、途と中ちゆうから苦しげに歪ゆがんでいた。彼女だってこんな不ふ条じよう理りを、好きで認めたいわけではないのだろう。

　その場凌しのぎの浅い綺き麗れい事ごとなど言えず、俺おれは沈ちん黙もくしてしまう。

　彼女の言うことは、どれもこれも紛まぎれもない事実だ。だけどこのまま黙だまっているなんて、とてもじゃないができなかった。

「いつか祓はらう予定なら、なおさら彼女達と仲良くしておくべきなんじゃないのか？　それまでに襲おそわれて、呪のろい殺されないように」

　言ってて自分で気分が悪くなるけど、これも真実であることに違いない。クララも認めるしかないだろうと思ったのだが、彼女は小さく首を横に振る。

「なまじ親しん密みつなばっかりに、ちょっとしたことで喧けん嘩かをしてしまうこともあるだろう。生身の人間同士ならよくあることで済ますことができるが、相手が悪あく霊りようだとそれだけで危険なんだ」

「そんなことまで心配してたら、何もできないだろ？」

「何もしなくていいと言っているんだ。お前の命を第一に考えれば、今の状じよう況きようは決して悪くない。優ゆう先せん順じゆん位いを間ま違ちがえるな」

　一いつ貫かんして、クララは自分のスタンスを崩くずすことはなかった。

　彼女は小学生の頃ころから、霊れいに悩なやまされている人を助けているのだと噂うわさに聞いている。生きている人間と霊との関わりについて、俺なんかよりよっぽどよく知っているのだろう。

　それでも。

　何を言われても、やはり俺は納なつ得とくできない。

　クララが間違っているとは思わない。恨うらむ気持ちもない。俺がもし第三者の立場だったら、きっと彼女に賛さん成せいしていたことだろう。

　だけど、俺は郁いく達──七しち人にんミサキの七人について、多少なりとも知ってしまったのだ。

　彼女達と関わる弊へい害がいが、多少命が危なくなる程度なら。俺はこれからも、今のやり方を貫つらぬき通すだけだ。

「クララの言いたいことは分かった」

「……そうか。分かってくれたか」

　決意を固めた俺は、ほっと肩の力を抜くクララへ頭を下げ、

「その上で、頼たのむ。都つ合ごうがいいのは承しよう知ちしているけど、俺に力を貸してくれないか？」

　話を、元に戻した。

　お前の力なんて借りん！　……なんて言えたら格かつ好こういいんだろうけど、そんなことをしても得られるのは自己満足だけだ。そのまま家に帰っても、手の届かない場所にいるほのかを見上げるだけで終わってしまう。

　どんなに恥はじ知らずだと蔑さげすまされようとも、他にアイディアや心当たりのない俺には、クララを頼たよる以外に、前に進む方法はなかった。

「どうにかして、ほのかと直ちよく接せつ話をしたいんだ。それ以上は何も望まない。だから頼たのむ！　協きよう力りよくしてくれ！」

　ほのかを説せつ得とくできる自信があるわけではないけれど、それでも話をしなければ。

　卑ひ怯きようで不ふ誠せい実じつな気がするので、やれと言われるまでは決して土ど下げ座ざはしない。

　そんなことをするのではなく、片かた時ときも逸そらすことなく、真まっ直すぐにクララの厳きびしい瞳ひとみを見つめ続けた。

「……話がしたいんだったら、勝手にすればいいだろ」

　しかし。クララはふんと鼻を鳴らして俺おれに応こたえる。

「ほのかは浮いていて、それが無理だから頼んでるんだ」

「無理じゃない。顔を合わすことは不ふ可か能のうでも、頑がん張ばれば声は届くはずだ。屋根の上に登り、大声で叫さけべばいい」

　肩を竦すくめ、もっとも、と失しっ笑しようを漏もらす。

「端はたから見たらただの奇き行こうだ。警けい察さつにでも通つう報ほうされ、下へ手たすれば病院直ちよっ行こうだろうがな」

「……」

　無む駄だだと自分では考こう慮りよすらしていなかったアイディアを告げられ、俺は思わず唸うなる。

　全く、こいつはいつも正せい論ろんを言う。

「ありがとう、恩おんに着る！」

「ちょ──、ちょっと待て！　待てって！」

　くるりと背中を向けると、何な故ぜだかクララは焦あせった声で、俺の肩を摑つかんだ。痛いくらいに引っ張られ、強引に振り向かされる。

「どうした？」

「どうしたもこうしたもない！　何でお前は礼れいを言ったんだ？　それも嬉うれしそうに！」

「何でって……。そんなの当然だろ」

　理由を聞かれるほうが、意味が分からない。

「ちゃんとアドバイスをしてくれたんだ。お礼くらい言うさ」

「アドバイスだと……？　まさか、本気で叫ぶつもりなのか」

「ああ。そうだけど？」

　軽い調ちよう子しで頷うなずきを返すと、クララは信じられないものを見るような目を俺に向けた。

「私の話をちゃんと聞いていたのか？　警察に通報されると言っただろう」

「そりゃされるかもしれないけど、そういう趣しゆ味みに目め覚ざめたとでも説明すれば、怒られはしても逮たい捕ほまではされないだろ。たぶん。だったら安いもんだ」

「頭がおかしくなったと、近所中の噂うわさになるぞ。笑いものにされ、何年経たってもひそひそと陰かげ口ぐちを叩たたかれ続けるハメになってもいいのか？」

　実体験なのだろうか。彼女の発言は、妙みように説せつ得とく力りよくに溢あふれていた。

「んなもん気にしなけりゃいい」

　けれど俺おれがあっさりと切り捨てると、クララはわなわなと震ふるえる。目を据すわらせ、ぎりぎりと歯は軋ぎしりした。

「──届くものか」

　どこかふて腐くされたような声で、彼女は自みずからの発言を否ひ定ていする。

「ほのかはお前を拒きよ絶ぜつしているんだろ。だったら叫さけんだところで、耳を塞ふさがれたらお終しまいだ」

「届くさ。届くまで、声を張り上げればいい」

「……たとえ届いたとしても、内容まで伝わるとは限らないぞ。無む視しされたらどうする？」

「されなくなるまで訴え続けるだけだ。何回でも何十回でも、何百回でもな」

　効こう率りつがいいとは自分でも思わないけど、無む能のうな俺には他に方法がないのだから仕方ない。

　唯ゆい一いつの救いは、回数制限がないことだろう。喉のどが潰つぶれる前に伝わると信じてやるしかない。

「………………」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい答えに呆あきれてしまったのか、クララは絶ぜつ句くする。険けわしい目で俺を睨にらみ続けてはいたが、もう迫はく力りよくは完全に失われていた。

「じゃあ、俺はもう行くぞ。ちゃんとしたお礼れいはまたあとでするから」

　今度こそ彼女に背中を向け、俺は自転車に飛び乗る。ペダルに足をかけると、急にぐっと後こう輪りんが重くなった。

　続いて先さき程ほどとは違い、両方の肩にしっかりと手を置かれる。

「……私の負けだ」

　首だけで振り返ると、むっつりとしたクララが自転車の後ろに乗っていた。ふんと鼻を鳴らし、彼女は偉えらそうに顎あごを反そらす。

「望み通り力を貸してやろう。お前が警けい察さつのお世話になったら、昼のジュースが飲めなくなるからな」

「……助かる！」

　恩おん着せがましい言葉に、俺は素直に感かん謝しや。

　自宅へと向かい、脇わき目めも振らずに自転車をこいだ。
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「あれか……」

　目的地までかなり近づいたところで、クララが斜ななめ上を見上げながら呟つぶやきを漏もらす。

　俺の自宅は似たような家が建ち並ぶ、住宅街の一角にある。ぽつんと宙に浮かぶ少女の姿すがたは異常で、霊れい能のう者しやにとってはすぐに気付く存在のようだった。

　彼女を目にしたことで、俺おれの胸に宿る熱がまた熱く滾たぎる。一いつ切さいスピードを緩ゆるめることなく玄げん関かん前で急ブレーキ、がしゃんと乗り捨てるように自転車を降おりる。

「さあ、これからどうすればいいんだ？」

　荒い呼こ吸きゆうを整えようともせず、はあはあとクララに迫せまった。

「落ち着け。今のお前はかなり性せい犯はん罪ざい者しやっぽいぞ」

　一いつ方ぽうクララは落ち着いた様よう子すで、乱れた髪かみ型がたを気にしていた。そんなの後回しでいいのに。

　急せかしても無意味なようなので、俺はやきもきしながら次の行動について考える。

　力を貸してくれると、クララは言ってくれた。だけど具体的には、いったい何をするつもりなのだろう？

　やはり霊れい能のう者しやならではの方法なのは、間ま違ちがいないだろう。テレパシー的な感じで俺の声を届けるとか、それともほのかを無む理り矢や理り引きずり下ろしたりするんだろうか。

　どんな方法にせよ、できる限りほのかを傷つけないやり方であって欲しいものだ。

「ふぅ……。では開始しよう」

　ゆっくりと深呼吸をしていたクララが、そう言って俺の前に立つ。真ま面じ目めに集中した顔で、なにやら小声でぶつぶつと呟つぶやき始めた。

「んんん……？」

　何の前置きも説明もなかったため、俺は困こん惑わくしてしまう。せめて呪じゆ文もんのように呟かれる言葉でも聞き取ろうと、彼女に顔を近づけ──

「破はあっ────！」

「痛いてえっ────！」

　二本の指で鋭するどく眉み間けんを突つかれ、どさっと背中から後ろへ倒れ込んだ。刃は物もので刺されたのではないかと思うくらい、滅め茶ちや苦く茶ちや痛い。

「なっ、なにすんだよ！」

　不用意に近づいた俺が悪いのかもしれないが、そこまでしなくてもいいだろ。憤ふん慨がいして飛び跳はねるようにして起きると、クララは意外なことに、反省して身を縮ちぢこまらせていた。

「ん？　あれ…………？」

　いや、違う。

　クララがいつもより小さく見えたので、そう思ったのだけれど。それは勘かん違ちがいだった。

　彼女は身を縮めてなどおらず、むしろ堂どう々どうと胸を張っている。クララが小さいのではなく、俺が大きいのだ。

　正確には俺の視界が、いつもより三十センチくらい高かった。

「下を見てみろ」

「へ？　下って──っ!!」

　わけが分からずおろおろする俺に、クララが雑ざつに顎あごでしゃくる。促うながされるままに目を向け、俺おれはさらに混こん乱らんしてしまった。

　そこにはまだ道路に寝っ転がったままの、俺がいたのだ。

「えっ……？　ええっ!?」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、苦く悶もんの表情で目を瞑つぶっている。クララに眉間を突つかれたときの俺と、全く同じ表情だった。

　同じというか、どっちも俺なんだから当然なんだけど。ん？　どっちも俺？　なに言ってんの俺？　下に俺が倒れてるってことは、俺は俺じゃないの？　んんんんん？

「落ち着け」

　俺という概がい念ねんが上う手まく認にん識しきできなくなってきた頃ころ。クララがぱしんと頰ほおをビンタした。

「この程度で狼狽うろたえるな。自分の体をよく見ろ」

「自分？　自分って……」

　いったいどっちのことだろう？　アイデンティティを失いかけながら寝転ぶ俺を見下ろすと、宙に浮かんでいるほうの俺の体が半はん透とう明めいに透すけていることに気付く。

　よく見慣れた、七人の少女達のように。

「はっ!?　俺、死んじまったのか!?」

「そんなわけないだろ」

　盛せい大だいに溜ため息いきを吐つき、クララは愕がく然ぜんとする俺の、さっきとは反対側の頰を叩たたく。

　ただ口で言われただけではスルーする自信が自分でもあるけど、もうちょっと優やさしくしてくれませんか。

「頭を触さわってみろ。ちゃんと体と繫つながっているから」

「あ、ほんとだ」

　指示されるままに従うと、なにやら白い紐ひものようなものが頭とう頂ちよう部ぶから生はえていた。その行き先を視し線せんで追うと、地面に寝転がる俺へと辿たどり着く。謎なぞの白い紐で、二人ふたりの俺は繫がっていた。

「今のお前は魂たましいだけの存在だが、別に死んだわけじゃない。いわゆる幽ゆう体たい離り脱だつってやつだ」

「……なるほど」

　ようやく状じよう況きように納なつ得とくがいき、俺は深々と安あん堵どの息を吐く。

　かなり見苦しいところを見せてしまったけれど、こんな経験は初めてなのだ。混こん乱らんしても仕方がないだろう。

「にしてもクララ、こんなことできたんだな」

　素直に凄すごいと思う。賞しよう賛さんの目を向けるが、彼女は偉えらそうに胸を張るのではなく、何な故ぜか苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「まあ、最近ちょっとな。……そんなことより、ほら」

　ポニーテールを揺ゆらし、顎あごを高く持ち上げる。その方向──のもっともっと上には、膝ひざを抱かかえた一人ひとりの少女が浮かんでいた。

「約束通り力は貸したぞ。今度はお前の番だ」

「ああ、任せろ！」

　やっぱりこいつには、頭が上がらないな。心の中で叩こう頭とうして、俺おれは真まっ直すぐにほのかの元へと向かう。

　ここまでしてもらったのだ。絶対に失敗することはできない。

　肉体という檻おりから解かい放ほうされ、魂たましいだけとなった俺は重力からも自由になる。羽のように体は軽く、あっという間にほのかとの距きよ離りを詰め──

「あ、あれっ──!?」

　そのまますうっと、横を通り過ぎてしまった。

「えっ？　ええっ！　くそっ、どうなってんだ！」

　頑がん張ばって止まろうとするが、スピードこそ緩ゆるんだものの惰だ性せいで流されてしまう。空中を泳ぐように、懸けん命めいにクロールしていると、

「へっ？　せ、センパイ!?」

　一人ひとりで騒さわぐ俺に気付いて、ほのかが目を丸くした。

「ど、どうしてセンパイがこんなところに？」

「話はあとだっ！　頼たのむから助けてくれっっっ!!」

　少しずつだが着実に俺の体は高度を増しており、ほのかへと必死で手を伸ばす。

　数日の間ずっと人を寄せ付けないオーラを放ち続けていた彼女も、完全に予想だにしない事じ態たいに俺とのわだかまりを一時的に忘れてくれたようだ。俺に飛びつくようにして手を伸ばし、二人の指先が微かすかに触ふれる。

「このまま……ってえええええええええええええ！」

「やった！　……ってあれええええええええええ！」

　触れ合った指と指は根元で絡からみ合い、がっちりと手を繫つなぐ。しかし喜んだのも束つかの間ま、今度はほのかに引っ張られるようにして、俺と彼女はさらに高く高く宙を舞まった。

　ほのかがいつも約十メートルの高さに留とどまっていたのは、七しち人にんミサキが依より代しろとなる石か、取り憑ついた人間のどちらかから一定以上離はなれられないからだ。その取り憑く対象は、肉体ではく魂に主体を置いているということなのだろう。

　つまりは俺が肉体から解とき放たれたことで。

　ほのかの高さ制限も、俺と一いつ緒しよにいるとき限定で解かい除じよされてしまったのだ。

「どどどどど、どうしようどうしよう！」

　どんどん遠ざかっていく地面に、俺は再び混こん乱らんしてしまう。あまりの心細さに涙なみだ目めになってしまうが、

「すごぉおおおおおおおおおおおおおいっ！」

　そんな俺とは対たい照しよう的てきに、ほのかは興こう奮ふんして盛せい大だいに声を弾はずませていた。俺の手を引いて、自みずからぐんぐん高く空を駆かけ上がる。

「凄すごい凄い凄い！　凄いよセンパイっ!!」

「す、凄いって、何が──」

「ほらほら見て見て！　顔を上げてっ！」

　そう言って彼女は、ぴたりと上じよう昇しようするのをやめる。ぼやけた視し界かいで真下だけを見つめていた俺おれも、しぶしぶ涙なみだを拭ふいて──

「う……あ………………!!」
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　あまりの絶ぜつ景けいに、ぽかんと口を開ひらいた。間ま抜ぬけた表情を晒さらしたまま、眼がん下かに広がる光こう景けいに見み惚とれる。

　どれくらいの高度なんだろうか。俺とほのかはいつの間にか、街まち全体を見下ろせる高さにまで浮かんでいた。

　視界を遮さえぎるものは、何一つ存在しない。三百六十度全てを見渡せる大空が、今この瞬しゆん間かんだけは、二人ふたりだけのものだった。

「うわあ……」

「凄すげえ……」

　田舎いなかでも都会でもない、中ちゆう途と半はん端ぱなベッドタウン。それほど綺き麗れいでもないはずの街並が、感かん激げきするほど魅み力りよく的てきに思えた。

　しっかりと手を繫つないだまま、俺おれとほのかは静かに街まちを見下ろす。

「よし、センパイ」

　どれだけそうしていただろうか。存ぞん分ぶんに景け色しきを堪たん能のうしたらしく、ほのかが繫つないだ手をぐいぐいと引っ張った。

「せっかくだし、街まち中じゆうを飛び回ってみようか」

「い、いやいや、素直に帰ろうぜ？」

　ついつい忘れそうになってしまっていたけど、俺の体は宙に浮いているという異い常じよう事じ態たいなのだ。ほのかとずっと手を繫いでいるのだって、そうしなければ体が安定せず、勝手にどこかへ流されそうになってしまうからだし。

「ほら、な？　家でみんな待ってるぞ」

　一度意い識しきしてしまったことで、浮いていることへの不安は増した。ていうか浮くって何だよ。どうなってんだ。

　急きゆう激げきに大地が恋しくなり、猫ねこ撫なで声で訴えるが、

「よーし、しゅっぱーつ！」

「おっ、おいっ──！」

　ほのかは右から左へ聞き流し、真下ではなくかなり斜ななめへ降こう下かしていく。速度も速くかなり心しん臓ぞうに悪かったが、彼女は俺の手をしっかりと摑つかみ、放そうとしない。

　また放されたら放されたで困るので、俺はほのかに置いて行かれないよう、もう片方の手も使って彼女の腕に懸けん命めいに抱き付くのだった。
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　母なる大地という言葉がある。

　あらゆるものが大地に芽め吹ぶき、また育っていくことから、よく母親に喩たとえられるのだという。俺はそれに、安心感を与えてくれるからという理由も付け加えるべきだと強く主しゆ張ちようする。

　大地、まじ安心。

　硬かたく踏ふみ応ごたえがあり、揺ゆれもしないというのがこんなにも安心できるものとは今まで知らなかった。頰ほおずりしたくなるほどに愛いとおしい。

　大地と同じく海も母と喩えられるもののツートップを走っているが、俺は断だん然ぜん大地派だ。母といえば大地だと、これからは声を大にしていこう。

　やはり人は大地に生きるものなのだ。空なんか無む理り無理。もう勘かん弁べんして下さい。

　──と。

　俺が急に熱心な大地信者になったのには、もちろん理由がある。

　言うまでもなく、ほのかのせいだ。

　七しち人にんミサキの一員である彼女は普段から自由に浮いてはいるものの、行動できる範はん囲いは意外と狭せまい。しかし今回その鎖くさりから解とき放たれたことで、ツインテールの少女ははしゃぎにはしゃいでしまった。

　かなりのスピードを保ったまま、街まちの中を自由気ままに飛び回る。急きゆう上じよう昇しようや急きゆう降こう下かも交え、ぐるんぐるんと俺おれを振り回したのだ。もし俺が魂たましいではなく生身だったら、内ない臓ぞうの位置が全て入れ替わっていたに違いない。

　ジェットコースターすら苦にが手てな俺には、正しよう直じきやばいくらいの拷ごう問もんだった。

　唯ゆい一いつの救いだったのは、ほのかがそれを楽しんでいたことだろう。久しぶりに笑え顔がおが戻ってくれたので、トータルとしてはよかったのだと自分に言い聞かせる。

　一いつ時ときたりとも止まることなく飛び続け、ようやく地面に降おりたのは、一、二時間ほど経たってからのことだった。

「ふぅ……」

　長い間繫つなぎっぱなしだった手で愛いとおしげにアスファルトを撫なで、俺は安あん堵どの息を吐つく。

　現在俺がいるのは、とある一いつ軒けんの家の前。たまたまここに降り立ったのだと思っていたのだけれど、ほのかはその家を、じっと見つめていた。

　落ち着きなく、盛さかんに両手を組んだり放したりしながら。

「ここはね、」

　俺の視し線せんに気付いたのだろう。鼻で大きく深しん呼こ吸きゆうをして、ほのかが口を開く。

「ここは、ボクの家……なんだ」

「っ──」

　彼女の顔に先さき程ほどまでの楽しげな笑えみは残ざん滓しすら見当たらず、俺ははっとして大地に別れを告げる。超低空飛行で傍そばへと駆かけ寄ろうとするが、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ほのかは少しだけ声を震ふるわせながらも、しっかりと宣せん言げんする。

「ちゃんと分かってるから。ボクはもう、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……。そう、か」

　その言葉通り、彼女はしゃんと背せ筋すじを伸ばし、真まっ直すぐに自宅を見つめている。……けれど隠かくすように後ろに回された指の先だけは、細こまかくぶるぶると震ふるえていた。

　見て見ぬふりをするのが優やさしさなのかもしれないが、そんな気き遣づかいを俺に求められても困る。そっと傍へと近寄り、今度は自分から、彼女の手を取った。

　肉体に入っていたときとは違い、今の俺は霊れいと触ふれ合うことができる。

　柔やわらかな手の感かん触しよくや温かさまで伝わり、また逆に伝えることができるのだ。

「センパイ……？」

「まださ、浮いて移動するのに慣れないんだ」

　頰ほおを引き攣つらせるように、不器用にウインク。

「もうしばらく、手を繫つながせてもらってもいいか？」

「…………もー、仕方ないなあ！」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしたほのかは、すぐに白い歯を見せ、俺おれの手を強く握り返してくれる。華きや奢しやな彼女の手には、もう怯おびえの色は残っていなかった。

「……ありがと」

「ん？　何か言ったか？」

「ううん、なんにも！」

　声を弾はずませたほのかは、目を瞑つぶって深しん呼こ吸きゆうを一つ。

「ちょっとの間だけ、ボクに付き合ってくれる？」

　上うわ目め遣づかいで俺を見ながら、わざわざそんなことを訊きいた。

「散さん々ざん俺を連れ回したんだ。今さら訊く必要があるのか？」

「……そっか。それもそうだね」

　やれやれと肩を竦すくめてやると、彼女は小さく苦く笑しようする。それから俺の手を引くようにして、玄げん関かんの前へと向かった。

　躊ちよう躇ちよしていた時間は、一秒にも満たなかっただろう。

「……。ただいま」

　ぎゅっと強く手を握り、玄関のドアをすり抜ける。同じく手を握り返してから、俺もあとに続いた。

「お邪じや魔ましま……す」

　──暗い。

　初めて壁かべ抜ぬけした気持ち悪さから回復した俺の、第一印象がそれだった。

　いくら夏の日暮れ前とはいえ、電気の点ついていない屋内は暗くても当然だ。しかしそういう光こう量りよう的てきな問題ではなく、どうしようもない暗さが家の中には充じゆう満まんしていた。

　陰いん気きで、空気が澱よどんでいる。

「……」

　思わず竦すくんでしまうが、ほのかはゆっくりと、真まっ直すぐに前へと進んでいく。わざわざ手を使う必要などないのに、そもそも開ける必要すらないのに、慣れた様子でドアを開け──

「あっ…………」

　小さく、声を漏もらす。

　突つき当たった部へ屋やは広く、壁に仕切られることなく隣となりの部屋へとも続いていた。

　そして、その隣の部屋には。

　フローリングの床ゆかに馴な染じまない、まだ新しい仏ぶつ壇だんが置かれていた。

「ほのか……」

「……うん」

　逃げたとしても誰だれも責せめる者はいないのに。ほのかは真まっ直すぐに、仏ぶつ壇だんへと向かう。

　昼に行った墓はかと同どう様よう、それには綺き麗れいに生せい花かが供そなえられていた。今は家か人じんは不ふ在ざいらしく、灰しか残っていないのに、線せん香こうの香りがツンと強く鼻を刺し激げきする。

　位い牌はいと写真立てが、それぞれ一つずつ置かれ、

「あ…………あああ……」

　それらはどちらも、ほのかのものだった。

　写真の中の彼女が、輝かがやくように眩まぶしい笑えみをこちらに向けている。

「うう……うあああああああああああああああああああああああああああああん」

　その生々しさは墓以上だと言えるかもしれない。仏壇に自分の写真が置かれているという悪あく夢むのような光景に、ほのかは堪たまらずに声を上げた。俺おれの手を振り払い、涙なみだを流しながら部へ屋やの外へと走る。

「ほっ、ほのかっ──！」

　体に染しみついているのだろう。そんな状じよう態たいであっても、彼女は階段を使って二階へと駆かけ上がる。慌あわてて俺が追いかけると、二階の一番奥の部屋へと飛び込むところだった。

「……。入るぞ」

　少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから、俺も続いて入室する。

　きっちりと掃そう除じが行き届き、ちり一つ落ちていない。それでいながら雑ざつ然ぜんと物が溢あふれているという、変わった部屋だった。

　家具としては勉強机にベッド、タンスに本ほん棚だなくらいのものなのだか、野球のバットにテニスのラケット、サッカーボールやバレーボール、果てはラグビーのボールまでもが床ゆかに転がり、かなり狭せまく感じられる。ぬいぐるみやボードゲームの類たぐいもそこら中に放置され、ごちゃごちゃとして統とう一いつ感かんが全くない。

　本ほん棚だなは本棚で、教科書以外にも漫まん画がや小説、絵本に図ず鑑かんに小こ難むずかしそうな専門書など、様さま々ざまな種しゆ類るいの本や雑ざつ誌しが手当たり次し第だいに詰め込まれている、洋よう服ふくが脱ぎ散らかされていないのが、むしろ不ふ思し議ぎに思えるくらいだった。

　おそらく、ここはほのかの自室だったのだろう。

「……」

　グズグズと洟はなを啜すすりながら、彼女は机に飾られていた写真立てを手に取る。後ろから覗のぞき込むと、それは仏壇にあったものとは違う写真が収められていた。

　現在と変わらない姿すがたのほのかと、現在よりも少し若い赤あか坂さか。

　二年前の二人ふたりが、仲良く一いつ緒しよに写っている。

　俺が撮とったものとは違い、赤坂も無表情ではなく、ひねくれてそうな笑えみを浮かべ。

「……あっきーは今、センパイと同じコンビニでバイトしてるんだよね？」

　じっと写真に目を落としていたほのかが、ぽつりと、不意にそう訊たずねる。

「ああ。高校生になったら一いつ緒しよにバイトしようって、約束してたんだってな」

「……うん」

　右手で写真立てを握り締しめたまま、だらりと両手を落とす。

　いっぱいに涙なみだを溜ため込みながら、彼女は震ふるえる唇くちびるを、笑えみの形にした。

「ちゃんと、覚えていてくれたんだね」

　嬉うれしそうに。……救われたように。

「ううう……ううううううううう」

　そしてそれで、ほのかは限界だった。俺おれの胸へと飛びつき、嗚お咽えつを漏もらしながらぼろぼろと涙を流す。

　振り払うことなんて、絶対にできるはずもなく。

　彼女の気が済むまで、俺は何時間でもそのままでいようと心に誓ちかった。
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　俺のシャツの前半分を、涙と鼻水でびっしゃびしゃに濡ぬらし。

「……よし！」

　ほのかが顔を上げたのは、優ゆうに三十分は経たってからのことだった。

　涙こそ止まっていたが、泣きすぎで瞼まぶたは腫はれぼったく、目も真まっ赤かに充じゆう血けつしている。それでも思う存ぞん分ぶん泣き続けたおかげか、その顔はすっきりとしていた。

「ありがとね。センパイ」

「ん。気にすんなって」

　ただ突つっ立っていただけで、俺は特に何もしていない。

　泣かせた責せき任にんを要求するのも、俺へではなく赤あか坂さかにしてくれ。

「ゴメンなさい。長々と迷めい惑わくかけちゃって」

「だから気にするなって」

　彼女の言葉には、今日きよう以外のことについても含ふくまれていたのかもしれないが、どのみち俺の返事は一いつ緒しよだ。

「そんなことより、これからどうする？」

　少しでも役に立てないかと、泣かれている間に考えていたことを訊きいてみる。

「寝ているときに霊れいが枕まくら元もとに立つと、夢ゆめの中で会えるって聞いたことがあるんだ。夜まで待って、それを試してみるか？」

　この方法ならば、霊れい感かんがない人とでも話ができるはずだ。いいアイディアなんじゃないかと自分では思っていたのだが、

「……ううん。いい」

　しかし彼女はほとんど迷まよいを見せることなく、あっさりと頭を振った。

「こんな顔で会ったら、余よ計けいに心配させちゃいそうだから」

「あ……、それもそうか……」

　全く、いつもいつも俺おれは考えが足りない。

　軽く自じ己こ嫌けん悪おに襲おそわれ溜ため息いきを吐ついてしまうと、ほのかは「その代わり」と微笑ほほえむ。

「また今度。瞼まぶたの腫はれが治おさまったら、そのときは付き合ってくれる？」

「おう。いいぞ」

　何回でも、気が済むまで付き合ってやるさ。

　ほのかに笑え顔がおが戻ったことで、俺も頰ほおを緩ゆるませる。よかったよかったと脳のう天てん気きに浮かれるのだが、彼女はその笑えみを、すぐにすっと引っ込めた。

　交代として、きりりと眉まゆに気き合あいを入れる。

「すぐに枕まくら元もとに立てないのは、他にも理由あるんだ」

　自分で自分を鼓こ舞ぶするように、胸の前で小さな握り拳こぶしを作った。

「みんなに──。ニーナに謝あやまらなくちゃ」
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　俺とほのかが彼女の家を出ると、ちょうど日が暮れようとするところだった。

　夕焼けで真まっ赤かに染そまった街まちを見下ろしながら、自宅へと戻る。完全に太陽が落ちてしまうまで、のんびり景け色しきを楽しむのもいいかもしれないな──と考えていると、

「んんっ……？」

　進行方向に、奇き妙みようなことがあることに気付く。

　向かう先、つまりは俺の家の辺りで、赤ではなく白い光が目に付いたのだ。ぽつんと一点だけ、妙に周囲から浮いている。

　その光は目に優やさしく、どこかほっとする輝かがやきを放っている。それなのに俺の胸は、落ち着くどころか逆にざわついていく。

　上う手まく言葉にできないが、何な故ぜか不ふ吉きつに感じられてしまった。

「センパイ……」

　同じ印いん象しようを抱いだいたのだろう、ほのかが俺の腕にぎゅっとしがみつく。空あいている方の手をぽんと彼女の頭に載のせ、俺はこくりと頷うなずいた。

「急ごう」

「うんっ……！」

　謎なぞの光──みんなが待っているはずの家へと向けて、スピードを上げる。

　……まあ先を進むのはほのかで、俺おれはまだ引っ張られるような形なんだけど。




　実際にはものの数分だったのだろうが、体感的にはその数十倍の時間をかけ。

「これはっ──！」

　やっとのことで帰り着いた俺は、高く空中に浮いたまま息を飲む。

　残念ながら俺の予想は正解しており、白い光の源みなもとは、やはり自宅だった。ピンポイントに敷しき地ちを囲い、四角い光のドームが形けい成せいされている。

　自し然ぜん現げん象しようなどではなく、しかし人工的でもない光。

　その奇き妙みような輝かがやきに、俺は見覚えがあった。

　七しち人にんミサキを祓はらおうとして、かつてクララが張った結けつ界かいによく似ている。

　夕食時の住じゆう宅たく街がいだというのに、まるで人払いでもされたように、通行人はまるで見当たらない。人の姿すがたは俺の肉体とクララ──。

　それに、ひょろりと背の高い、瘦やせた眼鏡めがねの男の三人だけだった。

「あいつは……っ！」

　バイト先まで俺を睨にらみに来た、クララの彼氏（推すい定てい）だ。

　クララと男の二人は俺の家の前──光のドームの外で、少し距きよ離りを開けて向かい合っている。俺の体は彼女の後ろで、向かいの家の塀へいに背を預けるようにして座らされていた。

　では光の中はというと──

「みんなっ!!」

　七人ミサキの他の六人がそのドームの内側にいることに気付き、ほのかは手を放して一いつ直ちよく線せんに飛んだ。遅れることなく、俺もその小さな背中を追う。

「郁いくっち！　路ろ花かちん！　はっつー！　べにべに！　トーコ！　…………ニーナぁ──！」

「……！」

「……、…………」

　仲間の名前を呼び、ほのかはどんどんと光の壁かべを叩たたく。しかし間に立ち塞ふさがるそれは硬かたく、彼女がどんなに力を込めようとも、ぴくりともしなかった。

　郁達もぱくぱくと口を動かしているのだが、声はこちらに届かない。中の様よう子すは見えるくせに、他には何も通してくれないようだった。

「安心したまえ」

　それでも諦あきらめることなくほのかが拳こぶしを振り続けていると、眼鏡の男が静かに話しかける。

「彼女達の次に、君もすぐに成じよう仏ぶつさせてあげよう」

「っ──」

　声と視し線せんはどちらも、間ま違ちがいなくほのかへと向けられていた。その発言と霊れいが見えているという事実から、俺おれは少しだけ状じよう況きようを把は握あくする。

　見覚えのある光の檻おり──結けつ界かいを張ったのはクララなのかと半分疑っていたのだが、そうではない。

　これは目の前の男の仕し業わざなのだ。

「すまない、臼うす谷たに」

　愕がく然ぜんとして男を見み遣やっていると、後ろからクララが声をかける。

　彼女は上空から眺ながめたときから一歩も動いておらず、話をするにはちょっと遠い。ほのかは外野の動きなど一いつ切さい気にかけることなくひたすらに結界へと集中しており、彼女の傍そばを離はなれるのには躊ちゆう躇ちよしてしまう。けれどまずは事情を知るのが最さい優ゆう先せんだと判はん断だんし、ほのかを置いてクララへと向かった。

「いったい何が起こってるんだよ!?」

　無関係だなんて言わせない。肩を怒いからせながら近づくと、クララは「すまん」ともう一度頭を下げる。

「彼の名前は三み上かみ。私の……兄あに弟で子しというやつだ」

「兄、弟子？」

「ああ。私は最近、とある人物に師し事じしてしてな。彼は先せん輩ぱいということになる」

　かなり言いたくなさそうに、ぎりぎりと歯は軋ぎしりした。

「あいつ、そんなに嫌いやなやつなのか？」

「ん？　いや、全ぜん然ぜんそんなことはないぞ」

　彼女の態たい度どからてっきりそうだと思ったのだが、ブンブンと首を横に振って否ひ定ていされる。

「人間性的にはむしろ、かなりの善ぜん人にんだ。修しゆ行ぎようも熱心にこなし、真ま面じ目め過ぎるくらいだな」

「はあ。────────え？　修行？」

　さっきから弟子だの修行だの、日常生活で使ったことのない単語がちょいちょい混じっている。説明を求めてじっと目を据すわらせると、クララは目を逸そらし、いかにも渋しぶ々しぶといった感じで口を開いた。

「……霊れい能のう者しやとしての、修行だ」

　盛せい大だいに溜ため息いきを吐つき、疲れたような顔で俺を見る。

「私と師し匠しようの話をたまたま聞いていて、三上さんも以前から、臼谷の──七しち人にんミサキのことを知っていたんだ。一度バイト先に行ったのも、お前の様よう子すを自分の目で確かめたいと頼たのまれたからだ」

「俺の様子を……？」

　店の外から睨にらまれた日のことか。瞳とう子こさんは怯おびえて俺の後ろに隠かくれていたけど、案あん外がいそれで正解だったのか。

　そのときのことはよく覚えているが、しかし、そんなことをされる心当たりはない。

「説明しただろ。あの人は、かなりの善ぜん人にんだと」

　首を捻ひねる俺おれに、クララは説明を続ける。

「七しち人にんミサキに取り憑つかれていると知って、助けなくてはと正せい義ぎ感かんに燃もえていたんだ。手出しをするなと、師し匠しように止められていたはずなんだが……」

　放ほう置ちされている俺の体をちらりと見み遣やり、

「実際に誰だれかを幽ゆう体たい離り脱だつさせるのは、正しよう直じき初めてでな。師匠の家に電話をしたら運悪く彼が出て、気がつけばこうなっていたというわけだ」

「最後が大おお雑ざつ把ぱ過ぎねえか、おい」

　まあともかく、事情は分かった。深く息を吐はき出し、気分を入れ替える。

「どうして今まで言ってくれなかったんだよ？」

　つまりこの状じよう況きようは、クララや彼女の師匠が望んだものではなく、兄あに弟で子しとやらの独どく断だんということになる。俺が彼と直ちよく接せつ話をしていれば、もしかしたら避さけられたかもしれないのだ。

「言えるわけないだろう！」

　なのにクララは声を張り上げ、いーっと歯を剝むき出しにする。

「この私が修しゆ行ぎようをしているだなんて。恥はずかしくて言えるものか」

「いやいや、それくらい言ってもいいだろ」

　そんな場合ではないのに、つい呆あきれてしまう。

　けれど、確かにクララらしくはあった。こいつは色んなことを器き用ようにこなすけど、そのために何か努力している姿すがたは今まで見たことがない。

　というかそもそも、努力が嫌きらいなタイプだった気がする。それなのに修行まで、して──。

「……」

　クララは以前に比べて付き合いが悪くなったと、鈴すず鹿かから話を聞いていたことを思い出す。その時期は俺が七人ミサキについて相そう談だんした頃ころと、ちょうど重なっていた。

　それはつまり──

「お前の考えている通りだ」

　俺の顔色が変わったのを読み取ったのだろう。クララが面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らす。

「自分のためだなんて綺き麗れい事ごとは、私は言わんぞ。臼うす谷たに、私はお前を助けるために、修行を始めたんだ」

「クララ……」

　何と言えばいいのか、胸が詰まる。ふんっと顔を背そむける彼女へどう感かん謝しやを伝えるべきか考えていると──

「みんなあああああああああああああ……」

　慟どう哭こくするほのかの悲ひ痛つうな叫さけびが、俺の鼓こ膜まくを大きく揺ゆさぶった。

　そうだ、今はこんなことをしている場合ではなかった！

　とりあえずクララのことは後回しにして、ほのかの力にならなくては。霊れい体たいではいくらやっても無む駄だなようだし、ひとまず生身の体に戻ることにする。

　クララのときのように、結けつ界かいの要かなめとなるものを破は壊かいすればなんとかなるはずだ。まずはそれを見つけよう──

「……あ、あれっ……？」

　立ち上がろうとした俺おれは、しかし腰を浮かすことさえできなかった。バランスを崩くずし、受け身も取れずに倒れ込んでしまう。

「ど、どうなってんだ!?」

　久しぶりの肉体は異常に重く、まるで言うことを聞いてくれない。勝手に指先が震ふるえ、これっぽっちも力が入らなかった。

「無む理りをするな」

　芋いも虫むしのようにもがいていると、クララが手を貸して、元の座った体たい勢せいに戻してくれる。

「お前の体は脱だつ水すい症しよう状じようを起こしそうなほど、元々かなり疲ひ労ろうしていだんだ。その上に幽ゆう体たい離り脱だつまでしたんだから、しばらくは満足に動くことはできんぞ」

「そん、なっ──！」

　彼女の指し摘てきは正しく、俺の体はもう息切れしている。

　けれど今は、無理でも無む茶ちやでも動かなければいけないときだ。歯を食いしばり、背中の塀へいを支えにしながら生まれたての子こ鹿じかのようによろよろと立ち上がり、

「どうしてそこまでするんだ」

　立ち塞ふさがるようにして、クララが俺の目の前に立つ。

「言っただろ。無む理り矢や理り祓はらうやり方は、絶対に間ま違ちがってるって」

「無理矢理ではない」

　邪じや魔まをするなと睨にらむが、彼女は軽く受け流した。

「彼女達が苦しんでいるように、お前には見えるのか？」

　顎あごではなく、視し線せんで見ろと促うながす。有無を言わせぬ声の響ひびきに、俺は霞かすむ目を凝こらした。

　三み上かみという男が張った、白く輝かがやく結けつ界かい。

　それは確かに、クララのものとは異なるようだった。外から触ふれているほのかにダメージがないところからして、まず違う。

　結界の向こう側がわはというと、六人はどことなく、いつもより透すけているように見えた。存在そのものが、薄うすくなり始めているのだ。

　熱心にお経きようらしきものを唱となえる、クララの兄あに弟で子しによって。

　クララの言う通り、祓われかかっているというのに、郁いく達に苦しんでいる様よう子すはない。必ずしも安らかとまでは言えないが、少なくとも苦痛を感じているようには見えなかった。

「三み上かみさんは私とは違い、きちんとした修しゆ行ぎようを積つんでいる。彼女達をちゃんと成じよう仏ぶつさせてあげられるさ」

　優やさしい声で、クララは俺おれを慰なぐめるように言う。

　おそらくそれは間ま違ちがっていないのだろう。救われた気持ちで、悪あく霊りようという呪じゆ縛ばくから解とき放たれることができる。

「──駄だ目めだ」

　しかし。

　俺にはどうしても、納なつ得とくすることができなかった。

「やっぱり俺には、それが『成仏する』ってこととは思えない」

　効果がないと分かっていても、結けつ界かいを叩たたき続けているほのか。

　彼女はまだ、仁に衣い菜なさんに謝あやまっていない。みんなと仲直りをしていない。

　そんな状じよう態たいで悔くいなく消えるなんて、できるわけがないじゃないか。

「お経きようで救われたような気分になっても、そんなのはただの誤ご魔ま化かしだ！」

　他に方法がないのならともかく。彼女達の悔いは、ちゃんと晴らすことができるのだから。

「……本気で言っているのか」

「ああ。当然だ」

「このまま黙だまって見ていれば、もう二度と七しち人にんミサキに苦しめられることはないんだぞ？」

「いいや違うね」

　俺はまだ、ほのかと仁衣菜さんが仲直りする姿すがたを見ていない。

　そしてそれは、二人ふたりだけに限ったことではない。弟の無事を知った初はつ希きはともかく、路ろ花かちゃんや紅べに、瞳とう子こさんは何かを言いたげな顔で今も俺を見つめている。明めい確かくに成仏を受け入れているのは、郁いく一人ひとりだけだった。

　彼女がどうして、妙みように諦あきらめが早いのかも含ふくめ。

　俺はまだ、彼女達七人ミサキについて知らないことだらけだ。

「彼女達がここで勝手に祓はらわれたら、俺は一生後こう悔かいする。七人ミサキに苦しめられっぱなしになっちまうからな」

　だから、絶対に止めてみせる。

　気持ちが決まったのなら、次は行動に移すだけだ。ずりずりとカメのような速度で前へと歩みを進め──

「……そうだな」

　ふっと笑えみをこぼしたクララが、とんと俺の眉み間けんを押す。今度は幽ゆう体たい離り脱だつするのではなく、普通に尻しり餅もちをついてしまった。

「クララ……？」

「いいから、そこで見ていろ」

　肩を竦すくめ、彼女はふんと鼻を鳴らす。

「奇き遇ぐうなことに、私も同じ気持ちなんだ」

　そう言い残し、俺おれとは段違いの速度で結けつ界かいへと近づく。話し声を聞いていたのか、三み上かみは読ど経きようを中断した。

「どういうつもりだ、蓬ほう萊らい山さん」

「どうもこうも、言った通りの意味ですよ」

　兄あに弟で子しの邪じや魔まをしようというのに、クララに悪びれる様よう子すはない。けれど三上はぴくりと眉まゆを動かしただけで、表面上は特に反応を見せなかった。

「やれるものなら好きにやるがいい」

　淡たん々たんと、冷れい静せいな声で告げる。

「蓬萊山。お前は確かに才さい能のうがある。修しゆ行ぎようを積つめば、私より遙はるかな高みに至るだろう」

「ふむ。褒ほめ殺しのつもりですか」

「だがな、今は修行不足だ。今のお前の霊れい力りよくでは、私の結界は壊こわせんよ」

　茶ちや化かす言葉を完全に無む視し。その声は実力に裏付けされた自信に溢あふれていた。

「ええ。そうですね」

　どうするのかと心配していると、クララはあっさりと負けを認める。

「霊力では完全に三上さんが上です。ですが──」

　右足を後ろに引き、高く高く持ち上げ、

「暴ぼう力りよくでは、完全に私の勝ちです」

「何を……ぉおっっっっっっっっっっっっっっっっ!!」

　とあるサッカー漫まん画がのように、勢いよく前へと蹴けり上げた。

　三上の脚あしと脚の間の、付け根へと向けて。

「ひゃっ──！」

　あまりに非ひ道どうな行いに、俺は恐きよう怖ふに震ふるえて目を背そむける。

　あいつは何てことしやがるんだ。同じ男として深く同情するが、

「み──、みんなあっ──！」

　そうしただけの甲か斐いは、どうやらあったようだ。

　いくら修行を積んだ霊能者であっても、さすがに集中し続けることは不ふ可か能のうだったのだろう。俺の家を囲う光のドームが、影も形もなく消え去っていく。

　ほのかと他の六人を遮さえぎっていた、壁かべが。

「ニーナ……、ごめん、ごめんっ!!」

「そんなっ、謝あやまるのは私のほうで──」

「違うの！　ニーナは悪くないって分かってたのに、辛つらくて八やつ当たりしてた！」

　ほのかと仁に衣い菜なさんは泣きじゃくりながら、お互いにしっかりと抱き締しめ合う。他の五人にも飛びつき、七しち人にんミサキは一つの塊かたまりのように、全員で泣き、笑った。

「ほらな」

　少し離はなれた場所で尻しり餅もちついたまま、俺おれは傍そばまで戻ってきたクララに、にやりと笑いかける。

　もしも邪じや魔ましないことを選せん択たくしていたら、目の前の光こう景けいを見逃すことになっていた。

　それじゃあ、たとえ命が助かったとしても。

　その時点で成じよう仏ぶつできないだけの悔くいが、生まれてしまったじゃないか。










　　　エピローグ




「やっぱ素そう麵めんでしょ」

「いいえ、そんな手抜きの料理では私の愛は伝わりません」

「いやいや手抜きじゃないから。素麵は心強い主しゆ婦ふの味方だから」

「主婦……！　つまり私を妻つまと認めてくれるんですねっ！」

「そういう意味じゃないわよ！」

　期き末まつテストが終わり、夏休み前の最後の日にち曜よう日び。

　昼食について揉もめる二人ふたりの声をＢＧＭに、俺おれはリビングのソファでだらりと寝転んでいた。

「妻として認めて欲しかったら、まずは料理であたしを納なつ得とくさせることね」

「くっ……。はい、義ね姉えさま」

「誰だれが義姉さまよ。誰が」

　しばらく自じ重ちようしていたのが噓うそのように、郁いくと初はつ希きは自じ称しよう嫁よめ姑しゆうとめ争いを繰くり広げている。それでも以前よりは大人おとなしくなったものだと、俺は胃いを痛くすることなく聞き流すことができた。

　今の俺は、かなり寛かん大だいな気分だ。

　なにせもう、期末テストは終了したのだからな。

　取り返しがつかないほど終わってしまった、という意味ではない。赤点を回かい避ひし、それなりの出来を保つことができたと思う。

　……まあ、俺の実力ではないのだけれど。

　死し亡ぼう当時受じゆ験けん生せいであった瞳とう子こさんに取り憑つかれ、代わりに問題を解といてもらったのだ。彼女が俺よりもレベルの高い高校に通っていたこともあり、初しよ日にち以外はいつもよりむしろ高い点数が期き待たいできる。

　明らかなカンニングであり許されない卑ひ劣れつな行こう為いだが、成せい績せきが下がると母親が帰ってきてしまう危険性がある。そうなると霊れい障しようの問題が出てきてしまうので、緊きん急きゆう避ひ難なん的てき処しよ置ちということで、今回だけは勘かん弁べんして欲しい。

　次からは、自力で頑がん張ばります。

　夏休み後という遠い遠い先の予定に思いを馳はせ、俺が大あくびをしていると、

「おにーちゃん、テレビ観みていいー？」

「ん……？　ああいいよ」

　路ろ花かちゃんや仁に衣い菜なさんなどがリビングにやってきて、料理番組を見始める。いつぞやの料理対決がきっかけで、興きよう味みでも持ったのだろうか。

　一つの部へ屋やに集まり、和わ気き藹あい々あいと過ごす。

　以前と変わらぬ日常が戻ってきたことを実感し、俺はしみじみと幸せを嚙かみ締しめた。

　クララと三み上かみさんの二人ふたりにも、今度改めてお礼れいをしなければ。

　強きよう烈れつな金きん的てきを喰くらった三上さんだったけど、幸いにも再さい起き不ふ能のうにはならなかったという。迷めい惑わくをかけてしまったお詫わびも含ふくめ、今度改めて挨あい拶さつに行く予定だ。

　他には何も被ひ害がいは出ず──となればよかったのだが、あの日以来、一つだけ困ったことが起きるようになった。

　ある意味で、命の危険に関わるようなことが。

「どーん！」

「──っと危ねえ！」

　お詫びの品は何がいいのかと考えていると、後ろから突とつ然ぜんほのかが飛びついてきた。ここ数日で慣れていたおかげで、どうにかぎりぎりで避よける。

　新たに発生した問題。

　それはこの、ほのかの抱き付き癖ぐせだった。

「ちぇーっ、また失敗したか」

「いやいや、失敗とかじゃなくて」

　仁に衣い菜なさんと仲直りをした翌よく日じつから、彼女はこうしてちょくちょく俺おれに抱き付こうとしてくるようになった。その度たびに注意しているのだが、一いつ向こうに改めようとしてくれない。

「危ないからやめてくれって、何度も言ってるだろ」

「えー、別にいいじゃない！」

　ほのかは不満げに、ぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、

「一いつ緒しよにボクの部へ屋やに行ったときは、優やさしく抱き締しめてくれたのにー」

　とんでもない爆ばく弾だんを放つ。

「伊い吹ぶき……さん……？」

「伊吹……それどういうこと……？」

　それまで揉もめていたはずの郁いくと初はつ希きが、ぴたりと声を揃そろえる。目！　目が怖いよ！

「抱き締めてなんかないだろ！　泣いて飛びついてきたのを、ただ受け止めただけだ！」

「んー、そうだったっけ？」

「そう！　間ま違ちがいないから！」

　ほんの少し前までの吞のん気きさは吹き飛び、俺は必死で弁べん解かいする。

「それに、あのときの俺は魂たましいだけだったろ。今は生身の体があるんだから、くっつかれると下へ手たすりゃ死んじまうんだって」

　そんなことは、誰だれも望んではいまい。

　これで分かってもらえるだろうと、俺は気を抜きかけるのだが、

「うーん……。まあ、それはそれで」

　まんざらでもなさそうに、ほのかは頷うなずきやがった。

「いやいやいやいや、俺おれに死んで欲しいのか」

「だってほら、センパイが七しち人にんミサキの仲間になったら、ずっと一いつ緒しよにいられるわけだし。触さわるのもＯＫになるから、ある意味いいことずくめなんじゃないかな？」

「よくねえよ。何一つよくねえ」

　思わず半はん眼がんになるが、そんな俺とは対たい照しよう的てきに初はつ希きが大きく目を開き、ふむふむと感心したように頷うなずく。

「その手があったわね……」

「ないから。全ぜん然ぜんないから」

　お願いだから納なつ得とくしないで下さいお姉ちゃん。

　こういう場合、頼たよれるのはあの人しかいない。

「に、仁に衣い菜なさん！」

　男嫌ぎらいな彼女へ、救いの手を求める。

「仁衣菜さんはそんなの反対ですよね？　男なんかが入ると、せっかくのハーレムが台無しになっちゃいますし」

「……ええ、そうですわね」

　俺の期き待たい通り、彼女は頷きを返してくれる。やっとの味方を得て喜んだのも束つかの間ま。

「で、ですが──」

　こほんと咳せき払ばらいし、仁衣菜さんは頰ほおをうっすらと赤く染そめた。

「貴方あなただったら、認めてあげなくもありませんわ」

「えっ？　……えっ？」

「と、特別ですわよ」

　いらない情報を付け加え、彼女はふいっと顔を背そむける。

　流れる金きん髪ぱつが光を反はん射しやし、眩まぶしいくらい綺き麗れいに輝かがやいた。

　え、ええっと……。

　これはどういうことなのか、全く意味が分からない。分からないことは考えても無む駄だなので、考えるのはやめよう。うん。

「伊い吹ぶきさん……？」

「伊吹……？」

　必死に現げん実じつ逃とう避ひをしようとするが、先さき程ほどより迫はく力りよくを増した二つの声は、それを許してくれなかった。「じゃあボクも！」とほのかまで加わり、俺は三人の悪あく霊りように取り囲まれてしまう。

　説明しろと言われても、俺の方が説明して欲しいくらいで。

　だらだらと脂あぶら汗あせを流しながら、どうしてこうなったと胸きよう中ちゆうで嘆なげく。……だけど不ふ思し議ぎなことに、気分は全く重くはなかった。

　取り憑つかれた当初の初希とは、こんなやりとりをすることすらできなかったのだ。ほのかや仁に衣い菜なさんも、以前より自然に笑うようになっている気がする。

　苦労をしたけれど、それだけの甲か斐いがあったと言えよう。

　郁いくや他の三人も、口にしていないだけで何か悩なやみを抱かかえているのかもしれない。それでもきっとどうにかなると、ふと自信を持って思えた。

　……まあ、とはいえ。

「何をにやにやしてるのよ？」

「仁衣菜さんに特別扱あつかいされたのが、そんなに嬉うれしいんですか？」

「ええー！　ニーナばっかりずるーい！」

「いやあの、そういう意味じゃなくてね？」
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　頰ほおを緩ゆるませたのを違う意味に捉とらえられてしまい、状じよう況きようはさらに悪くなってしまう。目の前の危き機きから逃れるため、俺は腰を低くしてひたすらに頭を下げる。

　悔くいの解かい消しようには、全ぜん身しん全ぜん霊れいで取り組みますから。

　日々の対立を繰くり返すのだけは、どうか勘かん弁べんしてもらえないでしょうか。





終












　あとがき




　お久しぶりです。もしくは初めまして。丸まる山やま英ひで人とです。

　まずは本書を手に取っていただきありがとうございます。おかげさまで自分では久々となる二巻を出すことができました。




　僕ぼくが七しち人にんミサキを題材に話を書こうと思ったのは、先せん輩ぱい作家の峰みね守もりひろかずさんが某ぼう妖よう怪かいもののシリーズ（全十巻・電子書しよ籍せき版ばんも好評発売中）を書いているとき、七人ミサキネタがボツになったという話を聞いたのがきっかけでした。

　七人ミサキはかなりメジャーな妖怪だと自分では認にん識しきしていたのですが、意外とそうでもないと最近気付いて、ちょっと驚おどろきました。魅み力りよく的てきな妖怪だと思うので、もっと色々な人に書いて欲しいものです。




　一巻のあとがきで触ふれておけよという感じですが、登場人物の名前について少し。

　七人ミサキは先頭から順番に、『いろはにほへと』から始まる名前になっています。誰だれが何番目なのか混こん乱らんしたときは、指折り数えてみてください。自分でも書きながらちょくちょく分からなくなり、何度も数えました。

　ついでに言うと主人公や他のキャラは、関かん西さいの山やそれに関係するものから付けています。一巻のプロットを考えているときに蓬ほう萊らい山さんという山に登ったので、それをそのまま使い、統とう一いつしました。蓬萊山は比ひ良ら山さん系けいに属しているので、比良→比・良→くら・ら→クララという感じですね。




　以下、謝しや辞じとなります。

　担当の黒くろ崎さき様。今回も大変お世話になりました。今後もよろしくお願いします。

　イラストのかれい様。可愛かわいいイラストを描いていただき本当にありがとうございます。

　最後に本書を読んでいただいた貴方あなたへ、最大の感かん謝しやを。

　また次の本でお会いできれば幸いです。

　それでは。


丸山英人
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丸まる山やま英ひで人と

蓬莱山は琵琶湖が一望できる綺麗な山です。紅葉を見に登ったのですが、二年連続で完全に散ってました。

[image: ]




イラスト／かれい

友人とこの時期（春）、肝試しに行こうと計画中。

寝るため遊ぶためこれからも頑張りたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。
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